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序

百間川は， 岡山市竹田で旭川から分かれ，操山山塊の北を東進し，岡山市米

田で南に向きを変え， 瀬戸内海に注ぎます。 ここに取りあげる百間川当麻遺跡

は米田に位置し，奈良時代の「大安寺流記資材帳」に「石間江」と記載される

地域に含まれていることから，当時の海岸に近かったことも考えられます。

百間川当麻遺跡では，縄文時代晩期から近世に至る数多くの遺構， 遺物が発

見されました。中でも奈良時代の建物群十四棟からは， 青銅製の帯金具，硯，

「上三宅」と墨書された須恵器が出土し， 官衛遺跡である可能性もあります。

本報告書では，百間川当麻遺跡の低水路部分及ぴ右岸用水路部分について調

査結果を報告します。 この報告害が，文化財の保護， 保存，更には今後の研究

の一助となれば幸いと存じます。

現地調査の実施， 報告書の作成にあたつては， 建設省中国地方建設局，岡山

河川工事事務所，並びに百間川遺跡埋蔵文化財保護対策委員をはじめとする関

係各位から多大の御協力と御指導をいただきました。 ここに記して御礼申しあ

げます。

昭和57年11月

岡山県教育委員会

教育長佐： 藤 章



一ロ例

1 この報告書は，旭川放水路（百間川）改修工事に伴い，建設省中国地方建

設局の依頼を受け， 岡山県教育委員会が昭和53・54・56年度に発掘調査を行っ

た百間川当麻遺跡低水路及び右岸用水路の発掘調査の概要である。

2 調査期間は， 昭和53年10月 1日～昭和54年9月30日， 56年4月1日,._5月

31日である。

3 発掘調査及び報告書の作成にあたっては， 旭川放水路（百間川）埋蔵文化

財保護対策委員会の助言を受けた。また，石材の同定には， 岡山理科大学三宅

寛教授の手を煩した。

4 この報告書の作成は， 昭和56年4月以降同57年3月まで， 文化課分室にて

整理作業を実施し文化課哉員の担当者が執筆し，文責は，文末に記した。

5 遺物の整理， 実測及び実測図の浄写・遺構図の浄写は， おもに各担当者が

行った。遺構•土器• 石器の実測図の一部については平井典子の助力を得た。

6 この報告書の断面図高度値は海抜高である。また，方位は磁北である。

7 この報告書に掲載の図の縮尺率は， それぞれに示した。出土遺物の実測図

で数値で縮尺率の示していないものは，¼の縮尺である。

8 この報告書で用いる時代区分は，一般的な政治的区分に準拠し， それを補

うために文化史区分と世紀を適宜併用した。

9 この報告書では図面に溝→溝， 住居址→住，土城→土， 柱穴状遺構→Pの

略号を使用した。遺物については土器・陶磁器・埴輪について通し番号をつ

け，石器にはS,鉄器には I, 木器・木製品にはw,銭貨等銅製品にはB,土
製品にはC, ガラス製品にはGを各々付し，土器番号と区別した。

10 この報告書に抵載した地形図で， 1/5万の地形図は，建設省国土地理院発行

のもの， 1/1万の地形図は岡山市発行のものを複製したものである。その他の

地形図は，建設省岡山河川工事事務所作成のものをトレースしたものである。

11 この報告書に関係する遺物，実測図，写真等は，文化課分室で保管してい

る。
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百間川は江戸時代（究文年間）に，津田永忠によって岡山城下を旭川の洪水から守るため築

造された一大人工河川である。岡山市竹田から分かれた旭川放水路（百問川）は，旭川左岸を

南束に流走して原尾島付近で東に向きを変え，操山山塊の北側を東進し，米田で再び南に流路

を変え，沖元で児島湾に注ぐ。その幅200--300m,流程約13K.におよぶものである。

百問川が位隠する旭川の左岸平野（旭東平野）は，北に竜の口山系，東に山王山，南に操山

山塊をひかえた肥沃な水田が展開する一大穀倉地であるが，近年市街化の波に押され，その景

観は急激に変貌しつつある。

岡山平野は今から約7000年前，縄文時代前期の海進をビークとして，それ以降の海退及び旭

川の堆積物によって形成された沖積平野である。この旭川も現在は一流路にまとめられている

が，古くは数条に分かれており，また幾筋もの支流が平野一帯に流走していたらしく ，それら

旧河道の両岸にはいくつもの自然堤防が形成されている。

岡山付近で確認されている追物のうち．最も古いものとしては，採山旗振台北部追跡（註1)

出土のナイフ型石器がある。これは後期1日石器時代のもので，現在のところこれに前後する時

期のものはない。

縄文時代の遺跡は．丘陵に散布する後期の朝寝鼻貝塚（註2)と他に数力所石器散布地が存

在しているが，新たに百間川改修工事に伴い，百間川沢田遺跡（註3)から縄文時代中期の土

器片2片．及び同後期の土器片10片を採集した。この中期の土器片は磨滅が激しく ，上流域あ

るいは丘陵部からの流入の可能性も考えられるが．後期の土器片においては残りもよく ．また

昭和34年の国道2号線百間川橋建設の際にも出土していることなどから，岡山平野においては

この時期から沖積地における集落の開始が考えられる。

縄文時代晩期の追跡は，いずれも弥生時代につながる複合追跡である。調査で明らかにされ

た例としては，津島遺跡（註4). 百間川原尾島迫跡，同沢田追趾雄町追跡（註 5)などが

ある。百間川原尾島遺跡においては，迫構の性格を明らかに出来なかったものの縄文時代晩期

の柱穴状土模を検出している。津昆造跡は糀文時代晩期～弥生時代にかけての迫物及び弥生時

代の水田追構，住居址，麻床倉庫，貯蔵穴などの追構が検出されている。雄町逍跡は縄文時代

晩期～平安時代にかけての追物及び， 9日河道・溝•住居址・土浪経などの追構が検出されてお

り，特に，弥生時代中期の水利施設が明らかにされるとともに届住区と経域が明確に区分され

ていることが判明した。
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第1区百間川周辺遺跡分布図 (1/50,000)

- 10-
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弥生時代の中期の遺跡は，前述の遺跡の他に南方遺跡（註6).赤田遺跡（註7).乙多見追

跡（註8)などがある。南方追跡からは人骨及び土城臨，灰穴などが検出されており，赤田追

跡からは，高杯形土器で蓋をした甕棺延が出土している。百間川今谷迫跡は弥生時代中期を中

心として．古墳時代に及ぶ複合遺跡であるが，特に弥生時代中期の土器片とともにガラス塊が

多凪に出土しており，また1間X2間,.._,5間までの建物を20数棟検出している。なお当遺跡の

南側に位置する操山の谷部からは 3個の銅鐸が出土している（註9)。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺跡は，急激にその遺跡数をふやし，当平野に形

成された微高地の大半は集落が営まれた可能性が強い。一方． 百間川原尾島遺跡， 同沢田遺

跡，同兼基遺跡では，弥生時代後期終末の洪水によって埋没した水田が明らかになった。これ

によると．微高地縁辺部及びl日河道上に水田が形成されており，前者は10戒-40戒前後の小規

模な田面積であるのに対し， 後者は200戒前後とその規模も大きい。また最近の調査では百間

川原尾島遺跡から弥生時代中期中葉に比定される水田も明らかにされつつある。

古墳時代の追跡は，百間川原尾島遺跡，同兼基遺跡からは，竪穴住居址群とともに， 3間x

3間の倉庫群が検出されている。一方古墳についていえば，平野の北にある竜の口山系には13

面の舶載銃を出土した備前車塚古墳（註10)が，南にあたる操山山系には網浜茶臼山古墳，淡

茶臼山古墳，金蔵山古墳（註11), 東にあたる山王山には， 山王山古墳群がある。これらの丘

陵上には，これ以降後期古墳も含め200基をはるかに越える古墳が確認されている。

旭川の左岸に広がる平野（旭東平野）には，ほぽ全体に条里制の追構が見られる。この旭東

平野に見られる条里追構の｛千線は，正確に南北方向（註12)を示している。この平野の北西部

には，備前国府跡が推定されている。備前国府は．和名抄（註13)によれば，備前国御野郡に

所在すると品されている。その推定地については，大きく二説ある。一説は，国長宮を中心と

する説（註14)と他の説は現在の国府市場を中心とする説である（註15)。 現状では．いずれ

とも決し難い。推定国府跡を挟んでその北側には，虹田廃寺（註16)があり，南側には．幡多

廃寺（註17)がある。また， 国府市場の束には， 成光廃寺も所在する。 この国府跡の北西部

（岡山市祇園）より， 南東部（岡山市長利）にかけて， 条里制に規制されない状態で，河道の

痕跡が見られる。この河道は，平野を斜めに横切っていたものが，長利付近からほぼ南へ流れ

を変えて海へ注ぐものである。この流路の変換点に百間川当麻遺跡が所在し，古代倉庫群及び

中世の建物群を検出している（註18)。

註

註1 鎌木義昌「第1編原始時代」 r岡山市史」古代組 岡山市役所 1962
註2 註1に同じ

註3 岡山県教育委員会の昭和5紐F度の調査において出土している
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註4 「岡山県津島遺跡調査概報』岡山県教育委員会 1970

註5 「雄町遺迩」 r埋蔵文化財発掘囲査報告J岡山県教育委員会 1972
註 6 『南方遺跡発掘調査概報J岡山市教育委員会 1971

註 7 『幡多廃寺発掘謡査報告J岡山市教育委員会 1976

註8 正岡睦夫「岡山市乙多見における溝改修工事に伴う出土土器」「岡山県埋蔵文化財報告」 3 1973 

註 9 鎌木義昌「岡山県兼基遺跡」 r日本農耕文化の生成J1961 
註10 註 1に同じ

註11 西谷真治•鎌木義昌「金蔵山古坑」倉敷考古館 1959

註12 高重進「旦村・耕地の歴史地理」「岡山限の地理」福武杏店 1978

註13 正宗敦夫校訂「倭名類衆紗」風問苫房 1970

註14 石田笈「旭川左岸平地の条里」「岡山市史」古代組第 4 組•第 3卒巌津政右衛門 「備前国府」

「岡山市史J古代編第5編第1章

註15 木下良 「国府と条里との関係について」「史林」 50沿5号 1967年9月

商根波 「古地形からみた備前国府」「岡山県埋域文化財報告J1岡山県教育委且会 1971

註16 「共田廃寺発掘調査報告J岡山市教育委旦会 1971 

註17 『幡多廃寺発掘調査報告」岡山市教育委員会 1976 

註18 同立は，「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J39の「地理的歴史的環境」に一部加筆して再掲載した

ものである。
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上束•鬼川市 I[
雄 町 10-----------------------

期 グランド上屈 百間川後期 m ＋ 上東•鬼川市 m
--------------・-・ 暑墨-------~—--- 百間川後期 1V 雄 町 11 才 の 町 l
洒津 才 の 町 II

--囀----・・---------------------- 百間川古坑時代 1 
雄 町 12

下 田 所

屈悶
則ヽヽ•

雄 町 13
--~ 亀＿ーーーrn___ーーよ―---贋＿＿玉泊六屈 百間JI]古培時代 Il 雄

期
町 14 ＋ 

百間JII古墳時代 m 雄 町 15 川入・大溝上層
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第2章調査の経緯

第1節調 査 経 過

百間川当麻迫跡の調査は，昭和53年4月に右岸用水路部分の調査に着手して以来．約 2ケ年

間調査を行った。調直範囲は，当初は右岸用水路部分のみと考えられていたが，調査の進展に

伴いその範囲は拡大していった。最初に注目したのは，右岸用水路の北側に所在する丘陵部で

あった。そのため，右岸用水路部分の凋査中に．丘陵上にトレンチを設定し掘り下げたとこ

ろ，追構を検出したことにより，丘陵上にも遺構の存在が確認され，全面を調祉することとな

った。そこで， 右岸用水路部分の調査が終了すると， 引き続き丘陵部の調壺に着手した。ま

た．丘陵部の調査中に，丘陵の東側の平地部分が問屈となった。つまり，百間川が東流してい

たものが，この米田地区の北側でその流路を大きく変え，南流することになる。そのため，低

水路部分の掘削範囲も広く，丘陵束側部分も，そのほとんどが低水路部分となることが判明し

た。 そこで， 右岸用水路の調査で判明していた追跡の範囲等を考廊に入れると． この部分に

も遺跡が広がるものと推定された。そこで， その部分を 6ケ所試掘したところ， 近世～弥生

時代の多くの追物と追構を検出したことにより．この部分においても遺跡が広がることが確認

された。その追跡の範囲については，調査中の丘陵の北端部分から始まる百間川の堤防がある

が，その堤防が大きく南に弧を描いて曲り，米田地区の南側に所在する丘陵の東端部分まで続

＜．その堤防に囲まれる部分と想定していた。しかし，平地部分の調査が進行するに従い．追

跡の範囲が拡大する可能性が生じてきた。そこで．百間川の堤防に囲まれる内側において遺物

の散布状況や，低水路として掘削されている部分の断面観察等を行った結果，追跡の範囲は，

さらに大きく拡大することになった。また，表面観察等で不明な部分については， トレンチ等

を設定して迫跡の範囲を確定した。

平地部分（低水路）の調査は. 2期に分けて調査した。第1期の調壺は．昭和53年10月に着

手し， 昭和54年3月に終了した。第1期は，調査範囲の北側約半分で，松本・ニ宮が担当し

た。第2期は，その南側で，井上・ニ宮が担当し，昭和54年4月から同年9月まで調査した。

調査面戟は，第 1期が1,100叫第2期が1,100面である。第2期の調祉が終了する頃に， 9日堤

防が取り去られる計画のあることを知った。追跡は，先にも述べたように，さらに東へ広がる

ことが判明しており， その取り扱いが問題となった。建設省岡山河川工事事務所と協議の結
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第2章調査の経緯

果，工事工程との関係から，工事発注後2ヶ月間で調査を行った。調査は，昭和55年1月22日

に筍手し， 3月 6日に終了した。調査面戟は600nlである。

百間川当麻迫跡にかかる，右岸用水路建設に伴う第一次識査は，昭和54年4月から 9月にか

けて実施された。 （この結果については，すでに「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告46旭川放水

路（百間川）改修工事に伴う発掘調査II」に所収されている。昭和56年刊。 これが第一次調

査報告である。）しかし， 昭和56年3月に開催された県文化課と建設省との打合せ会の席上．

この右岸用水路の位骰が変更となり，再び発掘調査を行わざるを得なくなった。この新たな計

画提示は，かかる地区の工事に伴う，岩盤掘削等の工事に伴う民家におよぼす騒音を軽減した

り，市道取付け部分問題や米田栢供用等これに伴う通学路の設定などと密接な関係があり，設

計変更はやむを得ないという状況であった。県文化課はこの新たな調査を実施する計画を組ん

でいなかったが，かかる切迫した状況に対応すべ<,2班 (4名）の調査パーティを編成した。

工事計画と調査工程の調整については，当初計画の工事面稲と，現地に入って杭打後の面積

はかなり開きがあったため，最終的に 2か月すなわち 4月から 5月にかけてという合意に達し

た。この期間については，第一次調査で明らかにされているように800戒を越す調査面栢に加

えて，複雑な屈位関係や迫構の密度が麻いこと，追物の出土祉が極めて多いことなどを考慮す

ると，相当厳しい調査期間であったが. 6月に入ってからの稲作の開始とそれに供するための

用水路の完成は密接不可分な，地域住民の強い要望であるため，やむを得ずその期間内に終了

することを絶対条件として調査を開始したのであった。そのため．表土の除去等にはパワーシ

ャベル等の重機を郡入し，遺構検出作業に着手するのを早めざるを得なかった。また，造構の

実測等についても，満足できるまで現地で検討できなかった。たとえば二つの迫構面における

中世柱穴群の分析など意を尽くして調査できなかった遺構もある。

一方，調査区の上流部分，すなわち第一次調査区から第二次調査区へ分岐する 1区の部分で

は．上流側がすでに工事が完了しており，その接続部分から掘削を行うと，降雨時の増水があ

ると，調査区への雨水流入が始まる危険性があったため，境界部分の一部を未掘とせざるを得

なかった。更にこの部分は人家の塀に近接しているためもあって平面的な遺構検出はあきらめ

ざるを得ず，壁面観察・追物採集にとどまった。

3区では，電柱の支線が調査対象区域内に設骰されていたが，使用中であったため撤去がで

きず．わずかながらも未掘部分を残した。

以上のような紆余曲折を経ながら，降雨による数日間の調査期間の延長が認められたため，

結局6月2日に調査を終了，撤収するはこびとなった。

今回の調査で明らかにされた多くの事実の中で，とりわけ重要な発見のひとつに「上三宅J

の墨書須恵器がある。そして，この奈良時代に比定される総柱の掘立柱建物（倉庫）や溝の発
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第1節二調査経過

見は，低水路部分調査で明らかにされた奈良時代迫構群と深く関わる追構であることが判明し

ている。一方，中世追構群の中でも井戸・柱穴群・人骨をよく残した土城盗の発見もまた，出

土追物の多様性や，当時の生活空間の実態をよく示すものである。個々については報文の中で

詳述することとするが，調査時期及び編冊上すでに刊行されている百間川当麻遺跡右岸用水路

第一次調査報告とあわせて，より一屈それらの追構群や出土追物について具体的な事実が深め

られると思われるので併読していただくことを希望する。現地発掘調査の実施にあたっては，

地元米田地区住民の方々には，有形・無形のご理解とご協力を賜った。記して謝意を表す次第

である。

（井上弘•岡田博）

第2節日

＜低水路調査区＞

昭和53年

10月13日（金）

ボーリングによる確認地点の設定と掘り

下げ開始。

10月17日（火）

試掘より柱穴を検出。

10月21日（土）

試掘内の遺構検出作業。

10月28日（土）

遺構の存在を確認し，丘陵部の調査がほ

ぼ終了したため平行して全面調査に着手

する。調査区の表土除去。

11月14日（火）

B・C・D-4・5区で造構を検出する。

11月21日（火）

丘陵部の調査完了する。 C・D-2区迫

構の検出作業。

12月1日（金）

C•D-2 区迫構の全体写真撮影。

誌 抄

12月2213 (金）

土城の掘り下広実測，写真撮影等行う。

12月27日（水）

建物の実測。

昭和54年

1月5日（金）

石組追構の消掃と実測を行う。

1月17日（水）

建物の写真撮影•実測を行う。

1月23日（火）

発掘区の全景振影。

2月8日（木）

丘陵部・低位部を航空写真撮影。

2月26日（月）

下屈への掘り下げ。

3月2日（金）

包含屈の掘り下げを終え，迫構の検出作

業。

3月9日（金）

迫構の検出と掘り下げ。
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第2章図査の経緯

3月26日（月）

最終迫構面の検出と検出迫構の掘り下げ。

3月31日（土）

南側調査区の表土除去。

4月 5日（木）

表土の排土を終え迫構の検出作業に沼手

する。

4月9日（月）

E・Fー3・4区迫構の検出作業と掘り

下げ。

4月17日（火）

迫構の掘り下げ及び実測を行う。

5月9日（水）

第1追構面全体の実測・写真撮影。下貯

ヘ掘り下げ開始。

5月16日（水）

第2迫構面を検出し，迫構の検出作業。

5月21日（月）

遺構の掘り下げと，実測を続ける。

5月28日（月）

遺構の掘り下げ•実測・写真撮影等終了

した部分より掘り下げる。

6月1日（金）

第3遺構面を検出し，追構の検出作業を

/一し

打つ。

6月12日（火）

造構の検出と掘り下げ。

6月27日（水）

大雨が降り続き．以後数日作業休み。

7月4日（水）

排水作業。

7月 5B (木）
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遺構の検出作業。

7月12日（木）

検出迫構の実測・写真撮影。

7月25日（水）

第3迫構面の全体写真撮彩。

7月268 (木）

下屈への掘り下げ開始。

7月30日（月）

第4迫構面を検出し，迫構の検出作業。

8月10日（金）

迫構の検出作業を続ける。

8月21日（火）

迫構の検出と実剃を行う。

9月1日（土）

溝状遺構内出土迫物の実測を続ける。さ

らに第 5迫構面の存在を確認し掘り下げ

る。

9月10日（月）

第5迫構面を検出し，住居址の検出，土

器溜りの検出。

9月13日（木）

住居址の実測・写真撮影。土器溜りの実

測・写真撮影。建物群の検出。

9月17日（月）

第5迫構面の全体写真撮影。

9月19日（水）

建物の掘り下げ•実測。溝（弥生前期）

の掘り下げと実測。

9月22日（土）

西側丘陵J:.より全景写真。

9月27日（木）

補足調査と遺構の実測を続ける。



9月29日（土）

補足実測等終え，調査を終了する。

昭和55年

1月22日（火）

当麻造跡のI日堤防下の調近を再開する。

2月1日（金）

旧堤防の盛土等の除去。

2月 5日（火）

前回調査区の第4追構面まで掘り下げる。

2月12日（火）

遺構の検出作業を続ける。

2月16日（土）

溝の検出と掘り下げ。

2月20日（水）

井戸・溝•土城等を掘り下げ，実測・写

真撮影を行う。

2月28日（木）

検出追構の掘り下げ．実側・写真撮影。

3月 3日（月）

低水路，右岸用水路部分に確認調査のト

レンチを設定し掘り下げる。検出遺構の

実測を続ける。

3月 6日（木）

調査区全体の実測等を終了し，調査を終

える。

＜右岸用水路調査区＞

昭和56年 4月 6日（月）

調査担当者，現地にて発掘区確認．面秘

計測。

4月7日（火） -11日（土）

発掘区縄張り設定作業。重機によって表

土除去作業開始. 10日に終了。器材搬
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入，休憩テント，器材小屋等設営。

4月13日（月） -18日（土）

地元あいさつまわり。発掘区南側約 150

mにわたって金網を張りめぐらし，通学

児童や幼児の転落を防ぐ。調査対象地西

端の三角形となる部分を，重機で掘り下

げ，断面観察と遺物採集を行い，範囲を

平板測旦。 15日終了。レベル杭設置。重

機による排土面を清掃，遺構検出作業，

側溝掘下げ作業。

4月20日（月） -25日（土）

近世遺構面の遺構検出作業。検出遺構を

掘り下げ実施。発掘区側壁の土府断面観

察。 1-3区で中世遺構面まで掘下げ。

中世迫構面の遺構検出作業。 9区近世井

戸調査開始。

4月27日（月） ,_, 5月1日（金）

1-5 区中世の柱穴•土披を掘下げ。 6

区近世井戸を掘下げ。器材の残部を搬

入。 6-10区中世追構検出作業。 11-15

区中世の溝・土城・落ち込みの掘り下げ

開始。

5月2日（土）

係会議．西古松文化課分室にて。

5月6日（水） ,.._, g日（土）

発掘区全体にわたる基準線・ボイント設

定作業を行う。近世～近代遺構の掘り上

げ作業。中世の柱穴•土城を掘下げ。 3

区で中・近世の溝群検出。 9区土城蘇精

査開始，人骨遺存。

5月11日（月） -16日（土）

1-3区中世迫構検出作業及び柱穴群測
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量。井戸ー8検出，揺下げ作業。溝ー30

,.._,32を掘下げ。 6,.._,10区中世の柱穴•土

壊・溝の掘下げ作業。 11,_,,15区の中世迫

構群実測。

5月18日（月） ,.._,23日（土）

1区・ 2区柱穴群補測。土城ー28・29掘

り上げ，白磁•土師器など多数出土。溝

-24・25掘下げ若手。井戸ー7検出，掘

下げ作業。溝ー17,_,,19掘上げ。 6,_,,10区

中世迫構調査完了。 9,.._,11区奈良時代溝

・建物（倉庫）検出。墨杏土器（「上三

宅」と外底部に害かれる。）・銅製帯金具

（丸柄）出土。

5月25日（月） -30日（土）

溝ー24・25掘上がり測最及び写真扱影。

溝ー20掘上げ写真扱影後土器とりはずし。

土城ー26・溝ー16掘上がり写真撮影，土

器とりあげ。 1• 2区土屈断面図作成。

9~11区奈良時代迫構調査完了。 6,_,11 

区古墳時代以前の溝•土器溜り・土壊検

出，調査完了。

5月31日（日） ,_, 6月 3日（水）

土屈断面図，発掘区域図作成。土城ー26

精査，実測。 6月 2日発掘作業完了。 6

月 3日，器材等撤収，第二微高地に移動

する。

第3節調在の構成

発掘調査は建設省中国地方建設局と委託契約を締結した岡山県教育委員会があたり，調査に

あたる専門的指専及び助言を得るため， 岡山県迫跡保護調査団の推煎を受けた下記の方々に

「旭川放水路（百間川）改修工事に伴う埋蔵文化財保設対策委員会」（以下，対策委員会）の委

員を委嘱した。

旭川放水路（百間川）改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会委員

岡山大学 小野昭

岡山理科大学 鎌木義呂

岡山市立岡輝中学校 角田 茂

岡山市教育委員会 出宮徳尚

岡山大学 春成秀函

岡山女子看護専門学校 水内昌康

岡山大学 近藤義郎

岡山市立福南中学校 池葉須藤樹

昭和53年度 課長補佐 吉光一修

文化課長 飛田真澄 主幹 小川佳彦
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文化財主幹 難波 進 同 渡辺 光

主事 小倉 昇 同 岡田 博

文化財二係長 光吉勝彦 同 商畑知功

文化財保護主査 河本 消 同 二宮治夫

同 正岡睦夫 同 中野雅美

文化財保護主事 下澤公明 主事 藤井守雄

同 井上 弘 同 内藤善史

同 松本和男 同 平井泰男

同 岡田 博 同 島崎 東

同 ・高畑知功 同 光永真一

同 二宮治夫 昭和55年度

同 浅倉秀昭 文化課長 近藤信司

同 福田正継 課長補佐 吉光一修

同 江見正己 主幹 西田聰ー

主事 藤井守雄 文化財主幹 難波 進

同 中野雅美 主事 湯浅 保

同 内藤善史 文化財二係長 河本 消

調査補助旦 平井泰男 文化財保護主査 正岡睦夫

同 島崎 東 同 井上 弘

同 堀川 純 文化財保護主事 渡辺 光

昭和54年度 同 岡田 博

文化課長 近藤信司 同 高畑知功

課長補佐 吉光一修 同 二宮治夫

主幹 西田聰— 同 岡本寛久

文化財主幹 難波 進 同 中野雅美

主事 湯浅 保 同 内藤善史

文化財主幹 光吉勝彦 主事 金尾一志

文化財二係長 河本 清 同 平井泰男

文化財保護主査 正岡睦夫 同 島崎 東

文化財保護主事 下澤公明 同 光永真一

同 井上 弘 昭和5炉自変

同 松本和男 文化課長 早田憲治
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第2章調査の経緯

課長代理 吉光一修 同 浅倉秀昭

文化財主幹 高原健郎 同 岡本寛久

主事 湯浅 保 同 中野雅美

埋蔵文化財係長 河本 消 同 内藤普史

文化財保護主杏 正岡睦夫 主事 金尾一志

文化財保護主事 渡辺 光 同 平井泰男

同 山磨康平 同 島崎 東

同 岡田 博 同 光永真一

同 二宮治夫
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第3章低水路調査区

第1節調査区の概要

百問川当麻遺跡は，岡山市米田に所在する。遺跡は，操山山塊の東北端に位四するものであ

る。百間川は，岡山市原尾島付近で操山に沿い東流するが，この米田で，大きく南に流路を変

える。遺跡は，その右岸側に展開するものである。遺跡の発見は，昭和52年度に，右岸用水路

に関係する確認調査において発見した。その結果に基づき，昭和53年4月から右岸用水路部分

の調査を実施した。その結果は． 「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 46として刊行している。

その調査中に，丘陵部及び低水路部に遺跡を発見した。そのため，右岸用水路部分の調査が終

了すると，それに引き続き丘陵部の調査に着手した。さらに，丘陵部の調森が終了すると，低

水路部分の調査に粧手し，昭和54年9月末に一応の終了を見た。しかし，工事により，調査区

A 
2 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

f゚ 

3
 

4
 
5
 

6
 

25凪

第2図 区割り及びポーリング位置図(1/1000)

の南側の高水位敷が掘削され，追跡が削平

されることが判明したため，その部分の調

壺が必要となったが，今後に残すこととな

った。また，百問川当麻遺跡の範囲もさら

に東へ拡大することが判明した。その部分

も，今後の調査に残した。

今回報告する低水路部分の調査は，丘陵

部分の調査中に発見した。遺跡の存在を予

測した蘭査員は，低水路予定部分に， 2m 

四方のトレンチを 6ケ所設定し，調査し

た。その結果は，第4図に示すような陪序

を呈していた。土屈図にも見られるよう

に，近・現代の埋土が厚く堆積している。

その下庖には，層位は多いが， 3,,....,4面に

分離できる追構面が存在することが判明し

た。また，各時期の遺物が非常に多く出土

した。その結果に基づき．本格的な涸査を

- 21-



第3章 低水路調査区
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第 1節調査区の概要
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It 現
代
造
成
土

造成土

2. 蘊色粘質土 23. 暗黄色粘質土（炭•土器片含む）
6. 2と同じ 15. 黒茶褐色粘質土 24. 黄茶褐色（土器片•炭・砕礫含む）
7. 灰褐色粘質土 16. 暗茶褐色砂質土 26. 茶褐色粘炭土（土器片• 角礫）
8.9. 暗茶褐色粘質土 I?. 16と同色 27. 暗茶褐色粘質土（土器・炭）

12. 如灰褐色粘質土 18. (青｝灰黄褐色砂質土 28. 同 上 （炭•微砂含む）

第4図ポーリング土層断面図 (1/50)

3l 

鵬
29. 茶褐色砂質土
30. 灰茶褐色砂質土

31. 黄灰褐色砂質土

実施した。調査は，範囲内を 2期に分けて実施した。調査した追構面は，上屈から，近世・中

世・古代・古墳～弥生の 4面を調査した。

第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

溝ー1

丘陵の裾よりゆる＜弧を描いて東へ伸びる溝で，延長距離約50mを調査した。溝は．淡灰黄

褐色を呈する砂屈の上面において検出した。検出した溝の上端の最大幅は80cm,最小幅は30cm

を測る。底部の幅は， 60cm-20cmを測る。溝の側壁は， ほぼ垂直に掘られており，その断面

は， 逆台形を呈している。 この溝は． 溝ー5を検出した付近において一度途切れ． 約 6m東

において， また深く掘り込まれており， 陸橋部を推測させる。溝の最上洒からは， 前期弥生

式土器（百・前・ II)が出土したことからして，弥生時代前期に位置付けられるものと考え

る。

溝ー2

溝ー1と分岐して北に伸びるもので，延長距離30mまで確認した。この溝は，その形状にお

いては，溝ー1とほぼ同様である。溝の上端の幅は， 110cm-60cm,底部の幅は， 60cm,..._,30cm

を測る。断面逆台形を呈するこの溝の最上屑からは，前期弥生式土器（百•前. II. 第8・9

図）が出土しており，溝ー1と同時に存在したものと考えられる。

-23-



第3章 低水路調査区
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第6図

第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

溝ー3

溝ー2の束約7mの位囮に検出した溝で，溝ー1とほ

ぼ面交する。しかし，溝ー1の南側においては，その延

長と考えられるものは検出されなかった。この溝は，ほ

ぼ真北に伸び，約24m北の位硲で大きく東へ曲る。検出

した溝の深さは浅く，断面はゆる＜弧を描くものであ

る。検出した溝の深さは,15_, 12cm, 幅は, l00--60cm 

を測る。

• 溝ー4

溝ー2の西約2mの位近に検出した溝で，溝ー2とほ

ば平行する。検出した溝の幅は， 約60cmと細めである

が，深さは,33r,..J20cmを測り，断面形は，逆台形を示し

ており．良好な残存状態を呈している。

溝ー5

北東から南西方向に流れる溝群である。この遺構は，

溝ー5と一括して調査したが. 5本の溝が，下流部にお

いて合流し. 1本になったものと考えられる。北端部に

おいては. 4本の溝を検出したが．途中において，同一

場所に溝が集中するが，新旧の分離はできる（第10凶）。

しかし，南端部においては．土）叫断面等の観察によっ

ても分離することはできない（第11図）。北端部において

は， 3本の溝の一癖と， 2本の溝の一群の二群に分かれ

さらに北へ伸びるにしたがい 3本の溝に分離される状

況を呈してくる。 この溝は， 東側が古く， 西側の一群

が，新しくなる依向を示している。

溝ー6

溝ー 5の東側に接して検出した溝で，ゆるやかに弧を

描き，溝ー5と離れてゆく。溝ー7と重複する部分にお

いては， ほぽ東に向く。検出した溝の飯大幅は．約400

cmを測る。検出した最小幅は. 260cmを測る。検出した

溝の深さは， 50-70cmを測る。溝は,22mを調杏した。

土壊ー1(第14図） （井上）

-25 -



第3章低水路謁査区
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物
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第9図溝ー2 出土遺物

L : 150 —. 

--1 • 茶灰色粗砂
2. 淡炭灰色泥砂 6. 灰白色泥砂
3-暗茶灰色泥砂 7, 暗茶灰色粗砂
4-暗渕灰色酪 a. 暗灰色泥砂
5. 確茶灰色泥砂

9. 淡暗灰色粘質土
10. 暗茶灰色粗砂
11. 暗茶灰色粗砂
（函い粘質）

12. 灰白色泥砂
13. 灰黄褐色泥砂
14. 淡暗灰色泥砂

第10図溝一10 土層断面図 (1/80)

L : 150 

2m 4. 諏褐色微砂質土
5. 灰褐色微砂質土
6. 暗灰色微砂層

第11図溝一10 土層断面図 (1/80)
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第3在低水路調査区
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一

190cm 

0 Im 

一第12図土撰ー 3 平• 断面図 (1/50)

300cm 

第13図土壊ー4 平・断面図 (1/40)
250cm 

第14図土壊ー1 平・断面図 (1/50)
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第2節弥生・古坑時代の遺構・遺物

丘陵裾部に近い所に位置

し，北西ー南東方向で若干歪

な長桁円形を呈し， 長辺 1.9

m, 短辺92cm,最深部で97cm

を測る事が出来た土城であ

D る。出土追物から，弥生時代
、宣霙璽 ヽヽ のものである。
第15図土城ー43

平• 断(1面/40図) 土壊ー3 (第12図）

ヽ 追構は基盤屈を掘り込んだ
第16図土塀ー2平・断(1面/4図0) 

歪な不整楕円形を示す土城で

ある。土城の最大幅は 1.95

m, 最も深い所で40cmを測

る。北西側の基底部より約10

cm位い浮いて 1個体分の土

213cm 器，最上陪においては刃部の
""―'""'虐' 

欠けた石斧，南西側には石蓋

を思わせる様に石を禎み上げ

第17図土城ー5平・断面図
ている。内部より石斧片（刃

第18図土壊ー8

(1/50) 
部）が検出された。反対側に

おいても同様の石蓋らしき石

積みが行なわれていたものと思われる。石は後世に抜き取られた可能性がある。追物からみ

て，弥生時代の迫構であろう。

土壊ー4 (第13図）

調査区北半分で溝ー3の西，丘陵裾に近い所に位四し，ほほ東西向きの長楕円形である。規

校は長辺2m. 短辺1.14m,最も深い所で27cmを測り，底部は丸味をおびた土披である。

土壊ー5(第17凶）

土披— 4 の東に接している不整楕円形で，底部は南から北へ向ってゆるやかに掘り上げられ

ている土城である。内部には 1個体分の土器が出土している。規校は長辺1.85m,短辺1.17

m, 最深部で31cmを測ることが出来た土披である。時期は弥生時代である。

土壊ー6 (第 5図）

調査区北半分で，ほぽ中央グリッド杭D3に接した所に位設する径約90cmを測る円形の土披

である。形態は厚さ 2,..._, 3cmの黄白色粘土で壁を作り上げている。出土迫物は確認されなかっ
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第3章低水路醐査区

22 

o 10cm 
19・20・・・・・・ 基盤層直上(D-2区）
21・・・・・・・・・・・・ 土ー7
22・・・ ………包含層(D-3区）
23・24・・ …•第4遺構上面 (F-4区）
25 .... ……•第5 q (2次）

第19図土城・基盤層直上層•第 4-. 5遺構面出土遺物
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第2節弥生・古墳時代の遺構・迫物

『-)~芍
28 

□亨

26 …••••••土ー 16 西側壁
27…...... // 東側内壁
28-30…土ー 9(B-2区）
31・32 ... 土ー 2(B-2区）
33-35 ... 土ー 5(C-2区）

tOan 

第20図土壊出土遺物
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第3章低水路調査区

十

＋
 

150cm 

゜
lm 

＋ 

たが，迫構検出面は第 5面

（古代）を若干下げた所で

あり，時期的にみれば弥生

時代の迫構と考えるのが妥

当のようである。

土濃ー8(第18図）

1号住居址の北東に位四

し，北東側が2段，南西が

ほぼ垂直に掘られ， l.32X

l.lm, 最も深い所で43cm

を測る不整楕円形を示して

いる土城である。時期の決

め手となる追物は出土して

第21図壺棺墓平・断面図 (1/40)
しヽなし'o

壺棺墓（第21・22図）

述盤}tiに径1.4m,深さ70cmの不整円形の掘り方

の土城である。土城内には口縁を北で横向きにな

った壺が検出された。充満している土の中からは

何も発見されなかった。しかし，木板で蓋をした

小児用の壺棺の可能性が強い迫構である。（二宮）

土墟ー43(第15図）

この土城は調査区の北西部において地山陪で検

出された迫構である。平面は長径が 115cm,短径

70cmの楕円形を呈し，深さは検出面から 8cmであ

った。追物の出土状況からみて恐らく 50---60cmの

深さはあったと考えられる。土陪は暗褐色の砂陪

が一屈のみである。

出土迫物としては，弥生時代中期の甕が 1個体分出土しており，弥生時代中期のものと思わ

れる。 （松本）

第22図出土遺物

土壊（灰穴ー1)(第23・24図）

調査区南東端に位阻し，平面形は1.4X1.6mの不整円形を示し．最も深い所で60cmを測るも

のである。底部形態は断面図に示した如<'段状になっている。埋没土屈内には．炭．灰，焼
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第2節弥生・古坑時代の遺構・遺物

0 50cm 
~ (1/40)t50cm 

第23・24図土壊（灰穴ー1)平・断面図及び出土遺物
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第3章低水路誨査区
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第25図 2 号住居址平•断面図 (1/80)
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第2節 弥生・古墳時代の遺構・遺物

G' 
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゜

c
 

13. 暗灰色砂
14. 暗灰色粘土
．沼を含む）
15. 暗灰色砂
16. 灰褐色砂質土
17. 黄灰褐色砂質土
18. 16と同じ
19. 黄褐色砂質土
20. 灰黄褐色砂質土

゜ A
 1

0
0
c
m
 

B
 

第26図

21. 灰褐色砂質土
22. 灰色粘土
（黄褐色砂質土を含む）
23・24. 黄褐色砂質土
25・26. 黄（褐）色粘土
切．灰色粘土
28. 暗灰色粘土

溝ー7土器溜り平・断面図 (1/100)

土が認められた。沿構の性格については日常生活時の不用物の放棄場所（ゴミ捨て場）と考え

られる追構である。出土迫物は第24図があり，古培時代と言えよう。

2号住居址（第25図 ・39図 ・40図）

ほぼ円形を呈する住居址で， 6本の柱をもつものと考えられる。 検出した住居址の最大径

は， 7 .2cmを測る。壁は残存せず，検出面において壁体溝を検出した。この壁体溝は．住居址

内をほぼめぐる。この溝と柱穴の間は，一段高く，ベット状を呈している。住居址の床面にお

いて，方形の土城及びビットを検出したが，住居址に伴うものであるか否かについては不明で
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第3章低水路調査区
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物
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第28図溝ー7 出土遺物
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第29図溝ー7 出土遺物
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

第30図溝ー7 出土遺物
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第31図溝ー7 出土遺物
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物
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第34図溝出土遺物
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S9 

． s 1 ・s 2・・・・・・集石遺構(3)(8-2区）s 3 ............ 土ー43
S4・・・・ ・・・・・・・• 土ー48
S 5 ............ 土ー55(E-4区）

S 6•S 9 ...... 土ー3(B-2区）
s 7 ............ 中世水田磨内(D-5区）
s 8 ............ 土ー49-51(F-2区）
S10…......... 溝ー3(0-5区）

第35図 溝•土披•水田層・集石遺構出土遺物

ある。住居址のP-3, 11内から，弥生時代後期の土器が出土しており（第29図53--56),同

時期の住居址と推定される。 （二宮）

古墳時代の遺構

溝ー7(第26図）

溝ー6とほとんど重複して検出した。溝は．北西からゆるやかに曲り東へ向く。検出した溝
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＇ 鳳

第36図 1 号住居址（旧）平•断面図 (1/80)
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第37図 1 号住居址（新）平•断面図 (1/80)
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150cm 

第38図 3 号住居址平•断面図 (1/80)
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47............ ~ 中央ビット 56………… ~ P-11内
48'………… ~ P-1 57• 58・・・・・・3号住居址埋土中
49-52・・・・・・2号住居址埋土中

第39図住居址出土遺物
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S 11 .. ,2号住居址 S23 ... 包含眉(B-2区）
S 12--・P-601 S 24-S 27 ... 包含眉（区不朋）
S 13・.. P-678 S28-S2g ... 第5遺構面

(fJ) S 14--・ 清一1(次） 砂眉
, S15…濤— 5(E —返） S 30 .. , 包含眉（区不明）
@ S16・--清鴎構(F返） G 1・.. 第5遺構
G 1 s 17 ... 土ー2(8臨） 醐眉
S 18-S 22 .. , 土ー45(8返）

0 10cm 

一第40図 住居址・溝•土壊・包含層出土遺物
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口
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企
髯•
5
2
0

の幅は, 120 -40 

cmを測る。残存す

る深さは,60---70 

cmを測る。この溝

の中央部分には，

辿続して多位の

土器が出土した。

（第27,.._, 33図）出

土した土器からし

て，古墳時代前期

と考えられる。

溝ー8・9

溝ー 5の西岸に

ほぼ平行して検出

した。溝ー8は，

直線的に流れる

が，溝ー9は，緩

やかに曲線を描

く。この両溝は，

調査部分の約半分

は重複している。溝は， 8が古<' 9が新しい。検出した溝の幅は， 30---50cm,深さ 6"'12cm 

を測り，断面を見ると，丸くくぽむものである。また，この溝ー9は，溝ー7と続く可能性が

ある。溝は．全長約llmを醐査した。

溝ー10

溝ー5の上刑において検出した。溝の幅，形状は，溝ー8・9とほぼ同様で，溝ー8とほぼ

平行する。検出した溝の幅は， 60,,...,40cmで，深さは， 8cmを測り，断面は，丸くくぽむもので

ある。溝は，全長約12mを調査した。溝ー10からは，製塩土器が 1点（第34図157)出土した。

（井上）

1号住居址（第36図・ 37図・39図）

詞査区のほぼ中央部に位骰し，若干隅に丸味を持つ四本柱で方形の竪穴住居址で．変則的な

方向を示している。竪穴は重複し，上屈の住居址においては中央やや南西側に楕円形で比較的

浅い土城を有するのみである。また北隅で一部分の壁体溝が検出された。しかしこの溝は上下
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1. 淡灰黄色砂
2. 淡灰黄褐色砂
艶 ・1印りtttl 5. 廠褐色蹟土
3. 淡貧褐色砂 6. 青灰色粘土
4. 淡茶襴色砂 ?. 淡灰色砂

第41図井戸ー 1 平•断面図 (1/40)
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第42図井戸ー1 出土遺物
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物
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1. 諏色癖 3. 茶灰色泥砂
恢色躙プロック 4.暗貧灰色泥砂
僅かに含む） 5. 黄灰色汲紗
2. 輯灰色認 6. 饉反色砂賃土

第45図井戸ー4平・
断面図 (1/40)

の住居址にも属するものではない。さらに貼り床除去後，下庖の住居址が，中央ヒ゜ット，壁体

溝（一部歪で他は方形）を伴って検出された。中央ヒ゜ットの周りには浅い溝が部分的に残存し

ていた。柱穴は建て替えられても同一の柱穴を使用している。遺物としでは（第39図45,-..,;48)

壺・甕等があり，また柱穴内より軽石等が出土している。時期的には古墳時代といえる。

3号住居址（第38図 ・39図）

2号住居址の東側に位置し，隅が丸味を持って，一辺約 6mの隅丸方形の竪穴住居址と推定

しうる住居址である。住居に伴うと思われる柱穴は南西隅に確認されたが，北西隅は後世の不

整形土城のため検出することが出来なかった。なお，東側の部分については削平が行われて消

滅している。時代的には古墳時代のものである。

井戸ー1(第41・42図）

検出面においては， 径153cmを測る円形を呈する井戸である。井戸の壁は，底から中位まで

はやや急に立ち上るも，検出面に近づくにしたがい大きく外方に開き，壁面の領斜は，緩くな

（二宮）

る。井戸は，ほとんど砂により埋っており，最下附の上面において，甕．鉢が出土した。検出

した井戸の深さは，約90cmを剥り，底面の海抜高は， 42cmである。井戸の時期は，出土した土

器から古墳時代前期と考えられる。
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゜
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181 
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第46図井戸ー2・3 出 土 遺 物

井戸ー2 (第43図）

検出面における平面形態は，ほぽ円形を呈するもので， 径106cmを測る。底面の平面形もほ

ぼ円形を呈し，径58X48cmを測る。底面の海抜高は， 20cmである。断面形を見ると，底面から

約50cmは，ほぼ垂直に立ち上り．

に細い形態を呈している。

井戸ー3 (第44図）

それより上は，大きく外反しながら立ち上るもので，全体的

検出面において，平面形がほぼ円形を呈するもので，径140cmを測る。検出した深さは， 126
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t。⑤

第47図 G-3区土器溜りー1平面図 (1/30)

第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

cmを測り，底面の海抜莉は，ほぼOmであ

る。底面も，ほぽ円形を呈し，径88cmを測

る。断面形を見ると，底面より約40cmは，

ほぼ垂直に立ち上り，それより上方は，外

反しながら立ち上るも，全体的に太めな形

状を呈している。

検出面直下において，まとまった状態で

土器が出土した。完形品は存在しなかった

が，残存状態の良好なものもある。土器

は，有機物を多星に含む陪の直上，及び直

下から多く出土した。最下陪には，木片・

木葉の堆租が見られた。

井戸ー4(第45図）

検出面における平面形は円形を呈し，径

94 X88cmを測る。底面の平面形も円形を呈し，径32cmを測る。検出した深さは 107cmで．底面

の海抜高は， 19cmである。井戸は，底面より50cmまでは，ほぽ垂直に立ち上り，そこより上部

は大きく外反するものである。井戸の最下陪の砂府から，完形の土器一点を含む2個体分の土

器片が出土した。

土器溜りー1(第47図）

溝ー 5·6 の上屈で検出したもので，壺・甕•高杯．と各器種のものが混在している。土器

が集中するのは， 2.2mX2mの範囲で．溝ー5・6が埋没した後の浅いくぽみに．一括して遺

棄されたものと考えられる。器種の中には．山陰地方で見られる器形のものもある。 （井上）

第3節奈良時代の遺構

建物一1(第52図）

桁行3間，梁間3間の総柱の建物である。建物の規模は，桁行552cm,梁間408cmを測る。柱

穴の掘り方の平面形は，方形を主体とし，ほとんどの柱穴に柱痕跡を検出した。南側柱穴列の

東側 2本の柱穴は，近世の土城により削平されており，残存状態は良くなかった。特に 2本目

の柱穴は，建物の重量により沈下したと考えられる柱痕跡を検出した。建物の長軸の方向は，

N-16°-Eを示す。

建物ー2 (第53図）
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0 10cm 

第48図 G-3区土器溜りー1出土遺物
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第3節奈良時代の遺構

195 
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201 

第49図 G-3区土器溜りー1出土遺物

建物一1の東僻約500cmの位置に検出したもので桁行3間，梁間1間の建物である。桁行は．

546cm, 梁間316cmを測る。掘り方の平面形は．方形を主体とする。西側柱穴列の北側 2本の柱

穴に柱痕跡を検出した。また，北側柱穴列の東側柱穴の底面には石が敷かれていた。建物の長
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21炉 213-..... 井一6(7層｝＂鰤疇瓢り

0. 15 
C.1-3・・・ 井戸状ピット
C.4・・・・・・・・・ 土器潟り(G-4区）
C.5・・・・・・・・・ 包含層(F-3区）
C.6・・・・・・・・・ 包含層(H-4区）

214 ...... 井戸状ビット
215 ...... p -5-5 
216・ ….. P-5-24 
217: ..... p -5-24 

C. 7・・・ 包含層(E-5区） C. 11 會••土ー 6の下部土壌
C. 8・・・ 堤防醤土 C. 12・.. 土ー10
C. g ... 第3遺構面下層 C. 13・.. 包含眉(E-5区）
C.JO・・・ 包含層(G-5区） a.14 ... 包含眉(G-5区）

C. 15・ …包含層(E-5・6区）

第50図 灰穴•井戸• 井戸状ピット・土濃・柱穴・包含層出土遺物
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第51図 地形図及び奈良時代建物配置図 (1/1,000)
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第3章低水路調査区

属 ＠ 

第52図建物一1 平• 断面図 (1/80)

軸の方向は.N-15° ーEを示す。

建物一3(第54図）

建物ー2の北側約 180cmの位骰に検

出した。桁行3間，梁間2問の総柱の

建物である。建物の規模は， 桁行504

cm, 梁間368cmを測る。柱穴の掘り方

の平面形は．方形を主体とし．ほとん

どの柱穴より柱痕跡を検出した。建物

の長軸の方向は， E-15°-Sを示す。

建物一4(第55図）

建物一3の東側約340cmの位附に検

出した。桁行3間．梁問 2間の総柱の

建物である。建物の規校は，桁行460

cm, 梁間364cmを測る。柱穴の掘り方

の平面形は．方形を主体とし．約半数

の柱穴に柱痕跡を検出した。建物の長

軸の方向は， E-15°ーSを示す。

建物一5(第56圏）

建物一4の南東側に接して検出し

た。桁行，梁間ともに 2間の総柱の建

物である。建物の規模は，桁行600cm,梁間464cmを測る。柱穴の掘り方の平面形は，方形を主

体とし，ほとんどの柱穴より柱痕跡を検出した。建物の長軸の方向は， E-2°ーSを示す。

建物一6(第57図）

建物一4の北東側に一部重複して検出した。桁行，梁間ともに 2間の総柱の建物である。建

物の規模は，桁行588cm,梁496cmを測る。柱穴の掘り方の平面形は，方形を主体とする。この

建物の南側柱穴列西から 2本と，建物一4の北側柱穴列東から 2本は，図面では，重複する状

態を示しているが， 同所の基盤屈が砂府であり， 降雨等で掘り方の肩部が崩れたこともあっ

て，柱穴の平面形が大きくなったために生じたものである。そのため，建物の新旧の関係につ

いてはその点からは不明である。建物の長軸の方向は， N-34°-Eを示す。

建物一7

建物一6の北東約180cmの位置に検出した。桁行3問， 梁間2間の側柱の建物である。建物

の規校は，桁行520cm,梁間360cmを測る。柱穴の掘り方の平面形は，ほぼ方形を呈するもので
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第53図建物一2 平・断面図 (1/80)
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第54図建物ー3 平・断面図 (1/80)
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第3節奈良時代の遺構

ある。建物の長軸の

方向は， N-19°― 
Eを示す。

建物一8(第58図）

建物ー2の南東約

100cmの位憶に検出

し，梁間2間，桁行

は2間まで検出し

た。建物は，さらに

南に伸びるものと推

定されるが，今回の

調査範囲外であるた

め，建物の全体は確

認できなかった。建

物の規校は，梁間340

cmで桁行の柱間は，

150cmを測る。掘り方の平

面形は，方形を呈してい

る。建物の長軸の方向は．

N-16°-Eを示してい

る。

建物一9

建物2の南西側にほぽ

接して検出した。調査区

の南側に接して検出した

ため，桁行，梁間ともに

2間までを調査した。桁

行，梁間の柱間の距離は，

前者が170cm,後者が170

cmを剃る。掘り方の平面

形は，方形を呈している。

建物の長軸の方向は， N
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第3節奈良時代の遺構
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第57図建物一 6 平•断面図 (1/80)

-14°-Eを示す。

建物一10(第59図）

建物一7の北北東約2mの位置に検出した。建物は，ー中世の溝状遺構に切断されているた

め，全ての柱穴を確認することはできなかったが， 4本の柱穴を検出し．さらに北側には柱穴

が検出されなかったことから，桁行2問，梁間2間の総柱の建物と推定される。建物の規校

は，桁行406cm, 梁間340cmを測る。掘り方の平面形は，方形を主体とする。建物の長軸方向

は， N-19°-Eを示す。

建物一11

建物一10と重複した状態で検出した。この建物も，中世の溝状遺構によって切断されている

ため全ての柱穴を確認することはできなかった。また，溝状遺構を越えて北側には．この建物

に対応する柱穴は検出されなかったことからすれば，桁行．梁間ともに2問の建物と推定され

る。建物の規校は，梁間360cm,桁行の柱間の距離は240cmを測る。柱穴の掘り方の平面形は．

円形を呈する。建物の長軸の方向は.N-3°-Eを示す。

建物一12(第60図）
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＼
 

第58図建物一8 平• 断面固 (1/80)

第59図建物一10 平• 断面図 (1/80)

建物一 5の束約4mの

位四に検出した。桁行3

間，梁間1間の側柱の建

物である。建物の規模

は，桁行448cm;梁間304

cmを測る。掘り方の平面

形は，方形を呈する。建

物の長軸の方向は'E-

ooー Sを示す。

建物一13

建物一12の南側にほぽ

接して検出した。桁行2

間，梁間2間の側柱の建

物である。建物の南東隅

の柱穴は検出されなかっ

た。建物の規模は，桁行

540cm, 梁間320cmを測

り，桁行の柱間が梁間の

それに比べて非常に大き

いことに注目される。掘

り方の平面形は．円形を

呈する。建物の長軸の方

向は， E-25°-Nを示

す。 （井上）

第4節中世の追構・遺物

井戸ー5(第64図）

この井戸は調査区の北西端部において検出された迫構である。追構は室町時代の包含形を切

ってつくられたもので， 長径170cm, 短径130cmの楕円形を呈する。追構検出面からの深さは

130cmであった。底部付近には直径5--35cm程の角礫による構築が一部認められたが，上部に
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第4節中世の遺棉・遺物

はそのような痕跡は認められなかった。土府は 5陪に区分される。最下刑には角礫まじりの灰

色微砂屈，それより上陪は粘例土が充坦していた。最上附には角礫．山土があり，窟図的に埋

め，廃棄したものと思われる。

出土追物は最上附で 1点出土しているが，下屈ではない。検出遺構面からみて，鎌倉～室町

時代のものと考えられる。（松本）

井戸ー6(第65図）

石組み迫構東側に隣接して検出

され，平面形は不整円形を示して

いる。規校は180X 175cm, 深さ160

cmを測る。断面形態は．中ほどがL
-

冒瓢
第60図建物一12

くびれて若干狭くなり底部におい

てはやや広がっていく中細りを呈

している。埋土内には．石組み遣

構に使用されていたと思われる石

が数個落ち込んでいた。さらに 1

陪.7屈内より土器・木器が出土

している。これらの追物から室町
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高梁市中井出土，

第62図「官」印須恵器 (1/3)

時代の迫構と推定する。 （二宮）

建物一14(第66図）

桁行2問．梁間2間の総柱の建物である。建物の規模は，桁行490cm,梁間420cmを測る。掘

り方の平面形は， 円形を呈しており， 全ての柱穴から柱痕跡を検出した。建物の長軸の方向

は， E-45°ー Eを示す。

建物一15(第67図）

建物一14の東約2.6mの位囮に検出した。建物は，桁行2間，梁間2間の総柱の建物である。

建物の規模は，桁行460cm,梁間350cmを測る。掘り方の平面形は，円形を呈し，全ての柱穴か

ら柱痕跡を検出した。建物の長軸の方向は， N-15°-Eを示す。

建物一16(第68図）

建物一14と一部重複して南側に検出した。建物は，桁行2間，梁間2間の総柱の建物であ

る。建物の規模は，桁行420cm,梁間370cmを測る。掘り方の平面形は，円形を呈し．全ての柱

穴より柱痕跡を検出した。建物の長軸の方向は， E-11°ー Sを示す。

建物一17(第69図）

建物一16の南東約2mの位四に検出した。建物は． 桁行2間， 梁間1間の側柱の建物であ

る。建物の規模は，桁行480cm,梁間420cmを測る。建物の長軸の方向は， E-10°-Sを示す。

建物一18(第70図）

建物一17の東約14.4mの位骰に検出した。桁行，梁間ともに 1間の建物である。建物の規校

は，桁行370cm,梁間190cmを測る。掘り方の平面形は．円形を呈している。建物の長軸の方向

は， N-13°-Eを示している。

建物一19(第71図）

建物一17の南約5.6mの位置に検出した。建物は， 桁行3間，梁間1間である。建物の規校
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O 10m 

一
第63図中世遺構配置図 (1/500)
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第64図井戸ー5 平•断面図
(1/40) 
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1 ・ 灰色 ）砂質
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第65図井戸ー6 平•断面図 (1/40)

は，桁行630cm,梁問255cmを測る。掘り方の平面形は，円形を呈している。建物の長軸の方向

は, N-10°-Eを示している。

建物ー20(第72図）

建物一19の東約 5mの位置に検出した。建物は．桁行4間．梁間2間の側柱の建物である。

建物の規校は．桁行800cm,梁問420cmを剥る。掘り方の平面形は．円形を呈している。建物の

長軸の方向は， E-10°ーSを示している。 （井上）

石組み遺構ー1(第74図）

調査区北端部に位戦し，大小様々な角篠を縦に埋め込み，長方形或いは， i脊円形の形に並べ

ている。このような配列形態から推定し庭園の4一部と思われる追構である。庭園迫構の一部で

あるならば，池と考えたいが，後世の削平を受け，芍入水路，排水路は検出されていない。ま

た池とするならば，底部に粘土を貼った様な形跡も確認されていない。しかし，水を溜める事

は十分出来たと考えられる。さらには西側に山を控え，山裾を利用した立体的な石組みの庭固
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第4節 中批の遺構・遺物

鴫仰一疇~225cm

第67図建物一15平• 断面図 (1/100)

＼
 

2ヽ0cm

鶉議纏癬織呵→塩
第68図建物一16平•断面図 (1/100)

第66図建物一14平・断面図 (1/100)

といえよう。しかしこの遺構に伴う遺構・追

物は確認されていない。 （二宮）

土壊墓ー1 (第75,-.,_,75図）

この追構は調査区の南東，丘陵端部におい

て検出された長方形土城磁である。掘り方は

頭部付近が土壊によって削平されているため

正確ではないが， 長径約140cmJ 幅約60cmを

測る。深さは約20cmを測り，二段掘りであ

る。木棺は土城酪内の鉄釘出土状態からみて

106 X45cmと考えられる。人骨は頭部，胸部．

脚部が残存しているが，検出状況からみると屈葬の可能性がある。追物は，頭に隣接して白磁

椀と土師質の高台付椀が重ねて置かれ，胸部付近には土師器小皿が1個副葬されていた。これ

らの遺物からみて，この土城蔽は鎌倉時代のものと考えられる。 （松本）

土懐—41 (第78図）

2基の土城が重なっているもので，下部土壊は素掘り， 上部土城は段状に掘り下げ．石敷

き，石積みが行なわれ，小型の竪穴式石室の形態がうかがえる石組み土壊である。なお敷石中

心部には板材をはめ込んである。上部の規模は，長辺1.98m,短辺1.72m, 敷石の下部までの

深さは43cm,下部土披は揺り鉢状の掘り方を呈しているが，深さは推定76cm位いと推測する。
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一第71図建物一19平• 断面図 (1/100)

第70図建物一18平•断面図

(1/100) 

各土城内からは，上部石秘み内より瓦，内

部より櫛，朱漆，下部の底部より碗の底部

片が出土している。これらの遺物からこの

2基の土横は中世の土披砥である可能性が

出る遺構である。

土塙ー40(第77図）

若干隅に丸味を持った長方形を呈し，土

堀底部中央が一段深く楕円形に掘り込まれ

ているもので，長辺1.44m,短辺1.16m,

最も深い所で36cmを測る。土披西側半分に

は石秘みが残っている。この事から土披は

簡素な竪穴式石室の形を呈した土痰廷であ

った可能性が強い。しかし，時期の決め手

となる遺物等は確認されなかった。いずれ

にせよ中世のものであろう。（二宮）

シスト状遺構（第79図）

これは土披45を切ってつくられた迫構で

ある。平面は一部不明であるが，長径約90

cm, 短径約70cmの楕円形を呈するものと思
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第72図建物一20 平•断面図 (1/100)

われる。深さは上部が削平されているため正確ではないが，検出面から30cmである。この素掘

りの土撰内に二段に角礫を構築した長方形 (35X 15 X 23cm)石組がみられた。なお，上部及び

底部には石が確められなかった。出土遺物がないため時期は不明である。（松本）

中世水田遺構（第63図）

調査区のほぼ中央で南北向きに東が一段低くなる。この低い部分が水田面である。その差約

20cm位いあり，水田屈特有の暗灰色粘質土の面が確認された。しかし調査範囲内において畦畔

並びにそれらしき遺構又は，用排水施設は何ら確認することは出来なかった。中世の水田区画

は古代のものよりはるかに広い区画といえるのではなかろうか。 （二宮）

第5節近世・近代の遺構・遺物

溝ー11 (第63図）

調査区の北東部に位置し，南東から北西にゆるやかに傾斜する溝である。北西部は浅く歪な

くぼみとなって終ってしまい，南東側は徐々に浅くなり端部までは検出することが出来ず，幅

80,,...,140cm, 長さ13.6mを測りえたにすぎなかった。

溝一12 (第63図）

調査区の東端中央部に位置する南北向きの溝で．若干逆「く」字状に曲がり，両端をほぼ丸

＜止じた形で終る溝であり，幅20-40cm,全長約llmを測る。
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第73図井戸•土城出土遺物

溝ー13・ 及びその施設

（第80・81・82図）

西低lの丘陵裾部に接して，南西一

北東方向に伸び，徐々に丘陵と離れ

ていく溝である。検出した溝の内部

には大小さまざまな角礫で埋没して

いる。埋没内には須恵器・土師器・

備前焼・瓦・骨等が混入していた。

検出した溝の最大幅は 2m,最小幅

80cm, 深さは10-36cmを測り，調査

した総延長は47mである。溝の下流

（中・北東部）には第81・82図に示

した追構の検出も見られた。

第78図は溝の西側で，部分的に逆

台形に掘り込みが行われ．石が埋め

込まれた状態で検出した。第79図は

溝の中程で，土堀ー16の西側に位骰

する追構である。石は双方とも内側

に倒れているが，一時的に水を塞き

止めるための施設と思われる追構で

ある。

溝ー14 （第80図）

溝ー13の中央やや南よりで直交し

ている溝，幅40cmで非常に浅いものである。 3次調査（南半分）においては．続きとおぽしき

溝はわずかな部分が検出されなかった。

溝一15 (第80図）

ほぽ東西に走る溝で，東側は削平により消滅しているが，幅約30c訊，全長llmを調査する事

が出来た。溝の西端は丸く終り，東側の一部分では角礫のつめ込みが確認された。検出された

状況から推定すれば，排水施設の暗渠の可能性がある遺構である。

土凛

今回の調査 (2次.3次）で近世～近代の土披は数十基が確認されているが，今報告におい

ては，無作意に数基を記述することにしてみる。
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第5節近世・近代の遺構・遺物

O 10m 
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第80図 近世・近代遺構配置図 (1/500)
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270cm 

土壊ー10(第83図）

建物ー16の西に接す

る位薗にあり，土城南

隅には大小数個の石，

並びに土師器の小皿が

埋没している。規模は

1.5Xl.7mの歪な不整

隅丸方形を示し，深さ

は45cm程度を測るもの

である。迅物・検出状

況から中世の土城硲で

あろう。第88図土壊ー16平•断面図 (1/100)

土壊ー12(第85図）

溝ー13中央部分の西に接した所にあり， 長軸がほぼ南北に向いた隅丸長方形であり，長辺

2.1m, 短辺1.3mを測るものである。この追構は，土城硲と考える方が妥当なものである。

土壊ー13・14(第86図）

土横ー16の北に接した所に位低し， 3基が切り合い槻係にある。 2基は共にほぽ円形で， 13

は索掘り， 14は索掘りで内側に径103c訊の桶の埋め込みがなされている。いずれにせよこのよ

うな土城は肥溜め等の施設と考えるのが妥当ではなかろうか。このように桶跡のある土燐は，

土城ー17・23で.13に類似するものには，土城一18-22,さらに土城一11・15・24・のように
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第91図

2
7
 0
 cm 

t 

土濃ー22-1(下）・22-2(上）平・断面図
(1/50) 

第89図 土壊一17平• 断面図
(1/50) 

270i;m 

~ 
第92図 土槙ー23平・

断面図(1/50)

-CS)-
230~m 

？ヽ0(111

0 1m 一
第90図 土披ー18(左上）・ 19(左下）・ 20(右下）．

21(右上）平•断面図 (1/60)

l::J 第93図土壊ー24
平・断面図
(1/50) 

簡素な索掘り土披も見受ける事ができた。平面形態から見ても，円形もしくは楕円形を呈して

いる土城である。

土壊ー16(第88図）
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250cm 

灰褐色砂質土

第94図 土壊ー38平• 断面図 (1/40)

＼口 □+-
250t"' 

第96図 土壊ー42平• 断面図 (1/50)

第5節 近世・近代の遺構・遺物

第95図

0 Im 

l..... — 匹 cm
土壊ー39平・断面図

(1/50) 

調査区北半分の中央やや西よりに溝ー13

を切った状態で検出され， 幅約2.3m. 長

さ約 5m, 深さ lmを測る大型の土壊であ

る。土壊底部はほぽ平らに掘り上げ，最下

）日はグライ化していた。埋没状態は，土城

が使用不能になり， ゴミ捨て穴となって大

小様々な石が主体で土器・木製品等を混入

し放棄している。土披の当初の使用目的は

何であったかについては不明である。

土懐ー38(第94図）

調査区のほほ中央部に位儀し，南北に長

い隅丸長方形を呈している土城である。内部には角礫が埋め込まれていた。規校は南北1.5m,

東西I.Im,深さ85cmを測るものである。時期の決め手となる遺物は確認されていない。

土壊ー39(第95図）

土城ー38の南束に位置し，切り合った土城である。規校はl.4Xl.3m,深さ10cm程度を測る

不整円形のものであり，内部は角篠が詰め込まれ埋没している。中世～近世の遺構であろう。

土堀ー42(第96図）

土城ー41の東に隣接する所にあり．西側が丸く止った長方形の比較的浅い土城である。規模

は長辺2.69m,短辺70,....,75cm,最も深い所で32cmを測る事ができる土壊である。出土追物の大

部分は近世のものであり，土披はおのずと近世のものといえるものである。

土壊ー43

溝ー15の北に接して位置し， 3ケ所で中世～近世の土痰を切って，ほぼ東西方向に長く伸び

-75 -



第3卒低水路調査区

-言彎
--— 

―-・---
-'-
』―- -一

238 

237-240・・・ポーリング-3
241・・・ 土ー3(E-2区）
242・・・ 土ー52(H-4区）
243…・P-177 
S 550 -2区包含眉｛石鍋）
244・-・Pー131(F-3区）
245 ... pー153(E -3区）
246…Pー175(E-3区）

15> 

240 

鶯—瓜詈
243 

- - —と一一 ――― - --

---. -- —--一一 -~=------ー.:=--~-==~-~·-
~ 
. :,,;._"" ---""~ 

―-

ユ—
二、

こー -~ '--::-:-,_.._ 
ゞゞ～
.: —- -·--=-—— 

雫／
9s~~ 
~47 

后242

~ ――ーー~4
249 

• -=ニ
全云き

250 

1: 希枷
rl弐 251

~ 三ー／
244 

、 三
253 

261 

~ 
252 

て二ニ記-
256 

下乏戸

257 

芭 259

゜
I知

247-249・-Pー1泣(E-.2区）おo-258-・・Pー326(G-5区）
250・ ー●●●●・・-P-182(E-.2区） 259 ...... ピ？トー4(G-6区）
251--・・・・・・・P-t85(E-.2区） 260・・・P一如HH-5区）
252・・・-・・・・・Pー3t4(G-5区） 261・-・P-338 (H-4区）
253-254・・・P-318(G-5区）
255 •••.... pー321(0-5区）

第97図 ポーリングー 3 内•土壊・柱穴・ピット・包含層出土遺物
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る歪で不整長方形を呈した土壊，規模は長辺9.6m,短辺l.8-2.5m,最も深い所で約1.2mを

測った。時期は，迫構の検出状況・出土迫物・放棄の状態から近代の迫構と判断した。

集石遺構 （第80図）

調査区の北西端で丘陵裾部から溝ー13にかけて溝に直交する形で3本が並行している。集石

迫構―{3)は幅40-60cm, 長さ3.8mを， (2}の幅は1.8-2.2m,裾部からの長さは10.3mを， (1)

の幅は1.1-1.7加， (2)との交わり部から6.6mを測るものである。 (2)の東側は溝ー13と交わり，

西側では丘陵裾部において南北に広がっている。 (1)-(3}の平面形はいずれも歪で不整長方形の

溝状の様相を示している。また， その性格・機能から推察し，故意に角礫で満たしている事

は，何らかの排水施設と考えるのが妥当な遺構と思われる。 （二宮）
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第5節 近世・近代の迫構・迫物
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第102図 包含層・近世造成土出土遺物
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第5節近世・近代の遺構・遺物
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第108図 包含層・表土層出土遺物
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第3章低水路誤査区

第6節小 結

低水路調査区に検出した遺構の概要は，前節で述べた通りである。ここでは，それらを概観

してみたい。上肝より概観してゆくとまず近世の遺構面がある。この遺構面では，大型の土

城の多いことに気が付く。長大な長方形・長方形・方形・円形等々，形も種々ある。また，迫

構の遺存状態も良好で， 深さが100cmを越えるものも多くある。埋土には，同時代の磁器・陶

器が多く混入していた。また．方形の土城の内部を切り石で壁及び床面を構築したものもみら

れる。その構築は入念であり．その性格は．充分には解明されてはいない。さらに，漆器を出

土した土城もある。土破の総数は70個を数える。

溝は. 3本を調査した。 2本は，小さなものであるが. 1本は， 幅約100cmを測るもので，

北北東から南南西へ，ほぼ直線的に伸びるものである。溝の中は．石と瓦で充曲していた。溝

は，西側にある丘陵の裾にほぼ沿うもので，それを越えて西側では，土壊の密度が非常に低く

なる。また．この溝を切り込む土城があることを考慮すれば，溝の機能していた時期において

は，一つの区画性を持っていたことが推測される。

他に，柱穴とも考えられる小ヒ゜ットを多数検出したが，建物としてのまとまりは見られなか

った。また，先に述べた溝からは，多くの瓦片が出土していることからすれば，同時代には．

瓦野の建物が当然予測される。とすれば，建物としては，礎石を用いたものが考えられる。こ

の地区に建てられた建物が，全て瓦葺であったとは考えられないにしても．主要な建物にあっ

ては．瓦荘きであったと推測される。そのことが，掘立柱による建物の確認されないことにも

関連するものと考えられる。出土遺物としてはt 伊万里・居沸・備前焼・漆器椀・下駄・櫛•

面子等が出土している。

中世の遺溝面では，建物 7 棟•井戸 2 個•土城16個・溝 2 本・土城延 1 基を調査した。建物

は， 2間X2間の総柱のもの 2棟・ 2問X2間・ 1間x2間， 1間X3間. 1間X1間， 2間

X4間のもの各1棟を調査した。建物は．その棟の方向から 3群に分けられる。第1群は，建

物一14・18の2棟である。第2群は．建物一16・17・19・20の4棟である。第3群は，建物一

15. 1棟のみで．この建物のみがその方向を大きく異にしている。これ等の建物群の中にあっ

て，第2群としたグループは，最北端に 2間X2間の建物を置き，その南東に 1問x2間の建

物があり．その南側に東西方向を向く建物と，南北方向を向く建物が，東西に対峙する配置を

呈している。この建物群の建物一16と建物一14とは，一部で重複するが，掘方の重複が見られ

ないため，その前後関係は，不明である。他に．柱穴と考えられる小ピットは，多数検出した

が．建物としてのまとまりは，以上の7棟である。
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第6節小 結

井戸は， 2個を調査した。両者ともに索掘りの井戸で，調査の北端部において検出した。井

戸ー5からは．完形となる遠物は出土しなかったが，井戸ー6からは．その底部から中世土器

椀•小皿等が出土している。

井戸―6の西及び南西には，石組遺構を検出した。これは，石組が，方形もしくは円形に巡

るものであるが，その性格については不明である。溝は， 2本を調査したが，調査区を縦横断

するような溝は，検出されていない。

土城は， 16個を検出した。平面形は円形を呈するものが多く，他に，方形を呈するものが

ある。土城は，調査区の西側の半分に集中する傾向がある。特に，建物一14・16を中心とする

付近に多く見られ，北に密度が高く，南に薄くなる。それは，小ビットにおいても同様な傾向

が見られる。

中世の臨は， 1基調査した。塞壊は，素掘りであるが． 臨壊内の調査中に釘が出土してお

り，木棺は存在していたものと考えられる。副葬品として青磁碗一点と．中世土器2点が出土

している。

中世の迫構の概要は．以上であるが， 出土遺物としては， 備前焼． 青磁， 中世土器（早駄

式土器），土鍋，石鍋， 瓦器，面子（備前焼を打ち欠いたものや，瓦を打ち欠いたもの）等が

出土している。

古代の遺構面においては，建物群を検出した。調査した建物は， 13棟である。これら建物全

体を概観してみると，まず，建物一1の北側柱穴列と建物3・4の南側柱穴列が肛線的である

ことに気付く。また，建物一2の西側柱穴列と，建物一3の西側柱穴列が，直線的である。さ

らに，建物一8・9の方向性も前記の建物とほぼ同一である。この様に，建物一1--4・8・

9においては，統一性が見られる。ただ，建物一2と建物一9とは，接しすぎているため，同

時存在は考えられない。しかし，以上の建物群は，同一の企画のもとに建築されているものと

考えられる。また，建物一5と建物一12・13が同一方向であり．建物一7と建物一10が同一方

向を示している。建物一5と建物一13は，方向性を同じくするものは，今回の調査では検出さ

れなかった。以上のように，建物をグループとしてとらえるとすれば， 5群に分けることがで

きる。

建物群の平面形態を見ると，総柱建物が 6棟と全体の約半数を占め，この建物群の性格の一

端を示すものと言えるであろう。特に，建物が，棟方向を同じくし，また，同一中心線上にあ

ることは，双倉の様相を推測させる。そのような点を考慮すれば，この一群は．倉院の一部か

と推定される。

出土遺物としては，須恵器，土師器，緑釉陶器等が出土している。また，須恵器杯の裏面に

「官」字の左文字が押印されたものが，出土している。これは．高梁市出土のものと非常によ
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第3章低水路関査区

く似ていることが指摘されるであろう。

古墳～弥生時代の遺構としては，住居址，井戸，溝，土披等を検出した。住居址は， 3棟を

調査した。平面形態が方形を呈するものは. 2棟あり．いずれも古墳時代前期のものである。

円形の住居址は， 1棟を調査した。これは，弥生時代後期（百・後・皿）のものである。

溝は， 10本を検出した。時期は，弥生時代前期（溝ー1・2),同中期（溝ー3・4). 同後

期（溝ー 5・6)のものと，古墳時代（溝ー7-10)のものである。溝は，ほぼ東西に伸びる

前期の溝を除いて， 2群に分れる。調査区の西側丘陵の裾付近の一群が古く，東側の一群に新

しい時期のものが集中する。

土猥は，円形，方形，不定形と種々あるが，迫物を出土したものが少なく，時期不明のもの

が多い。円形のものは，•その底部において完形の土器を出土したものもある。その他に，小ヒ°

ットを多数検出している。出土迫物としては，弥生式土器・土師器•石斧•石銀等が出土して

いる。また，包含J図からではあるが，縄文時代晩期の土器片が出土している。

（松本・ニ宮・井上）

表 2 建物•一覧表
， 

麿農I備考
↑ I I 柱間寸法(ail icar， j 門"'~,ll ＇ 

建 物規模 I 面（戒積） 棟 方
向 I齢桁梁

！； 3X3 552 408 136 ! 184 I 22.s N-16°-E 方 l 
3Xl 546 316 316 208 ! I 17,3 N-15°-E 方 I 

! 3 3X2 504 368 168 184 18.5 E-15°-S 方
I 4 3X2 460 364 154 182 16.7 E-15°-S 方 I 

290 E-2°-S 方

I : 7 
2X2 600 464 310 232 27,8 

2x2 588 496 294 248 29.1 N-34°-E 方，
3X2 520 360 170 180 18.7 N-20°-E 円 I

, I 8 x2I 340 150 170 N-16°-E 
方方 I ， X 170 170 N-14°-E 

10 2X2 406 340 203 170 13.8 N-19°-E 方
11 X2 360 240 180 N-3°-E 円 I 

I 

12 3Xl 448 304 150 304 13.6 E-0°-N 方
13 2X2 540 320 300 160 17.3 E-25°-N 円240 

• 14 2x2 490 420 245 210 20.6 N-15°-E 円
I 15 2X2 

f426~ 0 
350 230 175 16.1 N-45°-E 円

Iヽ 16 2X2 370 210 185 15.5 E-11°-S 円， I 
＇ヽ 17 2Xl 480 420 240 420 20.1 E-10°-S 

円円 ’ l l I 1s lXl 370 190 
ピ32710え0ニ
190 7.03 N-13°-E 

1: 3Xl 
585 
255 I 255 16.06 N-10°-E 円 l630 ,. ~ J,....L .. ~ 

4X2 800 420 200 210 33.6 E-10°-S 円 ! 

＇ 
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第4章右岸用水路調査区

第1節調査区の概要

当調査区は，昭和53年度調査の右岸用水路調査区のうち, 1-..,9区の南側にあたる幅約 5m

•延長約147mの調査区であり，これを西から 15の区域に分けている（第115図）。

丘陵部調査区から南へ延びる尾根の端部は4区に達しており．ここが調査区内での基盤闇の

最高所となっている。この尾根の西側の 3区には，奈良時代以降の溝が重なっている。また，

11区から13区にかけては奈良時代以降に形成された落ち込みが南へ下っている。

基本屈序は， 1陪が現表土屈であり, 2-17屈については近世・近代の造成土・撹乱土であ

る。 18屈は 1 区から 11区にまで広がっており，中世（鎌倉• 室町時代）の包含屈である。 21・

22屈も中世遺物包含屈であり， 4-11区に見られる。 25・26屈は溝ー27の堆禎土であり，奈良

時代に属する。 28陪も奈良時代の包含聞と考えられる。古墳時代の包含肋と断定できるものは

ないが， 29屈は溝ー20上に堆積し，溝ー26に切られており，弥生時代後期以降奈良時代以前の

包含府と考えられる。 30・31層も弥生時代後期～奈良時代に堆積したものと考えられる。

調査・整理にあたっては，上層から近世，中世，奈良時代，弥生・古墳時代の 4迫構面に分

4区
~Y-—→グ――

10区 ~~-- I 
— 1区--~2 

三 ＝ユ＝二苧写与

-~-三ニーニーニ~＝＝＝こニニニミ乏 羞 ---:-r-巧
轟瓢

8区

o
i
 1. 現表土

2. 客土
3. 灰褐色土
4. 淡黄褐色土
5. 淡黄灰色土
6. 褐灰色土
7. 灰黄褐色土

jm 
8. 褐灰色土
，．黄褐灰色土
10. 灰黄褐色撹乱土
11 • 淡灰褐色土
12. 灰黄色撹乱土
13. 淡褐色砂質土
14. 淡黄褐色砂質土

15. 灰褐色砂
16-淡灰褐色土
17-灰黄褐色砂質土
18. 黒灰色砂質土
19. 灰黒褐色土
20. 井戸ー7
21 • 褐黄色粘質土
22. 黄褐色砂質土
23. 白黄色砂質土

24. 黄褐色砂質土
25. 淡黄褐色細砂
26. 淡灰色粘質微砂
27. 暗灰色粘質土
28. 黄褐色土
29. 灰黄褐色砂質土
30. 暗灰褐色粘土
31 • 灰黄色微砂
32. 暗灰色粘質微砂

第109図調査区南壁土層柱状図 (1/60) 
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第4:Ct 右岸用水路調査区

けて考えた。近世迫構面は21荊上面にあたる。中世迫構面は， 18・22屈の二つの中世迫物包含

屈の下面がそれにあたるが，第 4節では一括して扱っている。奈良時代迫構面についても，特

に整地面として捉えられるものではなく，同時に弥生・古泊時代の迫構を検出している。

（光永真一）

第2節 弥生・古墳時代の遣構・遺物

L 土壊

土墟ー25 (第110• 116鼠

図版20-1)

8区のほぼ中央の南端に位附

し，一部は調鉦区域外に当り全

体の約令を検出した土痰であ

る。平面形は，ほぼ舟形を呈す

ると思われる。深さは検出面よ

り約30cmを測る。埋土は 2J{:jあ

り，いずれも炭や焼土を含んで

いる。追物は，須恵器の甕や土

師器の甕や椀が出土している。

452は内面に放射状に細い暗文

が観察できる。時期は 6世紀末

,_, 7世紀初めであると考えられ

る。 （平井泰男）

土壊ー26

4区の南壁際にあり，南半は

未調査である。現存最大径100

cm, 深さ40cmを測る。迫物は弥

生式土器小片を出土するのみで

あるが，直上形が奈良時代の追

物包含灼であり，時期はこれを

。
1 m 

第110図土琥ー25(1 /30) 

＼
 

下限とみなしうる。 （光永） 第111図
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第 112図近世・近代遺構全体図（百如）
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第113図 中世遺構全体図（百加）
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第114図 奈良時代遺構全体図（百知）
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第 115図 弥生・ 古墳時代遺構全体図（百后）
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第2節弥生・古坑時代の遺構・遺物
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第116図土壊ー25 出土遺物

――□三

。
Im 

1. 暗灰褐色土

2. 淡灰黄褐色微砂
3. 淡褐灰色砂

4. 褐灰色粗砂
5. 粗砂•微砂の互層 8. 暗青灰色微砂粘質土 1 t. 黄灰色砂質土
6. 淡青灰色微砂粘土 9. 明灰褐黄色土 12. 淡褐灰色砂質土
7. 暗青灰色砂質粘土 10. 淡黄褐灰色土 13・褐灰色土•黒褐色土混層

第117図土壊ー27 断面図 (1/40) 
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第4章右岸用水路謡査区

土濃ー27(第111・117-120図，図版21-1・31)

2区で検出された土城状の迫構で，淡黄色基盤屈を切りこむ深さ20---30cmを測り，検出長約

3mを測る。溝ー24・25に切られて全容は残していないが，土器を中心とした出土迫物は多位

である。埋柏土は上屈が淡掲色砂質土．下陪が黄灰色砂灯土である。土器は，そのほとんどが

破片となっていることから．土器溜状の迫構とも考えられる。しかし，第118,....,120図のように

454 

~I 
戸

に
462 

一ー マー一- ~ ― . ..  

-~-~~~ 全,;·-~
''  

463 

り

瓜
459

ご
460

二
ー
]
-
[
-
i ↑
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l-674
 

＼ 
468 
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470 
i 

第118図土墟ー27 出土遺物 (1)

Ital 
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

完形近く復原できる破片も多く，時期と器種構成を良好に示している。 454は大型の高杯で，

出土土器の全体が示す時期． すなわち弥生時代後期後半より古いタイプに属するものであろ

う。第119図に掲げる一群の土器は．かつて「川品・立岡遺跡」（註1)で指摘された特徴的な

土器で，雲母を多く含み暗掲色を呈する器体の色調と器体内而上半に指頭圧痕を多く残す独特

な成形技法が認められる。近年の研究では．香川県地方（讃岐地方）にその出自が求められて

＼
 

~ 
473 

/

0

 

＼
 

第119図土濃ー27 出土遺物 (2)
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第4茸 右岸用水路調査区
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いる。 472のように頸部の極端に細いものや． やや大型で．体部上半の刷毛調整のあとに暗文

風のヘラミガキを施したものもみられる。 甕は一般にみられる第120図のような器形とは異な

り，長胴で鋭角に頸部から屈曲する口縁部をもち，わずかに内傾して肥厚する端部をもつ。体

部上半は．壷・甕のいずれも

縦方向の刷毛目調整を施し，

下半は縦方向のヘラミガキを

＼
 

¥ ¥¥ 
-::-: 溝ー17 ¥ :. ::,-;. ん[

---＼ 
—-­---

施して仕上げる。内面も，上

半は指頭圧痕をよく残し， オ

サエ痕跡が顕著であるが，下

半は縦方向のヘラケズリ痕跡

l~tm 

第121図
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

をそのまま残す。これらの出土土器は，若干の時期差のある器形を含みながらも，ほぼ百・後

• Il[の時期に比定される一群の土器と理解される。

2 溝

溝ー16(第110図，図版21-1)

土披ー27の北に位贋し，残存長約230cm, 残存部推定幅80cm,深さ約20cmを測る。埋秋土は

淡福灰色を呈する。出土遺物は，わずかに弥生式土器細片が出土しているにすぎないが，ほぼ

百・後 ・illからIVにかけての土器片と推定される。

溝-17(第121図，図版22-2)

1区から 2区西端部にかけて検出した， 幅20---30cm, 深さ 3,..._, 5 cm, 検出長500cmを測る細

溝である。ほぼ束西方向を示すが，やや北に振っている。断面は凸レンズ状を示し，西端は丸

味をもって立ち上り溝は消滅する。埋積土は白っぽい淡灰色土で，出土遺物は土器細片がわず

かに出土している。

溝ー18(第121図，・図版21-2)

溝ー17の南に位置し， ほぼ並行して検出された。幅は15--35cm,深さ約 5cm, 検出長約520

cmを測り，溝ー17よりやや規模はまさる。断面は台形状を示し，淡灰褐色土が埋租する。出土

遺物には土器細片がわずかに認められるが，器種は不明である。

溝ー19(第121図，図版21-2)

溝―18の南に近接して位置するが， 西端部は溝ー18に切られる。幅は約100cmを越える規校

と推定され，深さ約10cm, 検出長500cmを測る。断面形は凸レンズ状を呈し，暗灰黄褐色土が

=
-
|
 

゜
5m 

200cm 
-・・'一

三贔厚ン／、、ぐ；忍 '#;r'
. .,. 今;.,,,.._.,'"砂-°'",r'

.,, 

1. 暗灰福色砂質土 4. 灰褐黄色砂質土 7. 灰色砂
2. 暗灰黄褐色砂質土 5. 淡灰褐黄色砂質土 8. 黄灰褐色砂質土
3. 灰色微砂 6. 暗灰黄色砂質土

第122図溝ー20・21(1 /150) 
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第4章右岸用水路調査区

501 

~m 

第123図溝....:....20 出土遺物 (1)
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第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

＼
 

507 

。
1Qcm 

508 

511 

第124図溝ー20 出土遺物 (2)
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第4幸右岸用水路調査区

。

524 
第125図溝ー20 出土遺物 (3)
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第2節弥生・古坑時代の遺構・遺物

532 

536 

528 

m535 529 D
 

tOem 
538 

第126図溝ー20 出土遺物 (4)
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第4章右岸用水路詞査区

望
文
543 

541 
ふ
544 

548 

549 

。
10cm 

550 

第127図溝ー20 出土遺物 (5)

埋耕する。奈良時代に比定される土城ー28に切られており，包含屈出土追物からも弥生時代後

期に比定され，土城ー27に近い百・後・皿からWの時期と考えられる。 （岡田）

溝ー20(第122,.._,127図，図版22・31,._33)

4区から 6区に位戦し， 東西方向からやや南へふっている。幅約330cm,深さは北岸との比

高差で約75cmを測る。調査区南側壁の銭察によれば， 5屈はもう少し南へ延びており，溝とし

て機能していた時点の幅は400cmにちかいと考えられる。水流方向は底面の比高差が少なく断

定しがたいが，周辺地形等からみて西から東へと考えられる。また．この流路位四は溝ー28に

踏艇されており, 1,...,3貯は溝ー28の堆禎土である。昭和53年度調査区においては．本遺構に

比定しうる溝は検出されていない。

迫物は主に 5府から出土しており， 溝ー21の位岡周辺に集中していた。壺495--507,甕508

,...,523, 高杯539--549,鉢524---538, 器台550の各器種にわたって多鼠に出土している。甕513

は兵庫県南西部から香川県・愛媛県東部においてみられる整形技法の特徴を示す。壺495のロ

-:104-



第2節弥生・古墳時代の遺構・遺物

縁外面にはヘラ描きによる連続S字状文がみられる。

これらの迫物のうち壺505·506は古い様相を示すが，時期としては百・後•町に比定しう

る。これにより溝ー20の埋没は百・後・ mの時期と考えられる。

溝ー21(第122図）

5区において，溝ー20の掘り上げ後，その法面に調査区に平行する形で検出された。水流方

向は南東方向と考えられる。幅約30cm,深さ約18cmを測る。遺物は出土していないが，溝ー20

に切られていることから，時期は百・後・ mをくだらないものと考えられる。 （光永）

溝ー22(第128図）

6区から 7区にかけてほぽ東西方向に検出された溝である。検出した範囲が狭<'また西部

分は井戸によって切られているため，はっきりしたことはいえないが，検出した範囲内ではほ

ぽ両側が溝状を呈し中央部に高まりをもっている。時期についても土器などの遺物が全く出土

していないため明らかではないが，土陪関係から，古墳時代以前であることは確かである。

溝ー23(第129図，図版20-2)

7区から 8区にかけてほぼ東西方掏に検出された溝である。検出した範囲内ではほぼ3本の

溝が並行している状況を示している。深さは，最も深い所で検出面より約25cmを測る。埋土中

には炭や焼土を含んでおり，炭は底面に多い。時期については，土器などの追物が全く出土し

ていないため明らかではないが，南部分において土城ー25に切られていること，及び土屑関係

から古墳時代以前であることは明らかである。

溝ー24(第130図）

8区から 9区にかけてほぼ東西方向に検出された溝である。幅は約 1m, 深さは検出面より

約20cmを測る。埋土は．暗灰色粘妥微砂が1阿のみである。時期については，出土迫物が全く

ないため明らかではないが，奈良時代の建物の柱穴によって切られていること，及び土層関係

＼
 

D 2鵡一 第128図溝ー22(1 /80) 
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第4京右岸用水路謡査区

から古坑時代以前であることは明らかで，また溝ー22・23よりも古いことが考えられる。

溝ー25(第130図）

9区から10区にかけて検出された溝である。検出された幅は蚊大で約40cm,深さは約10cmを

測るにすぎない。時期については．出土迫物が全くないため明らかではないが．土府関係より

古墳時代以前のものであると考えられる。

＼
 

＼ い叩
一三

O・ 2m 

＼ 

1. 暗灰褐色粘質微砂

（炭•焼土•砂粒を含む）

2. 灰褐色粘土
（炭・焼土を含む）

第129図溝ー23(1 /80) 

120cm 皿 m

疇

゜
1 m 

第130図溝ー24・25断面図 (1/30) 

3. 土器溜り

土器溜りー2 (第131図，図版23-1)

9区及び10区の南部分において検出された。平面形及び断面形から住居址の可能性も考えら

れるが明確ではなく土器溜りとして報告したい。埋土は暗褐色粘土が一屈のみである。土器は

ほぼ4ケ所に集中して出土したが． いずれも磨滅が著しい。 555の底部にはヘラ描きによる木

葉文が観察できる。時期は，百・古.Iであると考えられる。 （平井）
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第3節奈良時代の遺構・遺物

.. -一.,, 

＼ 

゜
2m 140cm 

疇瓢~璽―..

麟／ •一―----

551 

＼ 、I-—ニJl
・’・・・、 ・ヽ. 易.、ヽ,、, • ． ' 

I ヽ

552 

且〖 ＼ー」―J 555 

鬱554 

゜
10cm 

第131図 土器溜りー2(1 /60) ・出土遺物

第3節奈良時代の遺構・遣物

L 建物

建物一21(第132図，図版25)

9区の西半で石組み追構ー3の西側にあたり，これに一部柱穴を切られている。建物の全様

は不明であるが， 調査区内では 1間X2間が確認されたにすぎなかった。柱間も南北で155-

160cm, 東西19祠を測る。柱穴掘り方の平面形は不整円形あるいは隅丸方形・隈丸長方形とさ

まざまな形で，ほとんどの柱穴において柱痕跡と根石が敷かれているのが確認された。さらに
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第4章右岸用水路調査区

南東隅の柱穴（柱ー4)内では使用された木柱の節がほぼ元位置で 5節検出され，これにより

柱は径35--40cmと推定される。建物長軸の方向はN-7°30'-Eを示す。 （二宮）

2. 柱穴列

柱穴列（第114図）

5区の中央部に位四し， 3本の柱穴からなる。柱穴は平面形方形を呈し， 1辺約70...... socmを

柱ー2

ー←

柱ー5

t
 

1m 

王
556 

←——旦
557 
三

。
田cm

第132図 建物ー21(1/40) ・出土遺物
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第3節奈良時代の遺構・遺物

測り，深さは約25cmを測る。柱間は約210cmと約240cmである。方向は，磁北から西へ約67度ふ

っている。

迫物は，中央の柱穴から土師器皿の底部小片が出土しているのみである。溝ー28との関係は

不明であるが，堆租土の観察により，奈良時代の迫構と判断される。 （光永）

ふ土 壊

土壊ー28(第133図）

2区の壁面近くで検出された土城で溝ー26に切られている。平

面形はおそらく不整円形を呈するとみられ，長径約80cm,深さ約

30cmを測る。埋積土は黄掲灰色砂質土で，下貯は若干グライ化し

て暗青色を呈する。 出土遺物としては， 須恵器杯558が下屈から

出土しており，奈良時代に比定される。 （岡田）

三
558 

-u』 ャ

第133図土壊ー28出土遺物

4. 溝

溝ー26(第132図，図版24-1)

幅3.5m, 深さ lmを測り検出全長は約3mである。やや弱いV字溝を呈する溝でほぽ南北

方向を示す。下屈はグライ化しており暗青灰色徴砂質粘土層が堆租している。最下屈は湧水附

でもある淡灰色微砂屈に達している。上屈は中世遺構によって損傷をうけているが，淡掲灰色

砂庖が最終的に埋積して，溝の廃絶を示す。溝ー27と同様，溝としての機能を失って徐々に埋

没したことがわかる。出土追物には，土城ー27から流れこんだ弥生式土器片がみられ，中には

559のように， 弥生時代前期に屈する壺底部片もみられるが大半は百・後.Illに属する破片の

出土が多い。この溝の時期を示す遺物としては須恵器がある。貼付高台を有する杯片や，壺．

甕片が少屈ではあるが出土しており，主に奈良時代を中心に存続した溝であることが，陪序関

係とあわせて示されている。最下陪からはドングリの種子も出土している。

溝ー27(第135-138図，図版34)

2 ,_, 3区で検出された幅約lOm, 深さ約120cmを測る溝でほぽ南北方向を示す。東岸部は露

頭岩盤を掘削して東肩が形成され，内側に小規模な 2列の杭列を伴う。この杭列の約30cm西側

に小さな肩が形成される。上面は溝ー30などによって原状を維持していないが，この部分に後

世の溝が集中していることを考えてみても，周辺の地形の中で董要な地割の境界を示している

可能性がある。溝は全体的に青灰色砂質屈で埋租しており，流砂によって徐々に埋秘したこと

を示す。

出土遺物として注目されるものに埴輪がある。直接この溝に伴う遺物ではなく，北側丘陵部
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第4窃右岸用水路皿査区

卜 溝ー26 I
 可
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1. 淡禍灰色土

2. 黄褐灰色砂質土

3. 褐灰色砂質土

＼ 
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~~~~fl 

4. 淡褐灰色砂

5. 黄灰色砂

6. 淡灰青色微砂

7. 暗灰青色微砂

8. 黒灰色微砂質粘土

9. 暗灰褐色土

10. 淡青灰色粘土

11. 淡灰色微砂

12. 暗黄褐灰色砂質土

13. 灰青色微砂粘土
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第134図 溝ー26(1 /60) ・出土遺物

に存在した古瑣の破壊によって移動あるいは流入した埴輪片と考えられる。時期的には，他の

出土泊物によって示される奈良時代に．周辺の地形が大幅に改変されたことが推定される。埴

輪のほか須恵器•土師器はもとより弥は生時代後期後半の土器片もみられる。また，下J日から人

骨が 1点出土している。以下，出土迫物の概略を述べる。

(1) 土師監567・568 いずれも肯灰色あるいは褐灰色砂礫土中から出土している。いずれも

器表面はていねいに仕上げられ，胎土も粘遥された良質土器である。その形状から平安時代前
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第3節奈良時代の遺構・遺物
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1. 暗褐灰色土 6. 青灰色微砂 11. 暗青灰色砂質粘土 16. 褐灰色土•黒褐色土混眉
2. 淡褐黄灰色微砂 7. 淡青灰色微砂質粘土 12. 暗青灰色微砂質粘土 17. 黒灰色粘質土
3. 淡褐灰色砂 8. 淡黄褐色砂質土 13. 明灰褐黄色土 18. 黒灰色粘土
4. 褐灰色粗砂 9. 淡黄禍色砂 14. 淡黄褐灰色土 19. 暗青灰色砂
5. 淡青灰色微砂 10. 青灰色粗砂 15. 淡褐灰色砂質土
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第4章右岸用水路調査区

期に比定される。

(2) 須恵器569-580 すぺて破片であるが， 569のようにカマジルシの一部が観察できる杯

片もある。他は壺• 横瓶・甕片が多い。 579・580などはかなり大きい甕の破片である。時期的
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第3節奈良時代の遺構・遺物

には多少の幅があると思われるが， 7,_, 8世紀代に比定できよう。

(3) 埴輪581,...,622 円筒埴輪と形象埴輪に大別され，前者は84点， 後者は13点出土してい

る。いずれも破片となっているものが大半を占め，形象埴輪片の中には原形不明なものもみら

れる。円筒埴輪については，詳細な観察は巻末の観察表に掲げるが，成形技法調整から観察す
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第4章右岸用水路調査区

ると基本的にほぼ同一時期を示す手法が識別できる。

円筒埴輪は第136・137図に掲げたように，各部位，すなわち口緑部・体部・透し部・基部と

分類している。透し部はすぺて円孔で長方形や三角形のものは全くみられない。口縁部は．ゃ
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第3節奈良時代の遺構・遺物

やくせをもって外反するものが多く，端面はナデ調整で仕上げている。外面の調整は，タテ方

向，ョコ方向のハケによる調整痕を残し，第1次調整が前者，第2次調整が後者の破片もみら

れる。内面は，斜方向ないしはヨコ方向のハケ調整のものが多く，中にはユビナデあるいはオ

サエ痕のみ残すものもみられる。粘土の接合は，すべて内傾接合である。基底部は，体部下半

部よりやや肥厚し，端面はやや幅広となり， 端面には植物性繊維の圧痕を残している。 594・

596などは，丹塗りの円筒埴輪片で胎土も精製され，焼成も堅緻である。焼成は総じて堅緻で，

黒斑を有するものは全く含まれない。

形象埴輪片の中ではとりわけ家形埴輪片の多さが目につく。また器財形埴輪と思われる破片

もみられる。 610は綾杉文様を表現したものであるが原形は不明である。 甲冑埴輪の草摺の表

現にもみられる手法や， 家形埴輪の壁下部にも時たま見受けられる表現である。 611は家形埴

輪の屋根の一部と考えられ，網代葺を線刻で巧みに表現しており，比較的細かなハケメ醐幣を

全面に施したのち，軒先を表現するための突帯を貼付けている。裏面はハケメ調整は認められ

ず粘土紐の接合痕が認められる。このように屋根に網代若を表現する例は極めて多く，遺跡西

方約2kmの金蔵山古瑣（註2)にも類例が見うけられる他，各地の 5世紀代を中心とする古墳

の出土品の中にも見出せる。また， 612は前面に丹塗りが施された鰭状の断片であるが原形の

性格は不明である。接合面からみると楯形埴輪の可能性も考えられる。 613は短甲で三角板革

綴短甲で前胴部右側の破片と推定される。三角板は線刻で表現しているが，欠損部分の割れ口

がその 2辺にあたる。また，長方形の小突起を貼り付けて皮綴じを表現している。上方からあ

たかも装飾的な紐が垂下する表現がみられるが，これはいわゆるワタカミ｝縣緒に付屈する革紐

あるいは綴じあわせの可能性もある。また下方にも装飾的な線刻がみられる。切妻造の家形埴

輪の屋根および破風部分の破片は 3点みられる。 616は破風板の前面に丹彩が施され，華美な

建物を想起させる。 618・619はいずれも屋根の一部と破風板部分の埴輪片で屋根には押し縁様

の太い線刻がみられる。いずれも破風板の傾斜が急で，入母屋造り家の特徴を具現している。

617・620はやはり家形埴輪の壁（平）部分の破片である。 620は3条の平行線が描かれ，横板

造りの家壁を表現するものと考えられる。この表現は四注造り家などにもみられ，建物の種類

は限定できない。いずれも外表面には丹彩が施される。 621・622は家形埴輪の裾廻り部分で

622には壁の一部がみられる。 621は台部で半円形の透窓がみえる。 617は壁下部と思われる破

片で．わずかに袴腰となっている。

(4) 人骨下屈から単独で出土している。現存長22cmを測る成人骨で腟骨と推定される。両

端の関節部分は失われており，全体に灰褐色を呈している。今なお堅硬さを保持しており，極

端な磨滅は認められないが，擦痕が多くみられる。端部の一方には，犬によるものとみられる

咬痕が銭察される（註3)。時期は不明である。 （岡田）

ー115-



第4章右岸用水路調査区

溝ー28(第139図）

5・6区に東西方向からやや南へふって位置する。調査時の当初は溝ー20の堆栢土上屈と

誤認して掘り下げたため，平面図を示せないが，調査区両側壁と溝ー20土肘断面の観察によっ

てその位骰を想定している。したがって，柱穴列との前後関係は不明である。 9・10屈による

埋没後に再び溝として機能し， 6-8形によって埋没している。

溝ー29(第140.....,143図，図版23-2・33)

（光永）

゜ .. 一

1 • 黄灰褐色土
2. 褐灰色土
3. 灰黒褐色土（砂碑含）
4. 灰黒褐色土（炭片含）
5. 晦褐黄色砂質土（砂含）
6. 灰褐色砂質土
7. 暗灰色砂質土
8. 淡灰褐色土
9 . 暗灰褐色土
10. 灰褐色土
11. 灰黄褐色砂質土
12. 淡灰黄褐色土
13. 灰褐色土
14. 暗灰色粘質土
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第3節奈良時代の遺構・遺物

10......,11区にわたって検出された溝である。ほぼ東西方向に走る溝であるとも考えられるが．

検出した範囲がせま<'かつ東側部分は後にのべる落ち込みの遺構によって切られているため

はっきりしたことはいえない。検出した溝の幅・ 深さについても，第140図に示したように南

側部分に幅140-220cm,深さ約25cmを測るやや深い溝があり，その北側も幅100--150cm,深さ

5 ......,lOcmの浅い溝状を呈している。底面は平坦ではなく凹凸が著しい。また埋土は2庖ありい

ずれも砂が堆積している。いずれにしてもこの地区は中世において削平が行なわれており幅・

深さとも本来の姿を示しているとは考え難い。追物は，主に南側の一段深い溝を中心にして須

恵器•土師器がコンテナ約 2 箱分出土しているが，特筆すべきものに墨書の施された須恵器の

杯（第140図）と銅製帯金具（第143図）がある。墨書土器は3点出土しておりいずれも須恵器

の杯 (637は高台の部分が剥がれており， 638• 639は無高台の杯である。）の底部外面に縦書き

150cm 

O 1m 
~ 

1. 淡茶褐色細砂

2. 淡灰色粘質微砂

0 3m 

一 ー l
――
― 

--

—.. — . -----------------~· 

_ ........ . 

ーーー

＼ ヽ

二

---”” 

｀ 

63? 638 a
 

10cm 639 

第140図溝ー29(1 /150・1 /75) ・出土遺物 (1)

-117-



第4章右岸用水路調査区
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第3節奈良時代の遺構・遺物

~ 
677 

こ二:二!f

~ 
~ 
文こ＝ニトー三

681 

、ニー土—三
682 

三

m
 
c
 

奢
＼
10

84 
。

683

》
冒
6

第142図溝ー29出土遺物 (3)

ーロー［こ
l 

ハ~~~
第143図溝ー29出土遺物(4)(1/2) 

83 

゜
5cm 

されている。墨害内容は， 637では肉眼でも明瞭に「上

三宅」と判読できる（図版33)。 また 638については

637ほど明確ではないがほぼ「上三宅」に間違いない

と考えられる。 639は「宅」の字は明確に判読できる

が，その上部に「三」ではないかと思われる姐痕が僅

かに観察でき，これも本来「上三宅」と墨書されてい

た可能性が強いと考えられる。この 3つの曇書を比較

すると， 638がやや大きめの字であるものの書体とい

う点では非常に類似しているといえよう。一方，銅製

帯金具は，検出した溝の中央の北部肩口より出土して

おり，「丸柄Jと呼ばれているものの表金具である。

平面形は，楕円形の下辺を直裁したような形態を呈し， 縦2.2cm,横3.6cm, 幅0.6cmを測る。

下方には 0.35X 0. 6cmの長方形の孔がある。断面形は．台形を呈し厚さは 1--1.Smmを測る。

また，裏面には 3本の鋲が存在する。 ところで， この種の「丸柄」には金銀を鍍金したもの

と，黒漆を塗ったものとがあるとされている（註4)が今回の資料ではそのどちらであるか明

確ではないが， どちらかといえば黒漆の可能性がより強いと考えている。第141図は須恵器で

674は硯の破片である。また第142図は丹塗りの土師器である。これらの遺物はほぼ8世紀の後

半のものが主体で一部7世紀代のものが含まれていると考えられる。 （平井）
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第4章右岸用水路調査区

第4節中世の遺構・遺物

1. 井戸

井戸ー7(第144・145図，図版26-1・35)

調査区の西端部第1区で検出した井戸で，復元径約1.4m,深さ1.6mを測る掘方円形を呈す

る。調査区域の関係で，全掘はできなかったが，残存部は．ほぼ全掘が可能となった。付属施

設としての井桁はもちろん，井側・ 井筒は迫存せず，おそらく抜き取って転用されたものと考

えられる。しかし，井戸の最下部，淡灰色湧水屈部分では小礫（円篠）が多く認められ．この

位置で横桟の最下段と思われる木組が遺存していた。これは，小口端部を凹凸にそれぞれ加工

したものを2本ずつ柄組みにしたもので前者は幅約7cm, 厚さ約6cm, 長さ約77cm,後者は幅

＼ ー・.,• 

i 
1 • 褐灰色土
2. 淡白黄色砂（整地土）
3. 灰黄褐色土
4. 灰黄褐色砂質土
5. 淡灰褐色砂
6. 淡橙黄色粗砂（整地土）
7. 灰褐色土（小礫含）
a. 灰赤褐色土（砂漉含）
9. 灰黒褐色土
10-淡黄色砂質土
l 1-褐灰色土（マンガン含）
12-淡褐灰色微砂質土
13-淡灰色粘土
14-埋土

（灰色土•淡褐灰土•砂）
15+黒灰色粘土
（砂ブロック含）

16-灰黒色粘土
17-淡青灰色微砂
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第4節 中世の遺構・遺物

約 6cm, 厚さ約7cm, 長さ約75cmを測る杉材を用いたもので第145図のような形状を示し，表

面は荒い手斧によるハツリ痕を残している。これらを組み合わせると一辺75,...,BOcmを測る短形

の枠が完成する。前述のように，井側を形成する他の付属部材は全くみられず，屈序的に観察

東辺

逗
霰
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第145図井戸ー7桟 (1/6)

-121一



第4章右岸用水路調査区

すると， それらの部材をぬきとってまもなく埋められたことが推定される。第144図における

第14屈は，明黄色プロック士を含む埋土で，地下水位の低下による井戸としての機能が失われ

たため他に湧水源を求めたことを示すと共に．人畜の転落防止のため埋め戻されたことがわか

る。第12陪もまた埋め戻しの最終堆栢土であるが．ー人持ち大の比較的大きな角礫が 5・6個

埋めすえられていることからも，人為的な井戸廃絶を示している。これもまた．井戸を丁重に

扱うという当時の習俗の一端を示しているといえるかもしれない。

出土迫物には第144図に掲げる白磁碗・ 瓦器・土師質土器・椀• 皿があるが， いずれも後述

の溝ー30・ 土城ー30などの出土遺物と時期的に近いものである。白磁は．太宰府における出土

毀料の検討（註5) によれば12-14世紀にわが国にもたらされたものである。 687は調整方法

は全く瓦器と同様で内外面に暗文をもつが，色調は淡黄掲白色を呈し店台も通有の土師質土器

の椀に近い。瓦器製作技術を在地の日常什器生産に忠入したかのような印象をうける土器であ

る。 688は最上屈淡掲灰色微砂質土屈から出土した土師質土器であるが， 他はすべて，下刑淡

青灰色微砂陪から出土したもので，むしろ井戸鹿絶時に伴うというより，使用中に落下したも

のと考えられる。 （岡田）

1 • 黒褐色土
2, 灰褐色粘質土

（灰黄色桔賢土ブロック多含）

3. 暗灰褐色砂

4. 2に同じ

ilU5.!!! 

＼ 

5. 緑灰福色粘質土

（砂と互層）

6. 粗砂

?. 淡茶褐色土（木質含）

a. 青灰色粘土
9. 青灰色砂
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第4節 中世の遺構・遺物

井戸ー8(第146図．図版26-2)

5区東端に位箇し，径約190cm,深さ約260cmを測る。掘方平面形はほぼ円形で，海抜約50.....,

20cmの岩盤に達するところで径約100cmを測る。 ここで一つの段を形成し， さらに径約70cmで

ほぽ垂直に海抜ー30cmまで掘り下げている。埋稼土のうち 1貯は，井戸埋没後に掘り込まれた

可能性がある。他の埋積土は，基本的に砂と粘土の互陪となっている。 5陪の西半には角礫が

集中しているが，原位四をとどめたものではなく，放り込まれた状況を示している。井桁• 井

筒等の施設は残っていない。

遺物は 4屈より上層からの出土がほとんどであり， 6陪以下からは出土していない。692-696

は「早島式」と呼ばれる土師質の高台付椀であり， 698,699.....,701はそれぞれ土師質の皿，小皿

である。 697• 702は須恵質土器であり， 703は内外面に暗文をもつ瓦器高台付椀である。これ

らの追物の示す時期には幅があるが，ここでは大きく鎌倉～室町時代前半ととらえるにとどめ

たい。 （光永）

2. 土壊

土墟ー29• 30 (第147・148図，図版28-1・35・37) 

いずれも検出時には，他の柱穴より一段と大きく，土披と推定していたが．城底で柱痕跡様

の凹みが検出され， 規模の大きい建物を構成する柱穴の可能性もある。土城ー29は約1QQX70

cm, 深さ70cmを測る。掘方内には黒灰色土が埋積し，土師器皿・土師質土器椀・ 甕・須恵質土

器・瓦器・「早島式土器」などが出土している。いずれも細片が多く，第147図に掲げる出土遺

物が形状を明らかにできるものである。土城ー30も土城ー29にほとんど同様な検出状態を示

す。復元推定径約80cmを測る不整円形プランを描き，深さは約40cmを測る。掘方内からは土師

器の皿が多量に出土しており，他にも土師器甕・ 椀や，須恵質土器・須恵器・瓦器・陶磁器な

どが出土している。これらは，いずれも祭事等に用いられた土器群の一括投棄が考えられる。

出土状況からみると，いずれも柱を抜き取られた部分に埋められた状態に近く，これらの土城

・ ・［文:・::;~:: 文，.<-.,.. 

704 

叉ー
'706 

705 

口 :c-
707 

第147図土墟ー29 出土遺物
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の柱穴としての可能性を強めているが．本稿では土撰として述ぺておく。

これら二つの土波から出土している迫物の大半は．中世，ことに鎌倉時代 (13世紀代）の日

常生活用具としての土器・土製品・輸入陶磁器の構成をよく示しており．質・品ともに注目さ
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れる。たとえば，太宰府遺跡などで検出されている出土遺物の構成（註6)に類似する点も多

く，ことに輸入陶磁器や輸入銅銭（宋銭）によって絶対年代の推定に有力な手がかりとなるも

のが多い。この事実は後述の溝ー30出土遺物とも比較検討すると，この時期の集落における日

常生活土器の実態が明らかにできる。 （岡田）

土塙ー31(第149図）

調査区域全体の東端部に当る15区において検出された土城である。平面形は，土城ー32によ

って一部を切られているため全体の形状は明らかではない。深さは，検出面より最大で約10cm

を測るにすぎない。時期については，土器などの追物が殆ど出土していないため明らかではな

いが，土層関係などから中世のものであると考えられる。

土墟ー32(第149図）

15区の西端部において検出された土城で，土城ー31を切っている。平面形は南端部が調査区

土墳ー31
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第149図土墟ー31• 32, 溝ー44(1 /100) 
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域外にのびるため明確ではないが，ほぼ長方形を呈すると考えられる。深さは，検出面より約

80cmを測る。時期については，埋土中より小片ではあるが土師灯の椀・土鍋，瓦器などが出土

しておりこれらはいずれも中世の範躊に入るものである。

3. 土壊墓

土壊墓ー2(第150図，図版29-1・37)

9区の東端部において検出された。平面形は約300X8Qcmの長方形を呈する。深さは，検出

面より最大で約12cmと浅いが， 人骨の残存状態は第150図に示したように良好であった。人骨

は．頭骨及び左足首周辺を後世の柱穴によって損傷されてはいるが，他の部分はほぼ完全な形

で残存していた。木棺等の痕跡はみつからなかった。また，左脇腹部分には鉄製品（第150図

I 26)が副葬されていた。 この鉄製品は，全長21.1cm,最大幅3.6cm, 厚さ約0.15cmを測り，

図の右瑞から約7cmの部分には僅かではあるが木質が残存していた。また，図の下縁部に向っ

200 cm 

鵬

゜
1m 

I 26 

ー

•
u
'
o
l
=
-
'

cu 

。J
10cm 

一
~73? 三
。

ll.em 

第150図 土壊墓ー2 (1 /20) ・出土遺物 (1/3・1/4)
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第4節 中世の遺構・遺物

て甜くなっており刃部を形成している。この土堀臨の時期については，埋土中から図示したよ

うな須恵質の椀及び土師質の椀や小皿の小片が出土していること，及び土屈関係から中世のも

のであろう。 （平井）

4. 柱穴

柱穴（第113・151,.._153図，図版27-1・28-2・36--38) 

1区から11区にかけて，多数の柱穴が検出されている。検出面は 2面あり，これはそのまま

時期差を示すものであるが， 第113図においては一括して掲載している。 1-11区のほぽ全面

で検出しているが， 1・2区と 8-10区に集中している。ことに 1・2区においては， 10本ち

かい柱穴が土城を含めて切り合う状況がみられる。 1・2区は，露頭岩盤の西側を走る溝ー30

等の溝によって区画される形となっており， 4区から一段下った平坦面となっている。 1区に

は井戸―7もあり，継続して集落が営まれていたことがうかがわれる。 8--10区の集中度は 1

. 2区には劣るが，ここでは溝34-43の10本の溝との関係が注目される。前後関係は，相互に

切り合っているため， 複雑であるが． 直接これらの溝に規制される状況は認められない。 ま

た， 8区では東西に並ぶ杭列が検出されている。一列の杭列という形ではなく，数本ずつの集

合列の形をとっている。問題となるのは，その方向である。溝は，溝ー36を除いてほぽ南北に

流路をもっており，これに溝ー36とこの杭列が直交するものである。それぞれの時期を細かく

限定して，その関係を考えることはできないが，それぞれが何らかの区画を意図するものと考

えることができよう。

個々の柱穴の規模は，前述の杭列を除いても多様である。径は10--SOcm,深さも10,.._,80cmと

それぞれ幅をもっている。平面形も，円形から不整円形・ 楕円形と多種ある。断面形では，下

半が脹らむものが多い。柱根が追存するものは少ないが柱痕跡の解るものは． 第113図中に黒

塗りで示している。

調査区の幅が 6mと狭<'これらの柱穴による建物の復元は困難であり，行っていない。

柱穴掘り方埋栢土からは，須恵器・須恵質土器・土師質土器・「早島式土器」・瓦器・備前焼

•亀山焼•輸入陶磁器・輸入銅銭• 鉄器等が出土している。 738-746は土師質土器の皿であ

る。胎土は精製粘土を用いており．淡橙灰色で焼成は堅緻である。 747-778は土師質土器の小

1II1である。精製粘土を用い，淡橙灰色を呈す。皿に比べて焼成のあまいものが多い。口縁部は

内湾するものと外湾するものに大別できるが, 752·771• 775などの二段に屈曲してやや外湾

するものもある。 779は埴輪片である。 780,.._,784は土師質の土鍋であり，内外面ともハケメ調

整を施している。 785,.._787は須恵器で， 788---797・799は須恵質土器であり，底部はいずれも

糸切底である。 797は魚住系のものとみられる。 798・800は亀山焼片である。也山焼片は他に
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冒

（鉄器1/2)

も大甕底部の破片がある。 801-828は従来「早島式土器」と呼ばれてきた土

師買土器で， いずれも灰白色で焼成は堅緻である。

～叫は輸入磁器で．

出土追物の組み合せとしては，

口径のわかるものには

805などの大形品と811などの小形品がある。 829-840は瓦器の高台付椀およ

び小皿である。図示したものはいずれも外面に暗文をもたないが，他に外面

に暗文をもつものも出土している。いずれも「和泉型」のものである。 841

842・843が白磁である。 845は俗称「南蛮」と呼ばれ

る輸入陶器であり， 846は天目茶碗と呼ばれる黒釉陶器である。鉄器I27,....,J 

35のうち， I27・I 29-I 32は鉄釘と考えられる。 I35は火箸と考えられる。

柱穴―69に例をとれば， 土師釘小皿768・
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第4節中世の遺構・遺物

土師質土鍋782・ 須恵質土器797・「早島式土器」815・ 瓦器椀829・ 瓦器小皿839・ 白磁843・ 青

磁844・ 鉄器134を出土しており，これに代表されるものと考えられる。 （光永）

5. 溝

溝ー30(第154---157, 図版27-2・36・38)

2 __, 3区で検出した浅い溝で， 幅約220cm, 深さ約25cm,検出長3mを測る。方向はやや東

に振る南北方向を示す。埋梢土は砂礫を含む黒灰色土で，炭・焼土を比較的多く含み，それら

に伴う土器片が多鼠に出土している。溝の性格は明確ではないが．丘陵部と低位部の境界より

やや西方に位置し，しかもこれより西に建物群を構成するとみられる柱穴群が増加・集中する

ことを考えると，ひとつの地割的な重要な性格も見出される。

出土遺物は極めて多鼠で，主として日常生活用具としての土器・土製品が圧倒的に多い。煮

沸あるいは什器としての土師器•土師質土器では，鼈・鍋．椀・皿などがあり，ついで椀• 甕

などの須恵器，皿・椀などの瓦器，そして輸入陶磁器類がそれらにつぐ。また，瓦が 1点出土

している。第156図に掲げる847-851はほぼ正確な計測値が得られた土師器で， 燈明皿と思わ

れる小皿と，やや大き目の皿がある。これらはいわゆる橙褐色を呈する軟質の土師器で，いず

れも外底部はヘラオコシ痕跡を残し， 更に板目状の圧痕を残す。 854,..,_,856は従来「早島式土

器」と呼称されている土師質土器で，白っぽい淡黄白色～淡黄白掲色を呈し，器種は椀に限定

される。体部上半部に必ず粘土接合痕• おさえ痕を残すのが一般的で，瓦器製作技法と類似す

るが，高台の形状は全く異なる。 852・853はいずれも青灰色を呈する須恵器で，底部は糸切底

である。 852は小型の皿， 853は椀と考えられる。 868は須恵器の甕片であるが，外面は斜方向の

平行タタキ目に特徴がある。 857--860は瓦器椀である。いずれも外面には暗文は認められず，

内面に横方向及び斜方向の暗文が施される。高台は断面形三角形を呈し，いずれも瓦器特有の

色調を示す。瓦器片の出土は比較的多く，他に小皿片が多くみられる。 861--867は輸入磁器で

白磁がもっとも多い。 861は壺の口頸部片で装飾的な耳がつく。 866は青磁である。 869-872は

土師器鍋で， 中世集落地ではその出土は一般的かつ多い。 874の鼈と組みあわせて使用された

のであろうか。いずれも内面には独特のカキ目誦整がみられる。図に掲げる他，破片の出土量

は土師器皿などとともに極めて多い。 873は淡白灰色を呈する瓦で須恵質焼成を呈する。凸面

には斜格子タタキが施され，凹面には布目圧痕を残す。その形状から平安時代以前に遡る可能

性は少なく，鎌倉時代に比定されよう。 874は鼈で，破片となって溝中に散乱していたものを

完形に復元したものである。前述のように，煮沸機能をもつ土師器の鍋と共に用いられ，炊き

口近くの煤の付着がその火と関わる性格を示している。以上の出土遺物を概括し，各器種の諸

特徴から，ほぼ13世紀代すなわち，鎌倉時代に比定できる。 （岡田）
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第4節中世の遺構・遺物
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第157図溝ー30出土遺物 (2) (1/6) 

溝ー31(第154• 155・158図）

3区のほぼ中央を南北に流れる溝で，溝ー32を切り，溝ー45に切られている。南壁土屈断面

の観察によれば， 推定幅約250cm, 深さ約130cmを測る。迫物は下陪の追物のみを図示してお

り，「早島式土器」 875, 土師質土器877・878, 化山焼876,伽前焼879,.,.,881等が出土している

が，備前焼の祉の多さが注目される。時期は室町時代の枠でとらえうる。

溝ー32(第154・155・159図）

3区のほぼ中央を南北に流れ，溝ー31に切られている。現存幅約400cm, 深さ約140cmを測

る。東岸部は涵頭岩盤を削っているが，これがこの溝に伴うものか溝ー27に伴うものかは不明

である。遺物は， 備前焼882-887,亀山焼888,常滑焼889・890を図示しているが，他に土師

質土器・須恵質土器等が出土している。時期は室町時代に比定しうると考える。

~w 鬱≫ ＼ た 乃
875 

876 

ミ 哀o ~ 
I 

゜
881 

87? 878 ~ijU 

第158図溝ー3_1 出土遺物
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第4節中世の遺構・遺物
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885 

第159図溝ー32 出土遺物

890 

゜
l)cm 

溝ー33(第160図）

5区の西端を南北からやや西へ振って流れ，中世

の他の溝とはその方向を異にしている。検出時の幅

約100cm,深さ最大8cmを測る。追物は「早島式土

器」 891• 892, 土師質土器893,須恵質土器895, 白

磁894が出土している。土城ー33に切られており，

近世にまでは至らないと考えられる。 （光永）

溝ー34(第161図）

7区の西端部において検出された溝で，石組み遺

構ー2によって切られている。検出した幅は約40cm,

深さは 8cm前後を測るにすぎない。黒灰色砂質土で

埋っており，時期は中世のものであると考えられる。

溝ー35(第161図）

8区の東端部，溝ー37の西部において検出され

た。検出した幅は， 25-40cm;深さは 5cm前後を測

るにすぎない。黒灰色砂質土で埋っており，時期は

中世のものであると考えられる。

溝ー36(第162・164図）

10区の中央部においてほぼ東西方向に検出された

溝である。検出した幅は約100cm; 深さは15cm前後

~/ 
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第160図溝ー33出土遺物
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出土遺物

溝ー38 溝ー39

A 200cm a c 

疇

溝ー40 溝ー41 溝ー42

第166図溝ー3g,_,43(1 /60) 

を測る。埋土は黒灰色砂質土が 1陪のみである。追物は，図示したような土師質の椀や小皿の

他に，かまどや瓦器の小片が出土しており，時期は中世であると考えられる。

溝ー37(第163・165図）

8区の東端部，溝ー35の東部において検出された。検出した幅は20-50cm,深さは 5cm前後

を測るにすぎない。黒灰色砂質土で埋っており，また埋土中より土師質の椀・小皿•土鍋や須

恵質の椀や瓦器の小片が出土しており，時期は中世であると考えられる。

溝ー38(第166図）

9区の中央部においてほぼ南北方向に検出された溝である。検出した幅は20,..._,25cm,深さは

5 cm前後を測るにすぎない。黒灰色砂質土で埋っており，また埋土中より土師質の椀・小皿・

土鍋の小片が出土しており，時期は中世であると考えられる。

溝ー39(第166図）

9区の中央部，溝ー38の東部において検出された溝状の迫構である。幅20,._,40cm,深さ 5cm

前後を測るにすぎない。時期は，埋土及び出土遺物から中世であると考えられる。

溝ー40-43(第166図）

これらの溝は．いずれも 9区の東部分においてほぼ南北方向に検出された。これらの溝は第

166図のように重複しており，深さは．溝ー40が約30cmと最も深く，他の溝は10cm前後を測る

にすぎない。これらの溝の埋土はいずれも黒灰色砂質土で，また埋土中からは土師質の椀•小

皿・土鍋や須恵質の椀や瓦器の小片などが出土している。時期は，いずれも中世であると考え

-136-
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第4幸右岸用水路調査区

られる。

溝ー“（第149図）

調査区の東端部， 15区において検出された。検出した範囲が狭く全体の形状は明らかではな

い。南部分には土城状の凹みがある。迫物は，埋土中より土師質の椀・ 小皿• 土鍋などの小片

が出土している。時期は中世であると考えられる。 （平井）

6. 石組み遺構

石粗み遺構ー2(第167図，図版29-2)

7区西端ちかくで若干南北に長い長方形を呈し，東・西側に石栢みを残し，他は抜き取られ

ている。石栢みも一部で2段，他は 1段が存在するのみである。掘り方は底部にかけてゆるや

かに掘り込まれた形で． 計測値は長辺約140cm, 短辺約110cm, 最深部で25cmを測る。図示で

きる追物はないが，中世の迫構と考えられる。 （二宮）

7. 落ち込み

落ち込み（第168図，図版30-1)

11-13区において検出された迫構である。検出した範囲が狭く全体の形状は明らかではない

が，調壺区域内ではゆるやかな曲線を描き， 13区の西端部付近で北に屈曲する様相を呈してい

る。 この落ち込みは，端部より約50cm内側で約70cm下がり（海抜15cm前後），その後徐々に深

くなってゆくが，調査の過程で出水が著しく底面を確認することはできなかった。埋土は暗灰

色砂質土が主体で，その他に角礫や炭・灰や貝殻による撹乱尼が随所にみられた。追物は，土

師質の椀や小皿・瓦器・備前焼などと共に貝殻や馬骨や木製品が出土したが，撹乱陪及び出水

による不十分な調査のために混在したと考えられるものもあり，出土迫物からのみでは時期を

想定し難い。図示した遺物は， 899--911が備前焼, 912・913が瀕戸系の施釉陶器と考えられ

る。備前焼でいえば．鎌店時代末～南北朝時代のもの (902)から江戸時代のもの (904)まで

出土しており多くは室町時代のものであると考えられる。これらの出土迫物及び土屈関係から

この落ち込み迫構は，ほぼ中世のある時期（室町時代）を中心にして一部近世にわたって存在

していたと考えられる。しかしながら，この追構の性格については不明である。 （平井）

1. 土壊

土壊ー33(第169図）

第 5節近世の遺構・遺物
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第5節近世・近代の遺構・遺物

5区のやや西寄りに位四し， 溝ー33を切っている。平面形は不整桁円形を呈し，長径約175

cm, 短径約150cm, 深さ50cmを測る。埋栢土の下形には壊内の全面に20-30cm大の角礫がほう

り込まれていた。上屈の埋栢土は暗灰褐色砂質土である。遺物は第169図に示しているが,914 

-917の陶磁器により．この遺構は近世に属すものと考えられる。

土壊ー34(第170・171図）

6区西端に位置する不整形の土城である。南西の部分が不明確であるが， 長径約530cm,短

径約240cm, 深さは最大で 8cmを測る。第171図のうち,932以外が本追構出土のものである。

備前焼921-926,土師質土器927-929。陶磁器931,軒平瓦930。鉄器I36・I 37等が出土して

いる。これらの遺物と検出屈位から．時期は近世にもとめられる。

土濃ー35(第171図）

6区と 7区にかかって位置し．西端は近世以降の井戸に切られている。平面形は不整形であ

り，現存長径約330cm,短径約270cm,深さ最大32cmを設ijる。井戸に切られる西端部は．溝状を

呈している。図示した遺物は土師質土鍋932のみであるが． 他に備前焼などの近世陶磁器が出

土している。土城ー34と同様に時期は近世の枠でとらえうるであろう。

土壊ー36(第172図）

（光永）

8区の東部において検出された。平面形

は，約150X120cmの楕円形を呈し，深さは

検出面より約50cmを測る。この土城の特徴

は，図の 1(淡灰掲色粘質土）と 2(茶灰

褐色砂質土）の部分の土質が全く異なって

いることで， 1の部分に桶のようなものが

据えられていたのではないかと考えられ

る。また，四隅にはこの土城に伴うと考え

られる 4本の柱穴が検出された。追物は．

1・2屈より土師質の椀・ 小皿•土鍋や瓦

器などとともに施釉陶器も出土している

が，いずれも小片である。時期は，明確で

はないがほぼ近世に近いと考えられる。

（平井）

2. 石組み遺構

石組み遺構ー3(第173図，図版30-2)

： 第169図土墟ー33出土遺物
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第5節近世・近代の遺構・遺物

9区北側で調査区にほぼ半分検出されたため，北側に拡張し，ほぽ方形を呈した全様を確認

した。掘り方は2段で，石桔みは北側で平坦面を作り，他辺に比べてより大きな石を用いて階

段状に並べ，南側と西側では最下部より組み上げている。下部の掘り方については，東西に長

い長方形を呈し．底部は丸味をもっている。石組み追構ー3の南西隅において，古い柱穴なら

びに柱痕が検出された。この柱穴に伴うものは他に存在しない。規校は約500X470cm,深さ約

170cmを測り得た。上部構造については近世の削平を受け． 不明である。埋没状況は，放棄す

る時点で石ならびに若干の遺物（土器・瓦・砥石• 木製品でいずれも欠損品）を混入して埋め

ている。最下屈には木の葉の自然堆梢も確認された。

この追構は，共同の水汲み井戸というよりは，洗い場と考えるのが妥当なようである。時代

は混入迫物等から江戸時代のようである。 （二宮）

3. 溝

溝ー45(第174図）

3区のほぼ中央を南北に流れ，溝ー31および近世追物を出土する土城を切っている。検出時

の幅約90cm,深さ17cmを測る。遺物

は，備前焼933・施釉陶器934-937

等が出土しており，尼序からみても

近世に属する追構と考えられる。

溝ー46(第175図）

5区の中央に位置し，北は調査区

域外へ続くが．南端は調査区内で丸

く終っている。幅約80cm, 深さ 18

cm, 検出長約250cmを測る。追物は，

i
r
 ヽ

934 

こ
935 

ー及
933 

文
936 

~ 
937 

0 10cm 

第174図溝ー45 出土遺物
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第175図
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「早島式土器」 938・939,土師買土鍋941,備前焼940・942,施釉陶器943・944等を出土してい

るが，時期は近世にもとめられよう。 （光永）

第6節包含層出土遺物

ここでいう包含荊出土の迫物とは，いわゆる包含灼出土の迅物の他に．その迫物の示す時期

とは結びつかない迫構から出土した追物を含む。

1 土器（第176-179図，図版38)

当調査区出土の土器の中で最も古い年代を示すものは，溝ー26出土の壺底部片559等の弥生

時代前期の土器である。これに続く弥生時代中期の迫物は出土していない。弥生時代後期に至

ると， 迫構もあり， 土器は古培時代以後の迫構にも混入している。第176図に掲げる造物は，

調査区の主に西半から出土したものである。 945は弥生時代後期後半に比定される製塩土器で，

迫跡全体からの出土鼠はさほど多くはない。 947~950は須恵器杯で， 948·949は逆転して蓋に

なる可能性もある。 いずれも古培時代後期， すなわち 6世紀後半に比定される。 951は内面に

身受けのカエリをもち．天井部には宝珠形のつまみをもつ蓋で，他に類品も少なく，セット関

係をなす杯の出土はみられない。 7 世紀中葉に比定されよう。 952• 953はいずれも蓋で， 954-

,...,956などの杯と型式的にセット関係を示している。奈良時代通有の供膳器種のもっともボビ

ュラーな須恵器である。これらの杯・蓋は，第135図の567や第139図632の精製土師器などと共

嗜
947 

）＼ 
946 

10r111 、A49--1 ~ 

956 

第176図
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第4章右岸用水路調査区

に7世紀後半から 8世紀にかけての日常生活用具としての土器構成の一端を示しているが，先

述の発掘区東方部の母害土器や帯金具の出土等から推察すると，極めて官術的な供膳形態の一

要素をなすものであろう。

第177図の957---967・983は須恵器で，主に 7・8区において出土したものである。 960-962

は蓋になる可能性もある。時期は 6世紀後半.......7世紀前半であると考えられる。この時期の遺

物は7・8区以外ではほとんど出土していない。 968-982・9糾 ・985・987,-._,9g9は同じく須恵

器で． 主に 8世紀代のものであると考えられる。また， 990-1003は丹塗りを施した土師器で

ある。いずれも小片である。時期はほぽ8世紀代のものと考えられる。これらの奈良時代の遺

物は 6-10区において出土しており， 建物一21や溝ー29と関連するものであろう。 986は須恵

質の緑釉陶器である。

第178図は， 1-5区で出土した中世の土器である。第109図の18・22肥にあたる包含屈から

の出土である。備前焼1004,_.1006, 土師質土器1008・1016-1019,須恵質土器1007,「早品式

土器」 1012....... 1015, 瓦器1009, 白磁1010.瓦1011の他に，亀山焼・施釉陶器・青磁等も出土し

ている。凪的には土師質土器の皿•小皿，「早島式土器」の椀が多い。 これは日常雑器の中に

占める比重を反映するものといえよう。

' 靡 曰 叉＼ 
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尺 I フo; 
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. "'＼ 一
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フ ふぷ,.,砧歩,．,ヽ,：浅:,._.・,.翌ぼ,心,,,ぷ項,, 9 

＼ 巨
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1009 ＼ h=-:----d 
（ I ~ ••• 一I --
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Jcm 1011 1019 

第178図 l.,.._, 5区出土遺物 (2)
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6 ,....,,15区出土遺物 (2)

第179図は， 6-15区から出土した中世と考えられる追物である。 1020""1023は土師質の椀，

1025,...,1031は土師質の皿， 1024は須恵器の杯で底部は糸切りである。 1033・1035は須恵質の椀

で底部は糸切りである。 1034は瓦器の椀で外面にも暗文がある。 1036は須恵質の鉢， 1037は土

師質の鍋である。これらの他に図示できなかったが，肖磁• 白磁の：小片及び内外面とも横方向

の丁寧なヘラミガキが施されている瓦器椀の小片が出土している。 （岡田• 平井・光永）

2
 
土製品（第180・181図， 図版38)

第180・181図に掲げた遺物のうち， S56を除く土製品は， いずれも中世迫物包含陪からの出

土である。 C23は瓦質土器であるが，器形・用途は不明である。ていねいに面取りされた外底

部には， 細い線刻で「三位公匪祖叫と書かれている。書体は逹筆で書き慣れている。時期

的には鎌倉時代に比定される包含屑から出土しており． この時期の貴重な文字資料である。

C24--C21・C35は，

鉢， C24は備前焼壺，

いずれも玩具あるいは錘と推定される円板で．

C21・C35は瓦を転用したもので凹面には布目圧痕を残している。

C25・C26は備前焼播

最近

の中世迫跡の調査では． このように土器片等を加工した円板や面子が出土する例が増加してい

る（註7)。金楽寺貝塚では， 101点にのぽる出土数があり， 12世紀中頃から後半にかかる瓦器
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節6節包含層出土遺物

に共伴しているところから（註8). この時期の比較的一般にみられる日常品であることが知

られると共に，使用時期をも示唆している。

C2s--C34は土錘である。 c2s---ca2は軸方向に貫通する孔を持ち， C33・C34は軸方向に直

交する孔が穿たれている。 （岡田• 平井）

3 石器・石製品（第182図）

S57はサヌカイト製のスクレイパーであり， 5区の古墳時代に比定される包含庖から出土し

ている。 S58は花樹岩製の石錘で， 4カ所の打ち欠きをもつ。 5区の中世追物包含屈から出土

している。 S59-S61はサヌカイト製の石銑である。 S59は溝ー27の上面から， またS60・S61

は中世の柱穴からそれぞれ出土している。

S56は碁石で，径2.1cm,厚さ0.4cmを測る。表裏共に使用による磨滅が認められ，扁平とな

っている。中世～近世に比定できる。

（岡田•平井・光永）

4 木製品（第183図）

● 

S 57 

—仇 靡— 贔—
一 ~ 

~ 

S 59 s 60 s 61 

。
ll tm 

第182図石器 (1/2)
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W12は,15区の中世包含屈中より出土したものである。顔と首および体部の背の部分などに

墨痕が認められる。また体部には径約2血の円孔が穿たれている。 （平井）

い羞屑．誓
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第185図銅銭 (1/2)

表3 銅銭出土遺構・層位一覧表

I銭種 初鋳年1出土遺構・屈位1 I銭種I初鋳年l出土遺構・屈位II 銭租 I初鈎年l出土遺構•屈位

B4 元豆通宝107眸 柱穴ー94 B9 天聖元宝1023年 7区黒褐色土 B14 元虹通宝I107舷F7区黒褐色土

BS 宣和通宝111時 ‘’ BlO 栞祐元宝1034年 ‘’ Bl5 元祐通宝10姻 ’’ 
B6 元.........不明 II Bll 皇宋通宝1039年 ,,. B16 大観通宝1107年 ’’ 
B7 開元通宝 621年 7区黒褐色土 Bl2 嘉祐通宝1056年 II Bl7 正隆元宝11碑 ’’ 
B8 天聖元宝1021年 // Bl3 元昼通宝1086年11--13区落ち込み B181 天盛元宝11お年 " 
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5 鉄器（第184図，図版3)

第184図に示した鉄器は，いずれも中世追物包含尼からの出土である。 I38・I 39は，断面方

形の釘かと思われる。 140・141は，その原形が不明である。 断而方形の釘と考えられる鉄器

は，第153図に示したように， 中世の柱穴からも出土しており，この時期の建物に使用されて

いたものと考えられよう。 （光永）

6 銅銭（第185図）

今回の調査で出土した銅銭は15点を数える。 そのうち.B4 ,.._,B 6は， 中世の柱穴一94から

出土したもので，他は黄禄色を呈する中世砂質包含屑から出土したものである。

B4-B6については， 遺構に伴うものであり， 第4節の 4の中で扱うべきものであるが，

ここで銅銭を一括して扱うものである。 この柱穴ー94からは， 土師質小皿・「早島式土器」椀

等が出土しており，後者には高台径に大小2種類ある。これらの土器の示す時期は. 3枚の銅

銭の初鋳年よりはやや新しいとみられる。

いずれも中国からの輸入銭で，宋銭が多い。銭稲と初鋳年代については表3のとおりである

が，大半は12-14世紀，すなわち錬倉時代にわが国にもたらされ，流通した銅銭である。

（岡田）

第7節小 結

弥生時代に比定しうる遺構としては，土城ー27, 溝ー16--21がある。溝ー22-25について

は，弥生時代に限定することは難しいが，これも含めた10本の溝についてみるならば，その流

路方向は，ほぼ東西方向になる。 4区の露頭岩磐は北東方向にあった丘陵部から延びるもので

あり，溝ー20-25はこの南を廻る形となっている。溝一16-19については’この丘陵の北側に

位骰しており，いずれも東側への続き方は不明であるが；この丘陵西裾の部分で南へ流れを変

えたものと考えられる。土城ー27については両側を溝ー26・27に切られており，加えて半掘の

ためにその全容は不明であるが，多量の土器が一括廃棄された状態を示すものである。これら

の遺構はいずれも後期を遡らない時期のものであり，後期後半の追物は；土痰ー27t溝ー20で

多且に出土している。迫構は検出されていないが，弥生時代前期の迫物は溝......:_26等で出土して

おり；この地での人間生活の開始時期が弥生時代前期にまで遡ることを示している。

古墳時代の遺構で明瞭なものとしては，第110図に掲げる土城ー25;第127図に掲げる土器溜

．りが検出されたに過ぎないが，奈良時代以降の造成・削平によって消滅した遺構群の存在も推
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察される。出土遺物では百・古.Iに比定される古培時代前期の遺物が調査区内には散見す

る。後期では，須恵器杯・裔杯片・土師器などがみられるのみで，集落址が存在した可能性も

ある。出土遺物で注目されるのはやはり埴輪であろう。その大半は溝―27で出士したものであ

るが，図化に至らぬ細片は溝ー27の東方4区西半部にも及ぶ。この事実は北方丘陵部に周辺の

平野部を見下ろす古培の存在をうかがわせる。とりわけ形象埴輪の質・且においては，金蔵山

古培におとらず．かなりの規模の前方後円墳を含む古培群が存在したことが推定される。時期

的には 5世紀代に比定されよう。

奈良時代の追構の検出は 2---11区に集中する。重要な迫構としては，溝（溝ー26・ 溝ー27)

掘立柱建物，柱穴列，土城（土壊ー28)などがあり，低水路調査区で明らかにされた．官術的

遺構群と関連がみられ，更にそのひろがりを示しているといえよう。建物一21はその構造・規

模の点から倉庫と推定され，低水路調査区で検出された掘立柱建物群と密接に関連する。出土

遺物では. 7世紀代から 8世紀代，平安時代に至る須恵器，土師器の出土が比較的多く，その

中のいくつかの器種は官街的供膳形態の構成を満たすものである。 とりわけ第139図に掲げる

636などの土師器高杯脚部片はていねいな面取りがみられ， その出土が極めて限定される性格

からも，本遺跡の官術的性格・機能を裟厚に示す遺跡であることが考察されよう。

また，溝ー29から出土した銅製帯金具や駐瞥土器もそうした遺跡の性格を示唆する迫物とい

えよう。ところで「上三宅Jという墨店についてであるが，読み方としては「カミ（ノ）ミヤ

ケ」の可能性が強いと考えている。 そこで， まず「ミヤケ」であるが，「ミヤケ」は一般的に

は律令体制成立以前において「大和朝廷」が直接支配していた土地・人民・倉庫などを意味す

ると考えられているが，律令体制成立以降は何らかの公的な建物一ーたとえば「郡家」・「官

倉」・「荘園内の荘所」一ーを指すようになったとされている（註9)。一方．すでに何回も触れ

てきたように百間川当麻遺跡は，低水路および右岸用水路調査区で，合計14棟の倉庫と考えら

れる奈良時代の掘立柱建物が検出され．また官術的色彩の氾い迫物も数多く出土している。こ

うしたことから，「ミヤケ」という墨古は， 郡家あるいは公的な倉庫のいずれかを意味してい

るものと考えられる。また，「上」については，百間川当麻遺跡が奈良時代の備前国上道郡に

所在していることから「上道郡の郡家」・「上道郡の倉庫」としてか， あるいは「上の倉庫」・

「下の倉庫」といった意味で用いられたのではないかと考えている（註10)。いずれにせよ，

「上三宅」の墨書は， 低水路調査区出土の「官」印須恵器と共に当遺跡の性格を考える上で重

要な文字資料といえるであろう。

今回の調査によって， もっとも出土量が多いものに中世陶磁器・須恵器•土師器などがあ

る。これらは包含栖および柱穴・溝から出土したものであるが，当遺跡の中世における隆盛を

物語る遺物である。個々の遺構については前述のとおりであるが，中世出土土器から推定年代
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を検討してみるといくつかの手がかりが見出される。たとえば，①土師質土器の椀では溝ー30

出土遺物からみると，口径は14---15cm,器高約4-..J5cmを測り正円を描きわずかに外方する比

較的高い裔台をもつ。そして，体部には上位に成形の際生じる段がみられる。②各遺構・包含

屈から出土している瓦器は726・835・836のように高台が断面形台形を示すものが若干みられ，

稲垣晋也氏の研究（註11)では13世紀初頭に比定している。全形をうかがえる704・705などは

おそらくそれに続く型式のもので，近年の報告（註12)では和泉型と呼称されている。これら

はやはり 13世紀代に比定される。③白磁•青磁の出土が比較的多くみられ，前者は後者よりも

若干出土祉が多い。太宰府における森田勉• 横田賢次郎両氏の研究成果（註13) によるとほ

ぼ皿期に比定でき，概ね鎌倉時代に輸入された中国製磁器である。以上の事柄をまとめてみる

と，ほぼ13世紀から14世紀にかけての集落が存在したことは疑い得ないであろう。これらに続

く時期を示す迫物として溝―32から出土している備前焼があげられる。これらの大半は14世紀

代以降に比定され，第 155図の土屈断面図にあらわれる二つの大きな時期を画する遺構面の存

在を示唆している。溝ー30からはほとんど備前焼の大片が出土していないことを考慮しても，

時期的な備前焼の普及を考えてみる必要があろう。 1"'3区にかけての柱穴群も切合い関係が

あることから，先述の年代幅は十分に考えられよう。また，表3に掲げる宋銭（北宋銭）にし

ても，その輸入年代からも時期的に限定されよう。

集落の性格は，地理的条件と密接に関連する。やはり奈良時代と地勢の大きな変化はなく，

海岸線の内陸部に近い部分に位置していたのではないかと推定される。

5区から10区にかけて検出された，近世から近代にかけての井戸や石組み遺構などは，後世

の削平を免れて遺存していたものであるが，正確な実年代を比定する手がかりはない。出土造

物の一部，たとえば伊万里焼や備前焼などの陶磁器片や．刑序から推定すると江戸時代から明

治時代にかけての集落が現代まで存続していることを物語っている。 3区で検出された溝ー45

などは奈良時代から連綿と継続する地割線上に位置し，現代でも屋敷地の境界に位置すること

からも，地勢にあった生活面の存続を物語っている。

以上．百間川当麻遺跡右岸用水路調査区の昭和56年度発掘調査の概要をまとめてみた。報告

書作成にあたっては．調査担当者4名の討議をもとに作成・執筆したものであるが，文化課同

僚諸兄の教示を随所に賜わった。記して謝意を表する次第である。

（岡田・ニ宮• 平井・光永）
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註

註 1 石野博信・栢本践一•松下勝•山本三郎ほか「川品・立岡遺跡」（本文編） 1971年3月太子町教育

委貝会刊。「20溝」出土土器の中でB型に分類され，独特の技法をもつものとして， 酒津式土器と

の関連に注目されていた一群の土器があるが，これらに比べると底部はしっかりしており器面の調

整も古相で，先行する型式として，本遺構出土土器の一群が考えられる。

註2 西谷此治•鎌木義昌 r金蔵山古墳」店敷考古館研究報告第一冊店敷考古館刊 1959年8月。 5世

紀前半に属する埴輪が注目される。

註3 早稲田大学講師金子浩昌氏のご教示によって判明した。記して謝意を表する。

註4 「衣服令」の規定による。

奈良国立文化財研究所「平城京左京一条三坊の調査J 「平城宮発掘調査報告」 VI 1975年1月
F, 金属器，帯金具の項を参考にしたo

註 5 横田四次郎・森田勉「太宰府出土の輸入中国陶磁について」 「九州歴史汽料館論集」 4 九州歴史

資料館 1978年。

註6 九州歴史賓料館 r太宰府史跡昭和56年度概報」 1982年3月刊などによる。
註7 兼康保明「小型円板」 「日本仏教民俗基礎賓料集成」 4 中央公論美術出版 1977年 に詳しく紹

介されている。

註8 岡田務ほか「金楽寺貝塚Il」 「尼崎市文化財調査報告」第14集 尼崎市教育委員会 1982年3月

に良好な賓料が報告されている。

註9 禰永貞三「大化以前の大土地所有」 「日本経済史大系 1 古代」東京大学出版会 1965年。また，

東大寺領横江荘荘家跡の発掘調査で「三宅」の困苦土器が出土している。吉岡康暢「史跡東大寺領

横江荘荘家跡J石川県松任市教育委員会横江荘遺跡調査委員会 1979年。
註10 参考になる困書例として伊場遺跡から出土した「下厨南」の磁書土器がある。向坂鋼二ほか「伊場

遺跡遺物組2」 r伊場遺跡発掘調査報告古」第4冊浜松市教育委員会 1980年。
註11 稲垣晋也「瓦器椀の成立と展開」 r日本歴史考古学論叢」第2 雄山閣出版株式会社 1968年7月。
註12 栢本久和ほか「上牧遺跡発掘調査報告」「店槻市文化財調査報告苦」第13冊 高槻市教育委貝会

1980年2月。

註13 註5に同じ。
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当麻遺跡は，旭川東岸に広がる平野（旭東平野）の東南端の位置に所在する。この平野の地

理的，歴史的環境については，第一章に述べるところである。そこで．ここでは時代をほぽ古

代に限って，その景観についてふれてみたい。

当該地域の古代における行政区域は，ほぼ備前国上道郡に相当すると考えられる。備前国府

は，「和名抄」（註1)によれば，御野郡と記載されているが，その所在については諸品ある。

しかし，この平野には，現在の小字名で国長，国長宮．国府市場といった地名が見られ．国府

がその付近に所在した可能性は大きい。そこで，所在についての各氏の説を見ると，まず，厳

津政右衛門氏（註2)は，岡山市国府市場字国長に所在する「国長宮」を中心とし，西を新田

用水．東を中井川の間に想定し，北限を字北国長とする方八町と推定されている。石田党氏

（註3)は．字長盛と．字タサイを結ぶ線を北限に． 字長盛と字土井東を結ぶ線を西限に想定

し，それに囲まれる方八町を国府域と推定されている。この石田説は，厳津説とは東西に二町

の違いが見られるが，「国長」の地名に重点を置く点では一致する。木下良氏（註4)は．歴史

地理的立楊から，「国長宮のすぐ東を通る土地割線が大字界をつくる」こと，「その西側が．国

長宮域を除いて．わずかに低地となること」また．この大字界が．中近世の山腸道を中心に．

北と南に3-4町の位箆で東に曲ることに注目され．その位置を北西隅，及び南西隅と推定

し，その東側に方八町の国府域を想定されている。また．高橋護氏（註5)は，山陽新幹線の

建設に伴い詞査された雄町遺跡の調査結果や，周辺の微地形の観察等から，国府市場．市楊出

村付近で，ムクイ，ヌグイと呼ばれる旧河道が，古代の地割線に強く規制されていることに注

目され．それが，「国府造営に伴うものと理解するのがふさわしい」と考えられ． その内側に

求められるものと推定されている。

以上の4氏の説について概略を示した。それぞれに若千の違いは見られるものの，「国府市

場」を東限に置くか．その中心に匹くかの差異と考えられ，極端な違いは見られず，ほぽ近し

い地域に求められている。いずれの説が正しいかの判断は．謹くとして，「国府市場」と，「国

長」との中間付近に見られるl日河道から西については．地割線の乱れが大きいこと．古い地割

線が見られないこと等を考慮すれば，むしろ．そのl日河道より東側に求め得る可能性が大きい

と考える。また，「国府市場」の北西には，備前国総社が在り．その位置からは．国府の位筐

は決定できないが．国府の所在地をその近郊におくことはできるであろう。

国府の位置については，先に述ぺた説に要約されるものであるが，同地域における上道郡街
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については不明である。「岡山市史J(註 6)には，国府市場の高下を中心とする付近と，四御

神の総堂谷付近の二説を可能性として呈示してある。前者は，郡家の転化した可能性があるも

ので，後者は，郡の総社の所在地であり，郡街との密接な関係を考慮しての提示である。両者

ともに決定的な資料に欠けるため，今後の調査研究の必要があるが，現状では．有力な候補地

と言えるであろう。

古代の山城として，岡山市草ケ部の小廻山に朝鮮式山城が所在する。同所は，国府から，虹

線距離にして約 6kmの位慨にあり，近隣に類を求めれば，備中国府と鬼ノ城，備後国府と常城

のように国府との関連が注目される。小廻山は， 立地的には． 内陸的であり， 瀬戸内海より

も．旧山陽道を意識したものと考えられる（註7)。 また． 同所の地名「草ケ部」は，古代の

軍事的部民である日下部氏との関係が考えられる。同じく軍事的な遺跡としては．岡山市徊，

長利にかけて「段地」，「戸兵」，「矢倉」等の地名が見られ軍団が所在したことが考えられる

（註8)。この位置は，国府と，小廻山とのほぼ中間にあたる。国府の所在する平野が，東へ展

開し，この付近を過ぎるとその幅を減じ，狭溢部を形成する。その狭溢部を北東へ進むと小廻

山に至る。また，その地点より南に進むと約2にで瀬戸内海に至り，交通の要衝であることが

指摘できる。しかし，そこを軍団の所在地として確定できるものではないが，残存する地名か

らすれば，有力な候補地にはなりうるであろう。

この旭東平野には，条里制の遺構を見ることができる。この条里制については，古くは永山

卯三郎氏（註 9)の研究がある。氏は，坪名復元の研究から，切絵図の調査等，基本的な研究

を成されているが，坪名の機械的な割り振りがあり，若干の修正の必要はある。しかし，岡山

県下の条里制の研究においては，その基本を成すことには変りはないであろう。旭東平野にお

いて，条里制の迫構が明瞭に認められるのは，国府市場，中井，赤田，藤原．石立を結ぶ線よ

り東側である。その東側にあっても，四御神，土田，雄町，宍甘，宿．長利．目黒，可知にか

けての一帯は．その遺存状態も非常に良好であると言える。それに比べ，その西側にも，条里

制の遺構は認められるものの．多少の乱れが見られる。その乱れは，旧河道との関係において

理解されるべきものであろう。つまり，この平野には，大きく 4本の河道の痕跡を見ることが

できる。その一つは，賞田，市場出村，雄町，長利を結ぶものであり，第二は，共田，国府市

場の西．藤原の北，高屋の北，兼基の南，長利を結ぶものである。他の二本は，条里遺構の認

められない地区であり，後者の西側に確認されるものである。先述の2本の河道は，国府市場

付近を除いて条里制にほとんど規制されることなくその河道をたどることができる。そして．

その 2本の河道に挟まれる範囲において，条里制の遺構に若干の乱れが見られる。この河道に

ついて．その時期を確定することは難かしいが，東側の河道については，条里制の規制が強く

ないことを考えると，同時期，もしくは，条里制の施行される時期には沼沢地であり，水田化
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の難かしい状態であったと推測される。その点は，河道の痕跡の明瞭さに欠ける部分のあるこ

とからも推測できる。それに比べて，西側の河道は．河岸段丘状を呈し．その中間に幅40m前

後の河道が明瞭に確認できる。この痕跡の強さからすれば，西側の河道がより新しいものと推

測される。東側の河道に関しては，雄町迫跡の調壺結果から「旧河道の凹地は，弥生時代中期

以降，流位を減じてしだいに滞水状態に変わり， 5世紀後半から 7世紀前半にかけては．犀い

泥炭状の梱物堆稲を残しているが，歴史時代においても粘土屈の堆積する沼地として永く残っ

ていた」（註10)旨が報告されている。百間川内に所在する各迫跡の調査からしても．弥生時

代後期には，水田が非常に広い範囲に展開することが知られてきており．弥生時代中期段階に

おいて，沖租化は，ほぼ完了していたものと考えられる。また，西側の河道に関しては，百間

川長谷迫跡の調査において．中世に利用された微高地が存在することは（註11), その微高地

の形成は，それ以前ではあるが，その微高地に検出した迫構の時期はほぼ一時期であり．古い

迫物，迫構の見られないことは．その微高地の形成が利用された時期に近いことを推測させる

ものであろう。先に述べた推測と合わせ考えると，河道は，束から西へと変遷したものと考え

られ，河道の痕跡は. 5世紀以降を物語ると言えるであろう。つまり，条里制施行時におい

ては，ほぼ現在見られる平野の形状を呈していたと推測するものである。

条里制遺構の見られる南限について見ると，可知付近まで認められる。先に述べた旧河道

は，長利付近で流路を南に変えて海に注ぐものであり，この地域においては，旧河道の右岸側

より左岸側において迫存状態は良好であり，坪名もよく残存している。たとえば，目黒におい

ては，「十ノ坪」「十五」「二十二」の地名が， 南北に並ぶことから，西北隅に始まって，東に

進み， 東端で南に下り， 西に進むというように千烏に坪名が付されたことを推測させる。ま

た，可知においても，「ーノ坪」「三ノ坪」「十ノ坪」の地名が残っており， この付近の方形区

画は，条里制の迫構であることを推測させる。また，牛窓本蓮寺文習（註12) の中に，「可知

郷内麿日里拾坪」と見え，可知郷内に，条里制の里名と坪名が追存していたことが，知られる

ことから，可知郷にも，条里が及んでいたものと認められる。この本蓮寺文臼に見られる「可

知郷」は，現在の可知にその遺名をとどめるものと考えられる。これらのことからして．条里

制の施行された南限は，現在の可知付近に見られる方形の区画をその迫制と認めることがで

き，倉安川と，県適西大寺線との中間より少し南にまで及んでいたものと考えられる。

条里は，可知まで及んでいたものと考えられ，その間を流れる河川は，この可知付近で海に

流入するものである。そして，海に流れ込む河口付近は，入江の状況を呈していたものと考え

られる。「大安寺流記資材帳」（註13)に見える「岩間江」は，その入江を言うものと考えられ

る。つまり， 山間を流れてきた旭川は， 龍の口山塊の西南，祇園付近より，旭東平野を流走

し，長利付近において流れを南に変えて海へ流入していた。その時，河口部にデルタを形成さ
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せた。そのデルタも，大多羅，松崎までは及ばなかったため，その付近は，惹原として未開地で

あった。一方，右岸側の米田付近は，流路変換の内側に当り，自然提防を形成し，それが当麻迫

跡の基盤屈として成長したものと推測される。そして，条里制施行時には，ほぼ一本の河道に

まとまり，祇園より．国府を経て，長利で流れを南に向け，岩間江に注いでいたと考えられる。

当麻遺跡は，先に述べたように，自然堤防上に存在する遺跡である。この追跡から出土した

最も古い追物は，縄文時代晩期の土器片である。しかし，それに伴う追構は，検出されていな

いため．人が生活していたか否かについては不明である。人の生活の痕跡を見せる最も古い遺

構は，弥生時代前期のものである。それは，生活面に堀り込まれた溝であり，その埋土中より

出土した壷，甕等の土器片である。この時期に始まり．断続的ではあるが，現在まで人の生活

の跡を見ることができる。その概略を記述してみると，弥生時代中期のものとして，溝．土披

を検出した。弥生時代後期になると，住居址，溝， 土城等を検出した。弥生時代の迫物は多

く，土器，石器（石斧，石鍛．石庖丁及び．多旦のサヌカイト片）が出土している。古墳時代

の遺構としては．住居址，井戸，溝，土城があり，同時期の土器が多く出土している。古代に

なると．企画性をもって建てられた掘立柱の建物群と溝を検出した。出土追物としては，銅製

帯金具， 墨害土器， 陶硯， 緑釉陶器， 須恵器，土師器等が出土している。中世の追構として

は，掘立柱建物，井戸，溝，土城墓等であり，備前焼．輸入陶磁器，瓦器，瓦，面子，櫛等が

出土している。近世になると， 井戸， 土城， 溝を検出し．備前焼．伊万里．唐津等の陶磁器

類，漆器椀，木製品等が出土している。ここでは，それ等の全てについて考察することは不可

能であるので，古代の一時期に限定して概観してみたい。

古代の追構としては，掘立柱の建物群と溝がある。溝は，右岸用水路の調査区で検出したた

め，その方向性，区画性において具体性を欠くため，他の遺構との関連については不明瞭であ

る。それに比べて．建物は14棟を検出し，比較的まとまって検出したため，その企画性も知る

ことができる。具体的な群別は，前章で述べた通りであるが，再度グループ分けをしてみる。

第1群は，建物一1,_, 4 , 8 , 9 , 21の7棟である。第2群は，建物一5,11, 12の3棟であ

る。第3群は，建物一7,10の2棟である。他に 2棟あるが，いずれもその方向を異にしてお

り. 5群に分けられる。これら建物群にあって，第1群が検出数の多いこともあって最も企画

的である。その中にあって，建物一1, 3, 4の統一的企画性は非常に強いものが見られる。

この第1群の中にあっても，建物が近接しすぎており， 同時期建つことの不可能な建物があ

り，同時に全ての建物が存在したものとは考えられない。しかし，建て替え．もしくは建て増

しにしても，同一企画のもとに施行されていることは，その企画の統一性の表われからも解る

であろう。

建物群を 5群に分類したが，それら各群は同時に存在したものではなく，時期が異なるもの
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と理解されるであろう。この建物群を見ると，総柱建物が多く，この建物の性格を示すものと

言えるであろう。その性格し今回調査した建物群について言えることであって，当麻迫跡の

同時期の遺構全てに及ぶものではない。この一群の建物について，その性格を推定すれば，倉

院の一部を想定することができるであろう。

出土迫物を見ると． 多くの須恵器，土師器と伴に，母書土器， 銅製帯金具，陶硯，緑釉陶

器，押印須恵器が出土している。恐古土器は，須恵器杯身の底部外面に書かれているもので，

「上三宅」と読める。 この「三宅」の意味であるが，前章でも述べたように，公的な建物群一

官術ーを指すものとして理解できるであろう。その意味することが，官術としても，それが，

国に関連するものであるか．郡に関連するものかについては不明である。しかし，建物群との

関連において考えれば公的な倉庫群を意味するものと理解できる。その場合においても公的な

意味については不明である。この「三宅」が，「出雲国風土記」（註14)に見られるように郷お

きに見られる「正倉」 と性格を同じくするものであるなら． 岡山県作東町高本迫跡の倉庫群

（註15)と同様に，郡の倉院（註16)としての性格を有するものとも考えられる。

帯金具は，銅製の丸鞘である。計測値を示すと最大長3.6cm, 最大幅2.9cmとなる。丸靭は．

出土時の観察においては，その表面に金，銀の残痕は認められず，青錆に覆われていた。その

ため，表面の仕上は何によるものかは明らかにはしえない。ところで衣服令（註17)の規定に

よれば，五位以上は朝服に金銀装腰帯を用いるが，六位以下は，烏油腰帯を用いることが記さ

れている。平城宮址出土の銅製帯金具の研究（註18)では，先に示した計測値のものは， AID

型に分類され，八位相当の官の用いる帯金具とすることができる。その研究の成果に従うな

ら，この遺跡から出土した帯金具には，烏油ー黒漆（註19)が塗られていた可能性が大きい。

また，銅製帯金具を用いるのは，弘仁元年（註20)に石帯を用いることが許可されていること

からすればそれ以前となる。

銅製の帯金具を侃用していたのは，八位相当の官吏であることが理解される。しかし，その

官吏が常に滞在していたかどうかは不明であるとしても，行政府の役人が常に滞在していたで

あろうことは，陶硯，母書土器の出土したことからも明らかであろう（註21)。先に倉庫群を，

郡の倉院の可能性もあることを指摘しておいたが，旭東平野全体における位置から再考してみ

る必要がある。当時，この地の東側には河川があり，南流して岩間江に注ぐ，また，その上流

には，備前国府がある。国府付近を流れる河道は，国府市場付近に見られる西側の河道が南北

に直線的であることは， 国府の所在に強く規制されたものと推測され， 国府の存続期間中に

は．西側へ変遷していたものと考えられる。このように，国府から当麻遺跡までは大きな河川

が見られ，国府からの水運には至便の地であることが指摘できる。そのことは，国府に関連す

る迫跡である可能性もある。また，当麻遺跡は．当時の海岸に近く，入江の奥まった上流に位
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四する。さらに．その対岸に「亀津」の地名が見られ．近接しては， 「船沿」の地名が見られ

る。この地名が何時頃の名残りであるか不明であるが，古くは，この付近まで港湾的な機能を

有していたと推測することができる。その推測が正しければ，付近は国府の外港としての機能

も持ち得る。そのことを考慮すれば，国府の外港に付屈する倉院の可能性も考えられる。しか

し，現状においては，それを確定すべき資料に欠けるため，いずれとも決定しがたいが，倉院

としての性格の強いことは指摘できるであろう。 （文責•井上）

註

註 1 正宗敦夫校訂「倭名類衆紗J巻5 風間書房 昭和45年3月

註2 厳律政右衛門・「備前国府」「岡山市史J古代編第5編第 1章岡山市昭和37年9月

註3 石田買「条里制と備前国府の位四」「岡山市史」古代編第4編岡山市 昭和37年9月

註4 木下良「国府と条里との関係について」 「史林」 50巻5号 1967年9月

註5 高橋護「古地形から見た備前国府」 「岡山県埋蔵文化財報告」 1 岡山県教育委員会 昭和46年3

月

註6 厳津政右衛門「市域にある郡家追跡」「岡山市史」古代編第5編第3章第2節岡山市昭和37

年9月

註7 高重進「古代朝鮮式山城と国府」 「地理科学」 22号 1975年

註8 日野尚志「古代山城と軍国」 「史学研究50周年記念論叢J福武苔店 1980年10月

註9 永山卯三郎「岡山県農地史」世界聖典刊行会 昭和54年10月

註10 「雄町遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 1 74頁岡山県教育委員会 昭和47年3月

註11 「百間川長谷遺跡J「岡山県埋蔵文化財発掘詞査報告」 46 涸山県教育委員会 1981年11月

註12 「柘植経光，長原盛重連署屋敷畠泊券」 藤井駿，小野恭一郎共編「岡山県古文書集」第2輯67頁

思文閣出版昭和56年12月

註13 竹内理三編「寧楽遺文」 380頁束京堂出版昭和40年7月

註14 「出雲国風土記」「日本古典文学大系2・風土記」岩波魯店 昭和41年4月

註15 「高本遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 8 岡山県教育委員会 昭和50年3月

註16 「延暦14年閏7月15日官符応建四倉院事」「類衷三代格」国史大系吉川弘文館昭和47年5月

註17 「衣服令」「令義解」巻6 国史大系吉川弘文館昭和39年7月

註18 「平城宮発描調査報告」 VI 157-158頁奈良国立文化財研究所昭和50年1月

註19 たとえば「延喜式」 49巻 左右兵庫「凡二季大抜横刀八口。合塁云臣其料……漆八合。膠四両。」

とあり烏装は，漆塗りであるととがわかる。

註20 「弘仁元年九月乙丑…•••銅跨具者。以漆塗成。動易剥落。……伏望雑石及毛皮等，悉聴用之......

並許之J「日本後紀」国史大系吉川弘文館昭和46年4月

註21 「弘仁十三年閏九月廿日官符応給食偕丁事」「類衆三代格」に正倉官舎院守院別 12人とある。国

史大系吉川弘文館昭和47年5月

この章は，調査担当者（松本• 岡田・ニ宮•平井・光永）の意見を参考にして井上がまとめ

たものである。各調査者には，若干の意見の相異もみられるが，それが文章に充分に反映され

ていないことは，文責者の文章表現力の拙さによるものであり，文責者の責任に婦するもので

ある。
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表4 遺物観察表

溝ー2 (第 8図.9図）

雰 器 植
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 日 胎 土 焼成 偉 考
D径底径玉応

1 〇影土丑 41.2 外反してG邸が丸く茫る口U.Q口に 2本 白寅淡茶に色 砂泣を含む 良好 砂位は 1-2. 

の凹a、輪校み虹がある．外西はナデ曰立、 ー校赤m色 3 CZのもので

内口は召只があれ手法D.Q不店。 ある．

2 13.9 口社は外反して口邸は丸い．頸記に 1本、 淡貸応色 砂粒(lm印慎）

~oに 2 本の凹tl. 内外面共にヘラ閉き論口 を含む

ほ内氾は横ナデ．

...... 一

3 14.7 外反する口往記で荘証はやや角ばる．類岱 白費色一沃E色 砂拉(laf;後）

は 2 本の凹~-口粒証内外面横ナデ、内図項 （内面） を含む

部には指頭圧武が残る．外面ヘラ閉き． 白賣茶応色（外C::)
,_  

4 14.6 外反する口は祁、只記に退化したmり出L 白淡費色（内） 砂粒(lm!IT!曼）

突箔を持つ．内西横ナデ．口は外面には指頭 淡岱色（外） を含む

叙らしきものが残る。外面横ナデ仕上げ．
_,_,, __ 

5 15.7 外反して肥厚する口はで端岱は丸い仕上げ｀ 黒灰淡出色 砂拉(1... 訂慎）

類部に削出し突帝、上下に凹粒をみふ内外 を含む

面共にヘラ閉き．

6 11 5と同じ口ほ部．頸部に貼り付け凸箔.0 
淡賀茶佃岱色

砂粒(Ju印佳）

緑の内外面は憐ナデ、内面に指頭虹をみる．
Bj 色 を含む

7 15.3 6と同影四..Q部にmり出し突帯をみる。 臼費烈伐色（外） 砂拉(lal'i'.;後）

内面はヘラ閉き（口紐）指頭&(頚岱）指ナ m茶日色（内） を含む

デ（体部）、口絃外部横ナデ、頚部以下ナデ

後ヘラ応き．
,_— 
8 17.2 外反する口社で店部は若干角ばる．口社邸 白淡費B色 砂粒(la約後） 直.ll文は図示

ー類岱の内面はヘラ閉きで以下は指ナデ．ロ を含む できなかった．

絃郎外面は横ナデ、 m部-,;J部にかけての外
面にはうっすらと瓜五文がみられる。

・-， 8.1 n部に現存する 2本の凹粒、釈突文を有し、 赤岱色 若干の砂粒を 7と回一個体

屈張りの器影。内面底部は指ナデ、上方にヘ I 含む である可能性

ラ月がり、指おさえと口整されている。外面底 硝赤掲色 がある。

部横ナデ、上郎はヘラ磨き日笠．

一
10 6 翌竺に耳昧があり、内面ナデ、外面ヘラ菌 黒余褐色 かなりの砂粒

きで下半は器面はがれ不明． 腔褐色 を含む

12 哀影土岳 29.4 8.8 34 「<1字状に外反する口ほで、嬬部は丸い， 赤茶褐色 多Bの砂拉を やや不良

頸部区下に 3本、さらに下に 2本の凹掠、内 I 含む

外面は荘面のはがれにより円笠不明、外面下 賀茶椛色

部に指頭ら Lきもの．
,_  

13 28.9 「く」字状に外反し肥厚する口は部。蝠郎 談茶岱色 多且の砂粒を

はやや角ばり、刻み目がある．体部には 3本 含む

の凹稼、凹諒rillにも刻み目を比す．口笠は剥
懇し不明．

迫構に伴わない遺物（第19図）

19 壺影土岳 11.4 7 5 復元広 ロほ部は大きく外反L嬬部は丸（仕上げた “茶褐色 粗砂粒を含む 良好

沈 口社部．類紐と体郎には日1り出し凸帯がつく．
体邸凸体には刻み目がつく• 日部外口には廷

の沈森で挟んでヘラ培さ後木茉紋がみられる．

ロ迂-r;i郎の内外面は租＋デ、n邸内面ナデ、
下半は指押え後積ナデ、体部凸帝以下はヘラ

応き｀指押ぇ．庄部ははめ込み．
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闘 器 種
法 111(cm) 

形態• 手法の特徴 色
ロ径底径罪店

調 胎 土 焼 成 備 考

20 甕影土沿 24.4 「く」字状に外1J.し、溢部は荘干内傾し丸 筑淡褐色 多仕のtll砂U 竹迅i

く終る。口籍端部にti]み目、類郎に凹aとへ I を含む

ラ状工具の刺突がある。内面ヘラ間り後ナデ、 淡赤褐色

外面下部ヘラ削り、上部刷毛ナデ（縦、横、

針め）．

, ......... 

22 15.8 5.8 20 9 D*ゑ部は「<J 字状に外反し、端祁内面に 暗茶楳色 砂粒を含む 良好

凹を打す．口註ー類部内外面は横ナデ、内面 I 

上半は横糾のヘラ序き、下半は指押え後ヘラ 黒色

閃き・外面上半ナデ後刷毛、下半ヘラ磨き．

23 鉢形土器 18.5 5.3 1l .6 体部は内i巧して上がり、口緑部は外反して 淡赤褐色 机砂粒を含む 粗砂 1-2, 

端部は丸い。内面ヘラ削りし外面llflき後ナデ I 3 m::i 

にて仕上げる。 黒色

I 一• 一

24 18 2 11 丸底に近い底部、体部は絞やかに内存して 淡褐色（内） 粗砂粒を含む 赤褐色庇料ら

立ちJ:_がり、口ほ部は外反し娼部は丸い。ロ 褐色～黒色 しきものがみ

tゑ内外面は横ナデ、体部内面指押圧痕、外面 （外） られる（外面

は叩き後中程より下はヘラ削りを行なう。 の一部に）。

25 8.6 安定した平底．内面は上部より崩毛ナデ。 淡黄白色 組砂を多且に 良 砂つぼい土謡

ヘラ閉き・ヘラ削り。外面はヘラ磨き。 含む

土墳 （第20図）

21 壺形土器 12.8 8.6 28 4 D緑部は大き〈外湾し肥厚で油部でわずか 白灰色 かなりの細砂 良好 胴下半の4分

下方に拡張。類部～胴部間には 2列3ケ所に I 粒を含む の1が黒色。

剌突文。口粒ー類部の内外面は横ナデ、内面 暗灰淡褐色 底部は荒いヘ

はクシ状工具、下部は指ナデし一部に指頭痕 ラ削り。

を認める。外面上半屈lj毛~ 中程はヘラ磨き、

下部はクシ状工具。若干底部は上げ底気味。

, ―-
26 7 安定した平底である。内面指ナデ後嗣毛ナ

陪黒淡.. 灰灰色戌茶（店茶！' 外茶色褐）色（色内） 

細粗砂を含む

27 7 デ、底部はヘラ削り、 27の内部崩毛はわずか

に残る程度。外面はヘラ磨き。縦横 (26入器

体上部には刺突文あり (26)。

28 縄文土器 体部の一部分。内面ナデ・外面は爪形文｀ 砂粒を含む 埋士内にて出

ヘラ削り。 土した遺物。

29 4.5 底部は上げ底。内面刷毛ナデ。外面は縦横 黙茶色（内） 粗砂粒を含む 抒通（良）

のヘラ削り。底部はヘラ肖I）り。 暗褐色（外）

30 壺形士怨 8 7 序い平底の底部で、体部は除々に薄（類部 褐色（内） 細祖砂粒を含 良好

で序さを増す。頸部内面は横ナデ、体郎内面 白i炎黄色（外上） む

は別毛で下半部は指ナデにて仕上げる。外面 淡褐色（外下）

は荒い刷毛、下部は細かい届栢毛。

31 甕影土若 20. l 5.1 32.3 若干上げ底の底都．類部で逆 rL」字状に 赤福色 細砂粒を含む

屈曲して口ほ部に至る。口縁部の器壁は厚く

端部外面に退化凹aをみる。口は一類部の内
外面は横ナデ、体部内面の上半の一部に届3毛
目｀その他はヘラ磨き。外面の頸怒直下には

横ナデ後甦の刷毛比胴部位大径より下はヘ

ラ底さ．

32 10.4 安定した平底を呈す。内面腐毛ナデ上げ、 淡赤褐色 細砂多く含む

底部は指ナデ。外面はヘラ磨き。 （もろい）

33 鉢形土器 11.2 2.8 4.5 底部は平底で、器壁は若千薄くなって斜め 淡黄褐色 紐・粗砂粒を 廿通（良）

上に立ち上がり、口紐嬬部は丸くなる．口ほ 含む（もろい）

に一対の穴をあけている・・内外面とも指ナデ．

34 I鉢形土注 20.1 7.4 17.5 わずかに上げ底を呈する。体部は内傾して 淡茶褐色（内） 紐砂を含む 良好
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罪 器 種
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 ;ili 胎 土 焼 成 伯 去J 
ロ径庄径呂“

35 鉢形土巳 6 上がり、口緑邸で逆 rL」字状に屈曲する． 口灰茶粕色

ロほ召邸は丸くなる (34). ロ樟一項記の内 I 

外団は慣ナデ．体郎内面の下字は指押え...I:. 閉色{3-1の外）
キは積、幻めのヘラ聞き・外面下キヘラ閉き、 浜茶紀色

上キ紅の駁毛 (34)、横の広毛ナテ技ー記1こ紅 I 

のクシ目 (35). 瓜色(35の外）

±i農募（第22図）

36 壺影土荘 17.2 8.7 39.6 頂郎から rハ」字状に開く E郎は丸昧を符 烈j只灰色 filfj, れ R好
ち、平底を呈する．碩証から逆 rLJ字状に I (Juー 2•3ca)

屈曲し、上にのびる口ほEを貼り付け、端伍 瓜色（内） を含む

は丸い仕上げ．口絃四の内外団は横ナデと息 日茶褐色｛外）

われる．体郎内面中位にはヘラm『)がみられ
る．外面田中位を除いて切毛ナデ。

±i農（灰穴ー 1) (第24図）

37 壺影土荘 19.2 口紐端部は上下に拉張し、外面に退化凹は、 白淡費色 砂位を含む R好 外面に岱色邸

鋸白文を施す。内面横ナデ、外面頸部嗣毛ナ 科冷布。

デ、上半横ナデ．

38 安影土荘 14.5 r〈」字状口tlで切邸は上下に拡張し丸い． 白費i兵因色 砂拉を含む

口ほ～類郡内外因は横ナデ、類部以下の内面

ヘラI'llり、外面切毛ナデ．
,, .......... 
39 15.2 外反した口紐で磁部は上下に並張して丸い。 白賀i炎謁色 若干の祖砂拉 外面にはスス

外面には退化凹踪。口は一m茄内外面は横ナ を含む の付芯．

デ｀体部内面ヘラ開り、外面月部に擬凹椋、

m部は配毛ナデ．
•• —-
40 14.2 「く」字状に外反Lた口註邸で箔部は若F 茶掲i色 多位の臼砂拉 やや不良

拡張気味、口絃―頸部の内外面はロナデ• 体
褐色

を含む

邸内面指ナデ、外面下半尉毛ナデ、上キ部で I 
は指押えの艇跡がみられる． 黙色

... —-
41 15 5 2 21.4 た印Lた口ほ部で r(」字状に外反し、嬬

U 貧浜●淡迅，， 汲悶色謁●"色色色I 

砂位を含む 外面スス付滋

部外面に退化凹諒を有す．口絃～類部内外面 E白灰貿白 内） する．

横ナデ、体郎内面下半尉毛ナデ、上半ヘラm
り、外面嗣毛ナデ． 赤淡迅 外）

ト・・-一
42 5 4 わずかに平底を呈する若種• 内面ヘラ日が）、 累色～ 砂粒を含む 良好

外面届1毛ナデ 白淡灰黄色,, ____— 
43 6号3 平底を呈し、内面は指ナデの指圧紅．外面 乃灰白色｛内） 砂位を含む

ヘラ閉き．

“ 
在杯影土脳 20.9 坪部は内切し、口仕証は外反L嬬部は丸く 白費褐色 水泣帖土

仕上げている．杯祁の内外面は丁寧なヘラ磨

き、脚部は「ハ」字状に開くものであろう．

脚柱外面指圧tr{.内面ナデ．

住居址ー1(第39図）

45 川影士巳 10 外反して斜め上方に伸びる口ほ部で沿邸は 白質i炎ほ色 t.'I製枯土で砂 良好 砂位は l=以
丸い．体部は若干内傾• 内外面口紅一頚郡は 拉を含む 下のもの

横ナデ、体部内外面は刷毛ナデ．

46 2.4 内面ヘラ閉り、外面指頭哀が残る。 汲茶ほ色 f;'i !,; 帖土

研叫沿を含む

47 
台付

6.4 岳堕が厚く内傾する体邸に、つまみ出した 白i炎黄氾色 砂位を含む体影土器
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闘 器 種
法 :Iil:(cm) 

形態• 手法の特徴 色 謂 胎 土 焼 成 備 考口径底径若店

台部がつく．端部は丸い• 台の付け摂郎分に

押圧頭を残す．内面剃毛ナデ．

48 体邸の一部であり．内面には指圧痕．外面 白淡褐色（内） 粗砂粒を含む 良好

は叩き後尉毛、上部はクシ目が残る． 淡茶褐色一煎 (1 ilm前後）

褐色（外｝

住居址ー2(第39図）

49 甕形土苦 16.5 「く」字状に外反し、嬬節は僅かに内傾し 暗茶褐色 砂粒を含む 良好

50 13,9 て上方に伸びる。口樟部内外面は横ナデ、拡

張部外面は 9-10条の栢描平行沈線文。内面

ヘラl'llJり。

51 rく」字状に外反する口緑で端部は上下に 白i炎黄茶色（内） 柑製枯土 褐色塗料が一

つまみ出す。内面上部横ナデ、下部ヘラ削り、 暗茶色（外） 若干の砂粒を 部残存。

外面ヘラ磨き． 含む

52 顆部一体部の一部は内面朋毛ナデコ笠。外 淡茶褐色（内） 若千の砂粒を

面は叩き目。 暗茶褐色（外｝ 含む

53 ＇益形士踪 14.6 11.5 外反する口往で端部は垂直に立ち、外面に 賞岱色 砂粒(IH前後） 類部にヘラl//i
（現在） 退化凹椋がつく。口緑内而ヘラ磨さ。顎部は 黒褐色の部分 を含む。 幾何学文様。

シポリ、以下はヘラ削り。外面口籍部～頸部 もあり。

は横ナデ、以下は斜めの屈1毛。 転用器台

54 7 内面ヘラ削り、底部は指ナデ、外面ヘラ磨 明茶褐色 砂粒を含む

き。

55 壺形土器 19 ロほ邪はわずかに外湾して上方へ張り、嬬 粗製帖土

部は上下に拡張し外面中央に在み而を有す。 若干砂粒（細

ロ様部内面は問毛ナデ、外面は指おさえ後刷 砂）を含む。

毛ナデ、類部内面はシポリ後ナデ、外面ナデ

後凹椋。

56 7.3 内而ヘラ削り、外面ヘラ店きで下部に指頭 暗黒低色 砂粒を含む

痕をみる。

住居址ー3(第39図）

57 用形土器 若千体部に張りを持ち、口仕部は外反Lて 淡黄茶褐色 精製枯土 良好 細砂→1 .... 以

斜め上に伸びる．内面はナデ・外面は尉毛ナ （内） 若干の細砂を 下の砂粒

デ、＇ 掲色（外） 含む

58 4 つまみ出した台部で上げ底を呈す。内面ナ 白淡茶色 精製帖土

デ、体郎はヘラ磨き、台部は指頭押え、＇ 若干の紐砂を含む

溝ー7(第27図-34図）

59 壺形士群 19.3 10 3 36.3 ロ樟部内外面横ナデ• 体部外面刷毛ナデ。 赤茶掲色 細粗砂を含む 良好 底部若干黒色

内面はヘラ削り． 部分あり。
,_  

60 13.1 9.4 32.1 〇ぽ部内外面横ナデ・外面財毛ナデ。内面 乳灰白色 細砂を含む 外面上半に化

下半ヘラmり、上半指ナデ． 白灰色一灰黒色 粧土をみる．

""ー·—
61 23 8 61は外面ナデ• 内面ヘラ磨き．頸部より下 黄岱色 若干細けを含む 61は転用器台
62 18 はヘラl'lqり.62の口紐内外面は横ナデ、体部 赤茶褐色 細砂粒を含む ?。 64の外面
63 32.8 は財毛目を庶す。内面体部はヘラmり、 63は 乳白賀褐色 細砂を含む には赤褐色顔

64 16.6 ロ様がクシ瓦内面は扇毛ナデ・外面は 2cm 料塗布。

位の板状工具によるナデ、内面ヘラ店き、頸

部はヘラ閉り．“の口ほ祁内外面は積ナデ、 灰黒色 細祖砂を含む

体部外面は上半がヘラ閉き、下半は荒い閤毛｀ 陪貸茶褐色
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百問川当麻遺鯰

踪 器 種
法泣 (cm)

形蛇• 手法の特徴 色 四 胎 ± 焼成 備 考
〇径底径. tit'i 

項記内団はシポリのち団ナデ、以下はヘラ忙

り．

65 壺影土器 18.8 13 39.6 口t賣郎から頂邸にかけての内外百は罰ナデ、 口茶褐色 田・粗砂を含 R好 控定復元であ
(!) 
体郎外西はヘラ閉き、内面はヘラmり． 赤茶褐色 む る．

I 

白黄灰色

し―ー・・--・

66 15.5 n部の非常に刃った巳影．口註ーr:tfiiの内 白賀淡褐色 若干の担・租

外面は横ナデ．体部外面Ii屈毛ナデ• 内凸は 砂を含む

ヘラm凡

一
67 頸紐は内傾して粗狂く上がり、外反してロ 白賀淡褐色 印m砂を含む 紐&-111:1:1前

j 樟Eに至も口緑部は大きく外反し釘めに上 m色 後

70 がり嬬巳を上下に掟弘Lている．口籍嬬Eに 汲買褐色 細砂を含む 粗&--1ー2

は2-4本の迅化凹録をみる．口ほ内白、ロ c:i前1麦

樟溢郡内面は横ナデ.rn邸内面はシポリ後上
半ナデ (67).下キヘラF'iiJIJ (68• 69)、外面

は刷毛＋デ、ヘラ削り後数本のヘラ茄き沈祝

(70を除く）噌 69の口ほ外面はヘラ序き．

一
73 24.4 外反した口ほ郡で嬬邸を上下に拡張する． 淡賀褐色 細砂を含む 73• 74の口ほ

嬬部内外面積＋デ後外面に鋸由文(73).横ナ 沿郡外面にペ

74 19.6 デ後凹粒(74).ロほ～類都の内面指頭圧後ク ニガラ塗布．

シ状工具のナデ、外面は指ナテ(74).

88 台付 14.6 12.2 22.6 貼り付け田部で、 「く」字状に外反する口 赤掲色（内） 紀砂を含む

I 壺形土沿 14.4 8 5 15 樟部で嬬胚は内ほLて丸く終り、外面には凹 赤岱色 (88) 

90 9 7 粒｀以下横ナデ．口ほ内面積ナデ、体部内面 I 細祖砂を含む

上半は横のヘラ削り｀下半は針め上方に向け 択褐色（外） {89) 

てヘラ削り後ナテ• 印底内面ヘラ削り後横ナ 淡賀褐色（内） ＂製帖土 (90)

デ・外面横ナデ(88).「<J字状に外反し沿邸 白貿沿色

は記厚し、布千上下に拡張Lている．内面指 ． I 
ナデ、阿氾外面指押え後ナデ．内五ナデ(89)。 黙灰色（外）

体蔀よりつまみ出した裾都で嬬部は九<nる。 淡費侶色（内外）

底部は円板上の貼り付It.体部内面指ナデ。

外面ヘラ庖き。下部一据部は指頭圧艇、内面

はヘラ磨き (90)。

91 哀形土若 14 外反して、垂訂或いは内傾、外傾する口縁 臼賀色 細・紐砂拉を 外面に赤褐色

！ 14 荘部で九く仕上げていか口社口部外面には
灰白閂賀Ii色炎（褐内色） 

含む 化粧土(91)

96 15 退化凹稼攻いは凹がみられる．口樟ーm邸の
13.8 内外面は横ナデ．体部内面はヘラ J'j~叫指押 淡褐色I（外）
14 4 圧頭をみる．頸部に指押圧預(92• 96). 外面

14 は屈毛ナデ。田部ヘラ団き。柏円形の押圧衣

をみる (94).

97 小型 9.6 5 10.3 給々に碍〈なり、 m部で外反し口絃嬬部は 諒色汲年（内） 細.tll. 砂を含

98 甕形土粒 4 2 上下にわずか拉張して外面退化凹aを認める． B祖色～灰E色（外） む

ロほ～類部の内外面は核ナデ• 体邸内面は指 淡黄岱色（内）

押え後ヘラIn')。外面指押え後巳毛ナデ．底
汲賀黒！色紐色

部ヘラ切り (97).若干上げ底伝味．頂邸内外
灰（外）

面横ナテ”•体部内面指ナデ上げ、外面垢毛ナ

デ仕上げ {98).

99 ミニチュア 5 5 2.8 』6.8 類邸で外反する口社邸で沿部は丸くわずか 浜貿出色 ＂製帖土

に内傾れ昧．沿記外面に凹を持つ．口註～頚

部内外面は積ナデ、体邪内面指ナデ上げ、外

面はn糾めのナデ、下郡に指押圧狽をみる．
トー・，ー・.,

100 3 5 内 i:'fする体部である• 内面はヘラ閂り前後 白焚i炎岱色 tll砂拉を含む 粗砂粒→ 1-

指ナテ、外面ナテ。底岱は指fljlえのようであ 2·3~ 

る．

IOI 襄影土岳 ll.6 「<J字状に外反する口註記で｀氾記はわ 淡紐色（内） に祖砂を含む E部に若干ス
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低水路調査区

闘 器 種
法砒 (cm)

形態• 手法の特徴 色 潤 胎 土 焼成 備 考
口径底怪器店

102 甕形土召 12 ずかに上下に拉加する。口社一類郡の内外面 淡褐色 スの付名(102).

は罰ナデ．内面ヘラ l'l~ り・外面r.1部横十デ． I 

肛部ヘラI'llり (101)。左右岱めの崩もナデ 茶褐色

(102). 灰淡褐色（外）

ト一... — 
103 16.2 6.1 28 6 内i内する口ほ部で沿部は若千fl'.厚し丸く終 -.ilt色をおびた 細・机砂を含 良好 外面にススの

る．口n一頚部にかけての内外面は横ナデし 淡茶褐色― む(lmョ前後） 付行がみられ

外面上半横ナデ、 n部以下刷もナデ、内面へ 開茶褐色 る．

ラ削り．

I一.''"

104 15.2 6 27 9 口栢箔部が若千外反し、丸く終る。口様～ 白賞淡褐色 細・祖砂を含 外面にススら

類部にかけて横ナデ、外面は別毛ナデ｀内面 む(1mm前後） しきもの付芍。

はヘラ削り。

ー・—•• 
105 13 5 4.4 18. l ほぽ垂直に立ち上がる口fゑ部で端部は先約 茶褐色（内） 細・粗砂を含 底部近〈は想

りで終る。口 i呵•-類部は横＋デ、外面刷毛＋ 研茶褐色（外） む(Im::前後） 色を呈す。

デ．内面ヘラ削り。底部若千上げ底を品す。

I••• 一
106 13.2 5 4 23 2 ほぼ垂直に上がり口縁部で娼は丸く終る。 淡赤褐色（上半） 粗砂多く含む やや不良 下半にスス付

口樟ーm部は横ナデ、体部外面は別毛ナデ、 岡茶褐色（下半） 党。

内面はヘラ削り。
,._ 

107 13.7 やや外反する口枯部で嬬部は丸（終る。外 質色をおびた 細砂多旦に含 替通 屈下部は灰黒

面はn部、内面頸部まで横ナデ、外面下半へ 淡褐色 む （やや不良） 色一黒色．

ラ状工兵内面ヘラf'liJり。

, .. 一・―-

108 16.4 6.3 26 6 ほぼ垂直に上がる口緑部で沿部は丸く終る。

灰黒白H灰色色（-淡I外/;l黄灰）色色（内） 

細•点'IL砂を含 良好 上半は若干赤

外面n、内面頸部まで横ナデ、外面下半刷毛、 む 昧をおびてい

内而ヘラ削り。 る。

109 壺形土器 17 .6 頸部が只 J字状で口絃部に一状の凹線を

黒昭白黄茶色淡！褐（外褐色色）（内）みる.li-t部に角を持つ。口粒ー類部の内外は
横ナデ、外面刷毛、内面ヘラ削り。

'..... 

no 12 5 6 3 26 9 体部が丸味をおびる。口緑嬬部は先細りで 赤茶掲色（上）

終る。口紐内外は横ナデ、外而類部以下は刷 白筑掲色（中）

毛、内面の類部までヘラ削り。 黒灰色（下）

111 甕形土器 11 9 5 22 「く」字状に外反L踏部を若干上下に張り 淡茶褐色 焼成後に底部

出す。口ほと類部の内外面は梢ナデ、外面届り 穿孔

毛ナデ、内面ヘラ削り。

←ー一・

112 11.1 3.7 20.7 「<J字状に開き、口t泣迄部先細りに上が 白賀淡岱色（上） E大径は口部
る。口社内外面は横ナデ、外面剥毛ナデ、内 I は1か中央部。

面ヘラ削り。 黒茶褐色（下）

, ... 一・
113 16 4 4 9 26.6 r〈」字状に外反Lて口註嬬部はわずかに 黒茶色 外面にスス付

尼厚している。体郡外面は団tナデ、内面は i 芍｛類部-~

ヘラ削り、外面下茄はT京なヘラ磨き。 白賀灰色 部にかけて）

● ,_—• 

114 13 1 4.9 15.8 「い字状に開（口樟、路部はやや上向き 黒灰岱色（外）

になる．口tゑ一頸郎の外面はt..tナデ、内面は
暉白尻虹色色（ふUこ指円さえの後ナデ、下半はヘラmり。

——..... 

lf5 ]3.1 4 1 仕大 斜め上へ外反し、培都は九くたる。口紐～ 硲灰ほ色（内） 多伍の幻．粗

22.7 類部の内外面は栢ナデ、外面は駁毛ナデ仕上 灰褐色 砂を含む

げ、内面ヘラAlり、底岱ヘラ切り。 ー赤伐色（外）

,-
]16 13.6 5.5 21.3 rく」字状に外反L、沿郡は先紅りにつま 淡茶掲色． 紐・祖砂を含 体部にススの

み上げている。 ati~m記内外面団ナデ、体 む 付布がみられ

郎外面屈毛｀内百ヘラmり。 る．

117 鉢形土諾 42.2 11.6 24 7 口樟から;:taにかけての内外西校ナデ｀以 白費褐色 少.li1:の紅砂を 一部に赤色既

下はヘラ閉き｀外iat半にはフシ目が投る． 含む 科が残る。
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百間川当麻遺跡

辟 路 紐
法 ft1(cm) 

形態• 手法の特徴 色 関 胎 土 焼成 伽 考ロ［全工庄 D!'i

!18 棺尼土召 6 2.6 4.8 わずかに内 i:1~味の口註名．内外面共に指 白霞色（口様） 紐・阻砂を含 良好 手捏土翌

（ミニチュアI ナデコ豆庄郎は若干あげ底を呈す． 灰黙色（下キ） む

121 川影土苔 7.3 外fi.する口ほ.iii郎は丸く終ふ内外面共 賀褐色 水こ L帖土

にナデ3双で仕上げている．

122 鉢影土呂 14 8 6.6 122. 123、]26は内汀する口紐で｀若干の
淡白英白寅褐色茶色掲色

すべて 内外面に赤褐

15.4 8.4 庄江を持つ．口は内外面は横ナデ｀内外面は
買掲

水こしf/j七 色化粧土{123),
123 14.2 6.8 T寧なヘラ序き (122、126)、123はナデ日位、 I 外西にススら
126 16,6 8疇7 ほぼ訂立する口ほ記である.127の外面ナデ菖 灰黒色 しきもの付氾
127 15.7 それ以外はヘラ内き、わずかに上げ底気床で 茶掲色

(129). 
I 

129 ある.(127} 町褐色
•• 一・

124 12 9 9 7 丸〈内汀して先釦りで井る口樟、嬬部に1よ 町茶迅色 水こ L帖土 約加!!.ll色
穴がクたれている．口籍内面指おさえ、他の I 若干の机砂を

内外面はヘラ陀き． 白黄褐色 含む

130 J!ll影;l:路 19.4 覆元8 ゆるやかに .lがる口樟で~£?,は丸くれる． 賀昧をおびた 水こ L帖土 双方に印茶褐
131 19.4 衿 内面ナデ、外面下キで底郡はヘラmり、 J:.キ 白色 色紐料捨布．

ナテ．

132 i!'!iH、U:i:応 15.2 杯茄内面はヘラ序き後ナデ論口樟外面は日 杯部..... 水こし帖土に 透L孔は 4ケ
ナデ｀体部はヘラ閉きt麦ナデ．田柱内外面は !!.¥茶椙色～ 若千の細砂を

ヘラ r.~リ、閲部内面ヘラ削り後ナデ、外面は
珀赤褐色

含む
田部…•• • 

匂毛ナテ、垂紅に立ち上がり若干嬬部が外反 赤茶掲色―
ら（昧の口t辰部． 町茶掲色

·-— 
133 18.] 口籍邪内外面積ナデ、杯内面指ナデ、外面 白賀灰白色（内） 細砂を含む

は印毛ナデ、浅い杯節から垂れに立ち上がり 印茶褐色（外）

嬬茄は丸〈終る．
ー,___ , 

134 28 2 22 6 14.5 杯印は 2段に作り、やや内傾する口縁部を 質汲褐色 かなりの伍の やや不良 透し孔は 3段

もち｀箔部は丸く終る• 阿紐一裾部にかけて 細・れ砂を含 にみられる．

は2ケ所に貼り付け凸帯がある．据沿部は先 む

細りになる。これは 3つの別々の和を接合し

て作り上げている• 内外面の::,;inは序法が況

しく不詳．裾凸帯にヘラ描きが施されている．

—•• 一•

135 ll.4 133の小屯のもので、体郎が内傾する．口iゑ 水こ L粘土 良好 全体に明茶褐

内外面は横ナデ．杯内郡は切毛ナデ、外面は 色紐科の位布

指ナデ、駒部内面指ナデ。 がみられる。
', ___ 
136 16.4 12.& 8.2 135をやや大きくした『；．口樟部はわずかに 楼賀褐色 水こし粘土

内傾し嬬郎は丸く共る• 関柱邸から「入」字 I 若干の細砂を

状の組部で嬬筋は丸い• 脚柱内面ヘラ l'l~ り、 莉赤茶氏色 含む

その他は駁-~ナデロ笠．
ト一., ' 

137 17.3 12.4 11.3 外反する口籍郎で刃部は丸く終る．内外面 白i哀褐色 水こし帖土

横ナデ．体郎内外面尉毛ナデ．田．裾内外面 賞褐色～淡赤 (ta砂を含む）

は横ナデ． 褐色

ト――-

138 16.6 10.1 ， 体祁はわずかに内傾して伸び口ほ部は大き すぺての土苔

139 15.1 10.6 7 9 く屈曲して外反する。印柱から「八」字状に が水こし粘土

140 19 12.2 8.3 広がる裾郎で~ 嬬郎は丸い (14)-145•148~ を用いている

141 18.8 11.8 9.9 14017)m部はわずかに立ち上がっている．

142 18A Jl.8 ， 杯内外面はヘラ磨き (140、)4)、144、145、
143 19 4 13 8'.9 146. 147、)49), ロほ内外面桟ナデ、体祁内

144 19.8 外はヘラ磨きもある• 印、括部についても外

!45 23.7 面閉毛ナデ、ヘラ序きがみられる．

)46 16 8 10 8 9.5 序柱内臣ヘラm叫裾内面はほとんどナデコ

147 15.1 笠．

167 6,6 底岱は平底If多を呈す．内面は指頭圧衣、ヘ 白灰色 細・粗砂を含 赤揺色の化粧
I 5 

ラ印り、外面はヘラ閉き(169:171)、釘毛ナ I む 土をおしてい6.2 
173 5.2 デを比す.:n下部に指頭哀もみられる (171、 棧費褐色（内） る (173)
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低水路誦査区

種＂ぶ合
••••• 
＇ 
図
号
挿
番

形態• 手法の特徴 色調 I胎土 I焼成 I備考

172)。169、17117)底部は布干張り出している． 昂灰褐色

1G9の底郡には焼成後穴をあける。 I I 
n灰淡拭色（外）

溝ー13(第34図）

153 I 軒丸瓦 中央に三巴文、因囲に珠文を約24糾を巡ら I 白淡灰色
す外棟は索文である。裏面指ナデ。

若干細砂を含 I良好
む

154 I埴稔 タガ貼り付け後外面横方向の制毛目を施す. I 白淡費褐色 I 細砂を含も~ I 款牧である
タガは横ナデで仕上げている。

溝ー5・9(第34図）

157 製塩土沿 4 8 脚部は「八」字状に広がり、体部も内傾し 茶黙灰色（内） 粗砂粒を含む 良好

て立ち上がる。内面ナデ。外面．脚部ともに 陪欽白色（外）

指頭痕が残る。

158 壺形土器 12.8 肥mした頸部から斜めに立ち上がる口樟部 淡茶色 若干の紐砂粒

で、嬬綿はやや内傾気味で九く終る。 CJlt- を含む

顆部の内外面は横ナデ、内面ヘラ削り、外而

ヘラ磨き。

159 台付 8.5 「八J字状に外反しながら下方に広がり、 乳白色 細砂粒を多く やや不良

壺Jff,土紐 下沿部は丸い。体邪は紐やかに内傾して上が 含む

る。底部は円板の貼り付けと思われる。口整

は表面剥甦のため不明瞭。

160 壺彩土器 3.7 平底に近い底部で器竪は/Tl-,<、内傾する体 灰白色（内） 精製粘土 良好 外面に黒色部

にニチュア） 部．内外面とも指ナデ仕上げ。 淡質祀色（外） 分あり

161 類部-fi:l部にかけての部分、内面上部指ナ 白賀淡褐色（内） 精製粘土 外面に黒色部

デ、下郡ヘラf'j:Jり、外面は荒い刷毛を施す。 淡褐色（外） 分あり

外面類郡近く工具による圧痕が付く。

162 壺形土器 14.5 顕部は「八Jの字状に内傾し、類部を外反 淡茶岱色（内） 砂粒を含む

し上方に拡張して口樟部をつくる。口緑端外 I 

面に凹線をもつ。口樟靖部内外面は横ナデ、 黒灰色

ロほ—類部の内面はヘラ磨き、下半はヘラ l'it 白淡茶色

り、外面上半崩毛、下半は不明．

163 店杯形土若 11.2 「八」の字状の脚で裾端部は丸い。杯部は 白黄淡褐色 紐砂粒を含む 外面に褐色の

内傾して上がる．杯内外面は届H毛ナデ｀関外 化粧土をみる．

面ナデ、裾内面は指押え。
,_  

164 17.4 内傾した杯部より斜めに立ち上がる口絃部 白黄淡ほ色（中） 細砂粒を含む

で、沿郎は角ばる．珀郎内外面は横ナデ、杯 茶褐色I｛外上）

部内外はクシ状工具。 黒色

165 壺形土岳 4.7 上げ底を呈し、体部は内湾する．内面口笠 淡白費灰色 祖砂粒を含む やや不良

は船J維のため明確でない・外面は指押え後ナ

デを応す。

166 甕形土器 15.2 「<J字状に外反した口樟、嬬邪は内傾し 昭茶淡褐色 砂粒を含む 良好 砂粒→ l-2 

丸く仕上げる。口縁ー類郎の内外面は横ナデ、 ＝前後

体部内面はヘラ削り、外面は縦の刷毛後横ナ

デを施す．

井戸ー1-3(第42図• 46図）

114 I良影土器 114.613.6124.91 Dほ部内外面は横ナテ'.拉歪郡外面は 7-I 11¥灰色. I 0.5=以下の l 良好
176 15.8 9条の岱福乎行沈諒を抱す．体邸外面は、刷 淡灰白岱色 砂粒を含む

外面にはスス

付芍， 174の
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百澗川当麻遺跡

謬 器 種
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 匹 胎 土 焼成 備 考口径底径 Zit:.i

I 
14.4 毛目ののち箆野き、さらにU記を憤ナデ．体 浜ぷ褐色 g記に剌突

郎内正は．指頭圧a、箆mりを注す．

177 鉢影士召 32.0 18.0 口象ゑ品内外面は横ナた外団体口、底郎は 口茶岱色 1.0ai以下の砂 只好 外団にはスス
I 箆印りでヨ笠．内面体郎は .tキが豆~I) 、 uを含む烹？母 付ll.
36.5 上キが駅毛目を比したのち積ナデで仕上げ． を多く含む

178 安影土む 15.0 4.0 24.8 li4 と屈様• 体郎やや丸味をもつ． 黙灰色 0 S=i以下紗U
1一..,_ 

179 14.6 3.0 15.5 外面は、口ほ祁は積ナデ、体氾は駁毛目を 灰ほ色 0.5血〗以下の

純す．内面は、口iゑ郎が厨モ日ののち横ナデ、 砂拉を含む

体郡rよ箆~')、ナデによりコ笠．
ト•一,.—, 
180 15.0 口籍証は、駁毛目、積ナデでJll!l. 賞謁色 砂0.粒5:3を以含下むの—· 181 12.4 口は部は．外面が憤ナデ、内面は刷毛目、ナ 汲茶褐色 0.5=以下の 外面にスス付

デをおす• 体部は，外面が叩き、内面を箆nか）． 砂拉を含む 石．,,,, ... ,_ 
182 7.4 口ほ部内外面は、横ナデ．体部は、外面を 淡黄ほ色 水渡し帖土

田かい箆磨き、内面をナデで閃笠． 精良．

183 鉢形土芦 17.2 7 .0 8.5 やや内汀するもの (183)と、直ね的にのび 黒褐色 0,5l:llll以下の
184 16.2 るもの (1糾）がある。口立は、内外面とも尉 黒灰色 砂位を含む

毛状工具、ナデを応す．
． 

_,, __ ,., 

185 11.8 内外面とも、細かい箆閉き｀口絃端部は横 淡赤貧褐色 水渡し帖土

ナデを施す． 精良

186 甕形土器 14.3 22.2 口仕部は、内外面とも横ナデ．体部は、外 黒灰色 1.5mm以下の 外面n部にホ
面が刷毛目、内面が指頭圧痕、箆月1')で閃豆 小石を含む き吝れ娯
している．底郡は、やや頭蹄を残す．

G-3区土器溜り（第48図 ・49図）

187 壺形士器 19.5 口絃郡から頸部にかけては、内外面ともに 淡赤ほ色 0.Su以下の 良好

ヨコナデ-~部外面は、ハケナデ、内面は、 砂粒を含む

上半にクシナデの虹紡が見られ．下キは、ヘ

ラケズリによる．
, ____ , 
188 13.S 9.5 37.1 口は部の内外面は、ヨコナデ、日部外面に 淡褐色一 0. 五以下の

は、ククキ目が薄く残り、ハケ＋デによる仕 淡赤褐色 砂拉を含む

上げ、日部内面は、ヘラケズリで、上半は、

ケズリのほ稼が残るが,Tキは、入念であり
平坦である。

189 柑形土器 12.1 17.3 ロ様部内外面は、ヨコナデ、口部外面は、 乳褐色 1-2uの砂

上半は、クシナデ後ナデ、下半はナデによる 粒を多く含む

口部内面は、上キは、ヘラケズリ、下半には｀

指頌圧痕が見られる．
—_,., 

)90 9.8 13.4 ロほ部内外面は、ヨコナデ、田邸外面の上 乳岱色 l m:I以下の砂
半はクシによる。ョコナデ及びタテナデが見 粒をやや多く

られ、下半は、クシナデ後にナデ、 E部内面 含む

は、上キは、ヘラケズリ、下半には、指頭圧

碩が見られる。

191 甕影士丑 15.4 4.3 17.9 口は邸外面はしクタキ後ヨコナデ、 J;.J内面 赤褐色― O.Su前後の

は、ヨコナデ、日岱外面iとタタキ後ハケナ 淡赤褐色 砂拉を多く含

デ、日邸内面は、ヘラケズリ． む-・-
192 13.4 口記外面は、ハケナデ後ナデが見られ、一部 岱色一淡褐色 0. 加ョ以下の

にススが付珀する.Col部内面は、ヘラケス:,,. . 砂拉を多く含む

193 壺影土岳 8.8 5尋， 23.4 口樟部の内外面は、ヨコナ元 E記外面は 赤褐色ー浜岱色 大粒の砂位を
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低水路調査区

誓悶 器 種
法 :&1:(cm) 

形態• 手法の特徴 色 苫 胎 土 焼成 俯 考
[]径底径蛤店

一部に 9ヽケナデの紅跡が見られる。厨部内面 含む

は、ヘラケズリによる．外面には~ 丹色の化

粧土を拾ったものと推定される．

194 哀形土器 15.1 6.5 27.6 ロ樟部内外面はヨコナデ~ 刷部外面のn部 淡褐色～ 1配m以下の砂 良好

まではタタキが見られ、下半は、タタキ後ハ 淡赤褐色 粒を多く含む

ケナデ、防部内面は陶ヘラケズリで、一部に

9ヽケナデが見られ、下半は入念なヘラケズリ

による。

195 在杯形土器 17 11. 8 10 1 杯部の内外面は、 T寧なヘラミガキ、脚部 淡赤褐色 0.5mm前後の

外面は、ヨコナデ｀内面は，一部ヘラケズリ、 砂粒を含む

印柱部内面中央に、杯部に向けて径3lllllの円

孔が見られる。

'. 一
196 15.7 脚琺部の内外面は. ~ ヽ ケナデ、脚柱部の内 1 llllll以下の砂

外面は、ヨコナデ、脚柱部上面には．杯部に 粒を含む

向けて円孔が見られる。

,., ―.. , 一"

197 20 6 詞柱部内面は、ヘラケズリ、脚端部は 9 ケヽ 淡黄灰褐色 細砂をやや多 やや軟

ナデ、脚部と、杯部とは個別に造り、接合部 ～淡謁色 く含む

の外ほに粘土を貼付ける。杯部と閲部の接合

面の中央には、脚部から杯部に向けて径3口n

の円孔が見られる。
,,_ 

198 19.0 杯部外面は、端部はヨコナデ、体部は、ヘ 淡赤恨色 051111以下の 良奸

ラケズリ後ヨコナデ、内面は、端部は、ヨコ 一淡褐色 砂粒を含む

ナデ、体部上半は、クシナデ後ヨコナデ｀下

半はヨコナデ、開部内面は、クシナデ、内面

は．上端にしぽり込みが見られ、下半はヘラ

ケズリ、クシによる波状のヨコナデが見られ

る。

199 鉢形土器 14.3 2.1 6 9 器壁があれているので手法の観衣不能、底 淡褐色～ 1 mm前後の砂

部にわずかに平面が見られる。 茶褐色 粒を含む

'""' 
200 8.8 5.4 内面の一部にクシの寂跡が見られる。底部 赤褐色 0 Sli!l:I以下の砂

に円孔が穿たれている。 粒を多く含む

..... 一ー

201 18 4 8 0 外面は、丁寧なナデ、内面は、部分的にク 赤褐色 0.5口m以下の

シの痕跡が見られる。 ～淡赤褐色 砂粒をやや多

く含む

井戸ー6(第50図）

208 桟形土若 14 「（」字状に外反する口社で綸端部は外反 白黄i炎滋色潤 細砂を含む 良好

して丸く終る。端部外面には退化凹稼｀口は 昭茶掲色（外）

～類部の内外面は横ナデ、体部内面ヘラ百llり、

屈部に指圧狽あり・外面上半横ナデ、下半に

酎毛目あり。

209 在台付抗 14.3 6.2 5.1 店台はいずれも貼り付けで、断面は組仕い 白淡褐色（内） 内外面に淡賀

I ,, 15.l 6.7 5.7 台形に近い形、底部から体部にかけて、内況 灰白色（外） 灰色の化粧土

212 !l 15.5 9.3 3.1 して立ち上がり、嬬部はわずかに外反して丸 {209) を控る(210).

椀 16.3 6 5 .. 5 く終る曇内外面ともに指ナデ (209、210)。 淡茶岱色

わずかに内傾して斜め上方へ上がり、坦部は (211) 

丸（仕上げる• 内外西はナデ、底部は板目紅 灰白色 {212)

跨 (211)、糸切り (212).

213 小ユ 8. 7 5.3 1.3 底部糸切り、後ヘラ閉り、口は部は針めJ:. 匹灰色 若干に砂を含 やや不良

方へ上がり、嬬郎は丸（終る• 内外面ともに む

ナデをおす。
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百間JII当麻遺胚

柱穴 (P)(第50図）

罪 器 種
法址 (cm)

形四・手法の特徴 色 関 胎 ± 焼成 伯 考ロ径庄径むS

215 深体影土巳 17 I 10 18.5 庄巳は平底で｀わずかに外t:'JLて立ち上が 白賀ほ色一 臼・ 粗砂を含 やや不良 仕上げに化駐
り、沿口は丸くたる．口ほ郎には紐通Lの穴 1¥11:J色（内） む 土をtおLて
が対称に 1対づつある．口籍巳外面横ナデ、 白賀日色― いるようにみ
その佗の内外西は燕作立な腐毛ナデ~ 外正に 赤岱色（外） える．
はクシ状工具によるに突．

216 杯 14 .2 7.l 5.4 ・底部から口ほ茄にかけて内汽して立ち上が 賀淡赤岱色 紀け位を含む R好
り、店部は丸く仕上げる． 「八」字状に開く

貼り付けな台である• 内外百ともにナデ仕上

げ．

217 台付m 10.8 4.7 4.2 底抒から内汀して立ち上がり、口ほ沿応で 煎色 若干の口砂を

丸く終る-~郡内団に 1条の凹緯をみる．底 I 含む

郎［れ羽り出しの低い応台が付く．内外面とも 印灰色

に丁寧なヘラ序きを造す．

建物一2 (第61図）

218 杯 19 貼り付け応台で四角影に近い形を呈す．体 行灰色 む砂粒を含む 良好 体部内面かな
部内外面ナデ、底邸内Cはヘラ闇り． りマメッ．

219 四 16.6 2.6 かなり岳堕は厚い．口ほ嬬祁は屈曲し丸く 町灰色（内｝ 細砂拉を含む

仕上げる・外面上キヘラmり、下半及び内面 巧灰訂色（外）

はナデ．

220 安 rく」字状に外反する口はで嬬部は丸く仕 巧灰茶色（口≫ 砂粒を含む やや不良 外面坦部に指
221 上がか内外面とも荒い嗣毛ナデ．頸邸外面 灰淡賀掲色 圧我をみる．

に縦の荒い駁毛目 (220)。 (221) (221) 

222 椀 15 4 口ほ部は内湾気味で斜めに上がり、端部は 印茶褐色 細砂粒を含む 良好 色閃は化粧土
外傾して丸く終る．内外面ともナデ、外面下 の色である。
部に指圧痕が残る。

223 互 21.2 「八」字状に開き口紐端部は丸く仕上げて 淡汀灰色（内） 外面に自然祐
いる．内外面ともにナデ。 灰色（外） がかかる

建物一7(第61図）

外反する口岬で、嬬部はかる＜上下につ I白賞掲色- I若干の砂拉を I良好
まみ出す．内面と外面下部は荒い羽毛、上邸 黒褐色（内） 含む

は横ナデ• 白淡貨灰色（外）

建物一 8 (第61図）

225 安 外反した口拉部で端部は丸い．内面は荒い 白淡黄茶色 多紐の粗砂粒 良好 粗砂粒~→ 1-
尉毛．外面は横ナデ． を含む 211111前後

226 杯 10.4 応台は台形状を呈する。体部内外面はナデ、 閑灰色 砂拉を含む
底部内印はヘラ削り。

,, __ ., ー・・＇

227 7.4 「八」字状に開く貼り付け応台で、端部は 白浜明茶色 ”製枯土 外、底内田は
丸い．内面ヘラ磨き・外面及び底部内国はナ 化粧土の柁布
テによる仕上げ． をみる．

禽 鉢形土若 9.4 やや内傾する体郡で、嬬部は丸い．若干庄 白i炎黄岱色 組砂を含む
部らしきものがみられふ内面ヘラmり、外
面ヘラ磨き、口往燐部は窮毛ナデ、下方には

モミ碩跡がみられる。
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低水路調査区

踪 紐 種
法祉 (cm)

形態• 手法の特徴 色 潤 胎 土 焼 成 俯 考
口径底径器な

229 哀If多土若 12.7 rく．」字状の口樟部で、上に伸びた端部は 白淡賀褐色 砂粒を含む 良好

九く終る．口ほ～類部の内外面及びn部は横
＋デ、体部内面はヘラ月1Jい外面は別毛ナデ

口糀。

・-― 
230 14.1 口樟部は「く」字状に外反し、坦節は上方 白黄淡褐色 砂粒を含む

に内傾して拡張する。内外面は横ナデ。

231 E部がら口縁部にかけて器空が厚くなる。 白淡費色 粗砂を含む やや良好

踏部は外反して若千角ばって終る。内面指ナ

デ、外面J::半は縦復の刷毛、下半は指ナデ．

遺構に伴わない遺物（第62図）

232 杯 9.9 高台は貼付けで、外方に開く。在台の端部 昭灰色 砂粒を含む n好 「官」の押印

は．丸くおさめる．底部外面のほぽ中央に左 は、233と非常

文字で「官」の押印が見られる。 に良く似る．

""一

I 7.5 点台は貼付けで．外方に開く。高台の嬬部 在梁市出土

底面は．面取りが見られ、中が少しくぽむ。

底部外而のほぼ中央に左文字で「官」の押印

が見られる。

中世土墳硲（第76図）

234 椀 16 6.4 6.9 短く削り出した高台を有し、器吃の薄い体 灰色 緻密である。 良好 体部下半釉桑

部は斜め上方に伸びる．口縁端部は外方に折 （竪緻） かけられず。

り曲げて、玉縁状を呈する。

235 4、JIIL 8.6 7 1.3 底部の形態は平底。斜めに立ち上がり、ロ 淡褐色 細砂粒を含む 良好

緑端部は丸く仕上げている。内外面はナデ．

236 椀 14 6 4 7 底部から口樟部にかけて内湾し、斜め上方 白淡賀色 細砂粒を含む

へ立ち上がり、口緑端部はわずかに肥厚して

丸く終る。高台は貼り付けで、斜めに貼り付

けで逆三角形を呈す。内外面ともにナデ関笠

である。

ボーリングー 3内（第97図）

239 椀 10.1 4.3 内傾して立ち上がる体部で、口縁端部は消 筍茶褐色 若干砂粒を含 良好

く丸〈終る。内面指圧後崩毛ナデ．外面は指 む

頭病が残る。

240 荘杯 16.8 り1」字状に開く詞部で、裾嬬祁は丸く終 淡茶福色（内） 細砂粒を含む

る。開柱内面はヘラ削り後ナデ。裾内面十デ、 印茶褐色（外）

脚柱・裾の外面は崩毛ナデを沌す。

土墳 （第97図）

241 哀 18.5 乎底の底部で、絞やかに内傾して上がる体 黒色 砂粒を含む 良好 瓦m土益
部で輪積我跡を Zl!:n る• 内面下半に指押痕を

みる・全体的に横ナデ・外面は叩きを施す．

I• 一

242 32.1 「く」字状に外反する口ほ部で、嬬部は若 白i炎黄灰色（内） 田砂粒を含む

干上下には張L 、外面に汲い在みを有す• 内 淡費茶色（外）

面積、釘めのクシ状工具．口樟外面ナデ• 体

部約2.ぶ叫むのクシ状工具でヨ笠を応す。

-171-



百問川当麻遺跡

柱穴 (P)(第97図）

罪 器 種
法位 (cm)

形態• 手法の特徴 色 消 胎 ± 焼成 俯 考口径氏径丑“

255 口台付団 16 はり付け“台が付き。体茫は内泊Lて上が 汲岱色 に砂位を含む R好 ロほ坦fl5,内
り、口匹Ii丸く納める• 内外西ともにナデ i哀茶岱色（内） (lr!ll以下） 正底都にスス

口笠を注す． 賣旧色（外） 付珀．

256 小口 ， 7 1.3 ヘラおこしの底記．幻めに上がり、口ほ石 淡焚茶褐色 紀砂位を含む

郎は丸い．内外面ともにナデをおす．

258 捏鉢 27 体郎はれめに立ち上がり、口樟郡に至る． t灰色 紐・阻砂拉を む通 生やけの感じ

ロほ店部は上方に伸び丸（納め、外面には浅 {~ 部外ili) 含む がする．

いこみがつき、片口をつくる• 内外面ともに 口灰白色

横方向の指ナデをおす． （内外）

柱穴 (P)(第97図）

250 応台付俯 ll.3 4 5 3.5 低い貼り付け応台がつき．体部は伝やかに 乳白色 若干の砂拉を 良好

内傾L、口は郎に至り、箔邸は丸く納める． 含む

ロ樟部外面には凹がつく• 内面はナデ、外面

は指押え後横ナデのコ笠．

261 こしき rこLき」の体郡で、はば亜立に伸び上が 筍茶福色（内） 如・粗砂拉を

り、取手が貼り（寸<.内面は指押え後窮毛ナ 白賞淡褐色 含む

デ、取手の内にには指頭頭が残る．外面は荒 （外）

い縦方向の尉毛ナデを施す• 取手は指ナデ。

土墳 （第98図 ・99図）

262 ほ鉢 30.7 体部は糾め上方に上がり｀器只のmぃ口往 黒茶褐色 若干の細砂粒 良好
263 30.6 部をつける。口樟部には内傾する面を有す． I を含む
269 32.4 14.6 10.9 外面は凹凸が苓しい。内外面の口笠は横ナデ 巧灰茶椙色（内）

を施す．条ねは 8本又はそれ以上とみられる． 町赤茶掲色

269の外面下部並びに底部はヘラ削りを泊す． I 

烈茶褐色（外）

—-· 271 23.1 体部は内愕れ味に針め上方に立ち上がる影 閉茶岱色 若干の粗砂を
272 12.7 態で、貼り付け、或いは削り出し荘台のつく 含む

ものであか内外面ともに憤方向の切毛ナデ

を比す.271の底部外面はヘラ削り。

278 鉢 11 6 ]] 7.5 ヘラ切りの平底を呈し、体部は若干内傾し 珀赤茶褐色（内） 及方の外面は
12 3 12.4 7.3 て立ち上がり、端部は体部に肛交する形を示 珀茶褐色（外） 杜弟をかけて

す．内外面ともに横ナデ、外面下部にはヘラ いる．

開りを施す.278は若干上げ底を呈す．

280 土鍋 36.4 体部は斜めに立ち上がり、逆 rL」字状の 焦百灰色（内） 細砂を含む 外面にはスス

記厚した口はで｀端郎は丸く共る。内面のロ 黙灰色（外） が付店

緑部に近い所に五受け(?)状の鍔が貼り付

さ、対称に一対の穴が開いている．内面は嗣

毛ナデ、外面口紐下積ナデ、その下は指押え

の巧整を施している．

281 羽釜 19.8 体部は内傾し口ほな邸は丸味を持つ．外面 黒色 若干の細砂を 鍔より下には

口樟下には貼り付け凸帯の鍔が逆ふ鍔の内 含む ススが9す沼
面佑には指頭紅をUめる• 内面腐毛ナデ、外

面”より上には指頭桟、下は指ナデ、

""—-— 
盆 J7.8 281と同影Eで,Rの上証に一対の釣り手の 黙色 粗砂粒を含む

283 18 貼リ付けを比 L ている• 内外面の口笠も同様 I 

手法である． 黒掲色

284 鉢 13.6 13 7.1 278と固tm瓦 黒褐色（内｝ 若干の細砂を

閃茶褐色（外） 含む
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誓磨 器 種
法祉 (cm)

形態• 手法の特徴 色
ロ径底径荘店

潤 胎 ± 焼成 俯 考

287 槙 5.5 削り出しのな台がつさ、体部はaゃかに内 白灰色 緻密 良好 淡貨粒色の粕

傾して上がふ内面積ナデ、外面J:.半ナデ、 薬がかかる．

下半一底邪はヘラ n~ り。

一288 11.4 内汀する体部、 D舷部は若干外反し、沿部 白黄淡茶色 若干細砂を含 白貿淡茶色

は九くなる。内外面ともにナデにて終る。 （内、外） む。微砂竹 （釉薬）

290 土銭 24.2 内傾した頚部より直角に伸びる口樟部で、 淡褐色（内） 祖砂粒を含む 外面にススの

292 30 端部は上下に拡張する (290).内沼気味に立 付芍`

ち上がった体部で「<j 字状に外反する口樟 粗砂拉→ 1-

部で端部は肥厚して丸く紆る (292)。前者の 2• 3 mi 

内面は尉毛の横ナデ、外面横ナデ、体部は指

押え後荒いナデ、後者は、内面クシ状工具、外

面横ナデ（口絃）、体部指押え後縦．横方向に

クシ状工具の苫整を施す。

迫構に伴わない迫物（第102図 ・103図・ 104図・ 107図・ 108図）

293 壺形土器 8.2 「八」字状に内傾し口緑部に至り、嬬部は 昭灰黄色（内） 相．砂拉を含む 良好

丸（納める。口ほ部には対称に一対の穴があ 昭賀色（外）

く。内面は指押え後指ナデ、外面はナデ後へ

ラ描き沈線.i皮状文を施す。

,.'···-'— 
294 12.4 「八」字状に内傾して口ほ部に至り、口ほ 淡黄褐色(294) 細祖砂粒を含

沿部は肥厚する。口ほ沿部に刻目、山劇部に 照茶褐色(295) む

295 12 貼り付け凸帯を巡らし、凸帯に刻目を施す

(295)、内面上部横ナデ、下部ナデ上げ、外而

はナデ後12本のクシ描き波状文を施す(294)。

295は内面横ナデ、外面凸帯上部はナデ、下部

はナデ後波状文を施す。

,_—· 
296 8.8 外反して口ほ蔀に至り、嬬部は若干上下に 淡賀褐色 砂粒を含む

拡張され、外而に浅い窪みを持つ。類部には

謂整後対称に一対の穴をあける。内面ナデ、

外面上半横ナデ、下半は斜めの崩毛を施す。

紅下部に凹線らしきものがみられる。

297 深鉢形土器 16 3 11.8 17疇9 乎底の底部で．体部は外反して上がり、ロ 白淡賀色 細砂粒を含む

様部で若干内況気味になり、記厚Lた靖部は

内傾する。口様と底部には対称に一対の穴を

あけふ内面苫監は下部でシポリ後ナデ、外

面はナデ後嬬郡に刻目、以下クシ描き波状文、

同沈線、波状文｀波状文、沈線、朽突文と絞

く。

302 壺形上粋 19.4 顎部より「く」字状に外反し斜めに立ち上 黒色～黒褐色 細祖砂粒を含 砂っぽい。

がる口縁で、口絃嬬部は垂直にのびる。端部 （内） む

内外面は荏んだ影をとる。口社部内面はヘラ 暗茶褐色（外）

閉き．外面は横ナデを施す．

I —• 一・
306 「く」字状に外反する口籍部で．名部は内 淡貿岱色 細砂粒を含む

傾して上下に拡張する。顆部—n部間に輪積

み預をみふ蟷部外面には退化凹諒．口ほー

類部の内外面は横十デ、類部—n部内面は指

押え後ナデ、体部はヘラmり、外面上半困方
向の腐毛、下半はヘラナデ後腐t;;::1竪。

307 台付直口 6.5 12.4 18 r八」字状の口ほで、除々に外反しながら 淡岱色 水泣し枯土 透し穴は 4ケ

壺形士器 立ち上がり• Dほ端邸は丸く荘る.Cij部は江

江玉状を呈す。阿部はやや内傾する柱状部か

らりり字状に広がり、除々に渇くなる．ロ

樟部、巳邸し詞部の三つが貼り付けられて 1

伍体となっている. [l絃na外面には、小さ
くて浅い凹aが2本みられる。内i.5;!笠はロ
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誓扇 器 柚
法試 (cm)

形匹•手法の特徴 色 四 胎 土 焼 成 偏 考口径庄径 St'i

籍の上口分の三がヘラ巧き、口分の一と口内

に上半が横ナデ、下キは横日の5毛．阿柱内
口はヘラにり｀区内口は駁毛ナデ．外ばは全

体がヘラ店きを紐L、ほ石記は内外面とも横

ナデを行っている．

310 地影土E 9.8 7.4 r(」字状に外反する口ほにはさらに内は ~i炎氾色 臼砂位を含む 良好 ロ樟嬬紐内外
して立ち上がり、ロwa記は内煩し丸（納め 面に賀掲色の

る• 内外王ともにナデ仕上げ． 化粧土残る．

311 体形土庄 内汽した体祁から、記口した口様は内はし Ai炎灰色（内） 臼祖砂を含む

て立ち上がり石邸は丸く納まるものであろう． 白淡賀色（外）

m紐内面は西をとった棧がつく• 内面全体に

わたって杭、糾の刷毛ナデ、外面口樟横ナデ、

体印は叩さを珀す．

313 台付阻 12 体部は訊粒的に開さ、口樟.:aoは丸い．貼 白楼賀屈色

り付けで括広がりの脚記がつ(.体邪内外面 乳白色

は指頭れを残す。詞柱内面はシポリ、店内面 m内面）
ナデ、外面には指頭虹を残す．

319 E影土．沿 24 校やかに内傾Lて立ち上がる口往部で、嬬 白費淡褐色 紐砂を含む 外面明茶褐色
紐は丸く訥めている• 内面ナヂ外面は丁口 （内） の化粧土がみ
なヘラ閉さをおす。 られる．

320 鉢形土沿： 外反する口ほ記で｀口社嬬部を上下に抗歪 賀j炎茶色 砂粒を含む 322の口ほ郡
321 31.6 する(320)もの、内傾L上方に仕張する(321、 I 内面には丹岱
322 31.4 322)ものがある．口は辺茄外面に退化凹はを 黒灰色（内） り衣が認めら

持つ(320、321)。 口ほ内面上半も樅方向のナ 白女淡褐色 れる．
テ(320)、ヘラ磨さ{321、322}、下半は横ナデ I 

(321)、体訟iヘラmり(320、322)、駁毛ナデ 褐色（外）

(321)・外面は、口i表嬬部一体郎間で樅ナデ

(320. 321)、体部はヘラ閉き.320の体部はヘ

ラ削り、 322の外面は全体がヘラ磨き．

323 壺形土荘 球状の体部を呈し、口籟部は外反L、口線 白淡賀色 水泣L枯土

的に伸びふ底部内面には粘士を貼り付け平 （かなりの祖

らに作り｀焼成前に円孔を穿つ．口ほ邸内面 砂粒を含む）

横ナデし体部内面上位はヘラ句り後指押え、

中位はヘラ後€1毛、下位は指押えにより指頭

哀が口若に残る．外面の体邸中位～下位にか

けては｀変形したllflき後尉毛ナデ．

324 16.8 「八」字状の頸部から外反Lて立ち上がり、 白i炎賀色 粗砂拉を含む 体部の一郎に
口紐嬬郎は丸く納まる．口粒一類部の内面は 化粧土がみら

ナデ｀体部内面ヘラ印り“口樟外面横ナデ、 れる。

口部以下はヘラ悶り後引毛ナデ．

334 甕形土荘 16.2 「<J 字状に外反L、拡妬郎は斜め上方に 決茶r..色｛内） 紐・粗砂粒を

上がり、沿邸は若干内傾L丸く終る．拡張紐

口荼8儡色色）
含む

外面は 9条のクシt.沈諒を施す。口絃内面は
黙口灰色 （外）

横ナデ、体郎内面ヘラmり.m部外面横ナデ、
体部外面は切毛後ヘラ閉き．

409 土鍋 37 糾めに張り出す口往部で噌嬬部は角ばる 白淡質氾色、 紀砂・粗砂を 外面にススの
414 38.! (409). 上につまみ上げる(414)、外反気昧、 I 含む 付珀をみる．
417 33 (417)、わずかに上下に拡弧L内面が浅く臼む 質淡茶色（内）
418 35.6 (418)ものである。内面は積或いは斜め方向 白淡黄色

の尉毛ナデ、指押え後困毛ナデ(414)、口ほ邸 I 

外面は横ナデ(409・414・418)3本部外面指fljl 白買色
え往尉毛目(40!!• 414) をおす.~毛目(417). （口ほ外面）
クシ状工具(418)をおす．

410 ば鉢 21.4 12.6 8.6 体邸はむやかに外方に開き、若干内汀気味 巧茶褐色 若干の砂拉を

に口ほ邸に至る．口ほ嬬郎は若千内傾する、＇ 含む
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闘 器 種
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 潤
ロ径庇径器店

内面は横ナデ後7本単位の条線をつけも外

面横ナデ．外面底郎はヘラ削りを施す。

411 ±鍋 25 8 斜め士．方に立ち上がり、口仕沿部は浅く窪 白賀淡茶褐色

む。口様外面下溢には貼り付けの鍔が端部を

丸くして付く。内面は1ii租毛ナデ、外面は指押

えを施す。

412 ば鉢 29 9 8 13.8 体部は訂祝的に外方に伸び、口様部を長（ 賭茶掲色

直立させ、下方に若干つまみ出す．内面は横

ナデ後縦17本、斜9本の条線を施す。底部は

格子目に施す。口粒嬬部外面に刷毛且若干残

る。体部外面は指ナデ．底部外面は指十デに

て仕上げる。

415 捏i1-- 27.5 尼厚する口註部で、端部は内外に拡張。端 淡茶褐色

部上面に浅い窪みを有す。体部内面横方向の

クシ目、外面は斜めのクシ目を施す。
, __ , "'" 
420 29 斜め上方に立ち上がる口様部で、体部に直

黙淡灰'i'（（内i内色灰外外色上下半半）） 交する端部を有す。内面外面横ナデ、外面に

は凹椋も認められる．

421 甑 33.2 10.9 24.5 肥序した「く」字状に外反する口籍部で、 賀茶I色
体部に直交する形の名部を有する。内面はロ

緑～体部中程までをクシ状工具で斜め•横に
暗灰茶色（内）

白賀淡茶色
柏し、以下は指頭圧痕が残る。外面には縦• I 
横・斜め方向にクシ状工呉で況繁を鈍す。 暗茶褐色（外）

440 椀 口は部は内符気味に斜め上に立ち上がり｀ 淡灰炭色
澁部は外方へ折り曲げて玉緑状を呈している。 淡屁色

'.. ,,_  

441 16.2 7 6.8 

-・・ 

442 底部は平底に造られている。内面の底部に 淡灰色

近い位臼に凹椋が施される。枯は内面全体、 I 

外面は底部より若千上の所まで施されている． 淡灰駐色

444 ＂ ,-,; 30 斜め上に張り出し、肥厚した口ほは、端部 褐色（内）

外面に浅い凹みを有す。内面積ナデ、外面は 淡貿褐色（外）

クシ状工具による粗方向のナデを埠す。

445 ±沿 30 4 斜め上方に張り出し、尼厚する口ほで、鴻 白淡賀茶色

部はわずかに上につまみ出す。端郁内面に浅

い臼みを持つ。内面は荒い横方向の財毛ナデ、

外面口郎はクシ状工具で施す。

ー・
446 31.3 斜めに張り出L記諄した口様で、沿部は上 淡茶褐色

下に若干つまみ出す。内面は荒い腐毛状工具 ！ 

による横ナデ、口ほ外面は届1毛ナデ後横ナデ， 白費淡茶色（内）

体部は縦方向のクシ状工具で施す。
白黄色）（外）
淡茶褐色

トー・— 
447 29 4 糾めに張り出し、記厚する口ほで坦部は丸 淡茶色｛内｝

〈仕上げる。内面摂方向の財毛ナデ、口樟部 黒茶閲色（外）

外面は指ナデ、体部は指ナデ後駁毛ナデを施

す．

土墳ー25(第116図）

448 I 甕形土器 I 14.6 14.B I 口ほ内面は祖い9ヽケメ．体部内面は臼かい 1灰白色

ハケメ。
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胎 土 焼

細祖砂を含む 良好

精製粘土

（若千の砂拉

を含む）

細祖砂拉を含

む

細砂を含む

細祖砂粒を含

む

白色を呈し、 庄緻

緻密

白色を呈す

砂粒を含む 良好

砂粒を含む

砂粒を含む

砂拉を含む

2-3uの砂 l良好
粒

成 備 考

鍔より下には

ススの付沼を

みる。

瓦竹土蒜

焼成後に底部

に穴をあけて

｀こしき＊と

して用いたも

のであろう。

完形品。

外面にスス付

沼。

外面にスス付

芯。

外面にスス付

芍。

外面にスス付

芍．

外面は火を

受けている．



百間川当麻遺鯰

誓間 器 積
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 潤 胎 土 焼成 佃 考口径庄佳若ぢ

ヒ竺 也形土五 15.2 内外西ともハケメ． 灰白色 に砂位 R好 外面に煤

~ 12.0 外面は阻いハケ./.内l!:llよ臼かいヽヽケメ． 2-5=: の砂拉

451 22 6 内外凸ヽヽケメ．口註己ヨコナテ． にぷい口色 に砂位
452 抗じ土呂 17.0 6.5 外図臼かいハケメ．口様郎ヨコナデ．内口 灰白色 に砂拉

に放射状の日文． 合ご母•四名母
453 甕 外団タテの平行タタキののちカキメ． 行灰色 に砂位

土墳ー27(第118-120図）

454 広杯影上四 30 19 , 17.3 透孔は HL. 芦m灰色 砂t出含 n好
•4一お•一―・456— 18.S 淡臼灰色 M製祐土 行逍

457-459 !-1 5 印印外由はヘラミガキとハケメがある． 淡B色

•,一．． 44460 662 1 
辺影土器 3 内外面ともナデこ笠． 浜灰旧色

16.5 浜口灰色 砂粒含 剥ぷ汲百

i位状存文の配四は不叩． f;j~ 祐土
463 22.5 砂粒含

1464 21 a因灰色

~ 466 
鉢形土西 16 内面はナデロ笠． 淡控色 ＂製帖土

18 5 淡位灰色 R好

~ .. ● 70 , 
18 仔通 外面影J枯
4.5 曰笠不明．

4 台の付〈可能性はない． 淡ほ灰色 砂拉含

11 淡位岱色

予
召影土匹 11 口縁郎から店部J:.半の外面はほ位のナデ． 灰位褐色 zoを含む R好

口部外面は横位のナテ。 褐柑灰色

473 5.8 U邸外面はコ笠不明。 田紀灰色

474 哀形土器 )3.5 口絃郎内面は樅方向のハケメ．

475 14.8 

476 壺形土西

'"' 4477 78 
浅形土器 13 5.3 25 3 外凸煤付芯

15 6 28 底部外面は一定方(.,Jのヘラミガキ。
479 壺形土器 a部上半に平行なヘラミガキ。
480 哀影土岱 13 印部外面は9ヽケメコ整後に十デ仕上げ． 橙灰色 砂粒含

481 鉢影士器 16.5 い部内面は横方向ヘラケズリ後にナデ。 淡ほ灰色

', ・-44.8, 83 ● 2 
安形土器 16.5 m部外面田笠不明．

14 口部外面田笠不明。 灰白色 外面煤付泊

484 鉢形土器 18 替通
485 衣形士器 16 口部外面ヨ笠不明。 租灰色

ニ竺 14 良好

~ 488 
13 口部外面己笠不明． 淡橙灰色 舒通 口註煤付芍

13.5 灰白色 ロとゑ部に炭

化有機物付珀
砧9 13.5 口註部は横位のナデによるつまみあげ。 淡灰渇色 不良

~ 491 
17 .5 淡位灰色、 良好

15 

492 (鉢形土器） 4 2 内外面ともナデコ笠。 柑灰色 ”駁枯士 廿近
493 8.2 内面曰竺不用。 灰白色 砂拉含

4S4 5 8 珀褐灰色 只好 外面煤付荘

4'.4"' 95 " 99 .. 

~If多土岳 27 ロほ部外面にヘラガキの連絞S字状文。 淡赤口灰色 廿通

18.5 団邸内外面に貶方向ヘラミガキ。 淡困灰色 不良

14.7 淡貨褐色 筏砂含 抒通
18 6.2 31.5 浜は灰色 砂拉含

)4.3 浜口灰色

500 14 9.6 29 8 m郡外面はヘラミガキ後に横位のナデ。 且

"' 501 16 4.B 25.1 広部外面に困方向ハケメの衣跡。 不良 剥活顕著

碑紐釦""  506 

(16.6) 赤Q灰色 口はta.欠投
丹税り哀防が認められる． i炎岱灰色 微砂含 廿通

14.5 淡赤岱灰色 砂拉含 良 内面剥岱

10.5 淡灰口色 微砂含

10.5 淡担灰色 砂柁含

如 7.5 E邸外面下半はハケメか？ f~!J枯土
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謬 器 種
法 :LI:(cm) 

形態• 手法の特徴 色 囮 胎 土 焼 成 備 考
o径庇径 l!i在

508 我1f多土径 11. 7 3.8 20 棺褐灰色 砂粒含 良
509 • • 

16 4.7 13.5 外面はナデ。 淡褐灰色 仔通

55"' "' 5IO 11 14 

11 2 3.7 12.4 糾部外面下半はナデ。 灰白色 良， 外面はナデ． 淡閑灰色 微砂含

11 淡赤灰色 砂拉含 外面煤付沿

14 保灰柑色 黒苫母含

14.3 淡費灰色 徴砂含 外面煤付兼

515 16 5 煩部外面はハケメ後に横位のナデ． 淡柑灰色 砂拉含 抒通

516 12 徴砂含 外面剥裕

玉—
鉢形土器 17 淡褐灰色 砂粒含

18.5 淡坦灰色 徴砂含 外面剥巧

519 哀形士器 13 6.5 15 7 底部外面はハケメ。 良

520 5.4 底部穿孔は焼成後。 柑褐灰色 砂粒含

521 5.8 柑灰褐色 普通 外面煤付沿

三523— 4 褐灰色

5.5 底部外面はヘラミガキ。 暗褐灰色

524 鉢形土諾 41.8 10 2 18.6 胴部外面下半はt,'lいハケメ。 灰白色 良

~ 16 5 3.3 12 3 胴部外面下半～底部外面はナデ。 淡柑灰色

526 15.4 微砂含

527 19 6 15.7 黄祖灰色 砂粒含 甘・通

528 台付 18.3 10 16 I 淡摺灰色 良

7言 鉢~形土器 18 8.7 16.3 口絃部～日部外』はハケメ後に横位のナデ 灰白色

~ 532 
鉢形土器 24 6 7 12 淡黄灰色 抒通

27 6 8 15 4 ロ樟部外面は横位17)ナデ。 灰白色 砂粒若千 良 U沼外面閉苫

26 5 ロ緑端部は横f立のナテ。 淡橙灰色 徴砂含

~ 14 5 5 5 6 6 器表面はナデによる仕上げ。 符灰色 和製粘土

「云―― 18 2 淡柑灰色 砂粒含

535 10 5 4.5 7.4 口品部は内外面とも横位のナデ。 灰褐色 微砂含

536 台付 16 ， 10 内面はナデ。 褐灰色 砂粒含 廿通

537 鉢形土器 6.9 3 7.3 ナデ。 淡黄灰色

538 鉢形土器： 12 5 1 8 10.6 指頭による押圧• 十デ。 黄楳灰色 砂粒多含 不良

539 在杯形土器 22 13 11 淡祖灰色 柘製祐上 良

540 

国言
杯部内面はナデ。 tt-通

不良

9.2 良 阿内面煤付看

8 駒郎内面はナデ。 柑灰色
．邸5． 

14.5 口は郡は横位のナデ。 淡柑灰色

書I 5'9 
12 赤柑灰色

14 杯部内面はナデ。 橙灰色

杯部外面はナデ． 淡褐橙色 抒通
10.5 杯節中央の透孔は焼成前の穿孔である． 紅灰色

550 器台形土諾 25 21 17.6 内面および脚部外面はナデ． 灰白色 砂拉含

土器溜り（第131図）

551 壺形土若 )9.0 口仕郁内面ヨコナデ。 にぷい橙色 ＊泣L粘土 良好

552 安形土器 12 0 ロ樟蔀外面8条の記招沈粒． 組砂粒 外面に黒斑

553 柑形土苔 18.1 4.9 ロ樟部ヨコナデ。内面細かいハケメ。底茄 外は灰白色 と以下の砂粒

外面ヘラケズリ． 内はにぷい紅

色

554 石杯lfクt器 浪賀橙色 水迂L枯土 小片

555 鉢形土器 29.4 5.5 外面指頭押えののちヘラミガキか。内面へ にぷい担色

ラケズリカ‘•
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建物一21(132図）

畠賢器 種 法位¥....... , 
口径底径五応

形腔・ 手法の特徴 色 ,←..,, l 胎 土 焼成

お6 ~ I 灰白色 Eけれ R好

5571 115.41 

I I 
内外ともヨコナデ． I守灰色 殆ど砂拉を含

まない

±t農ー28(第133図）

只息&.体記はヨコナデ;;inで仕上げ．ろ 応灰色 丑石粗砂を含 やや仕口 完形片
くろ水びき広応をよく残す．底記はやや:.r/-( I む

外底部が広台庄記より下位にある．む体は全 淡汀灰色

体に丸床をもち、むそはやや口い．

溝ー26(第134図）

559 立：形土荘 沿表面は磨減・外庄西はややf~げ駐瓜．弥 白図氾色 石英• 長石な ~u 
庄郡 生式土器（前閉）。 ど粗砂を多く

含む

560 壺hるいIJU いずれも行灰色ないLは汀色を呈する須息 行色～灰W色 比較的’れ良 抒通
I 紐で、外面は平行タタキ、内面は同心円タタ 1 
566 キが比される・外面には更に｀横方両のカキ 仔緻

メロ笠が始される．

溝ー27(第135-138図）

567 皿 13.5 11.8 1.7 体郡外面はやや荒いヨコハケロ笠，内面は 明るい位氾色 村良 廿逍
ヨコナデ仕上げ・外底証はナテロ梵を施す．

568 杯 13,3 9.3 3 0 体邸はわずかに凹凸を残し、白は的なたち 索地は費白色

あがりを示す．芯表は内外区共に丹様の化粧

がみられ、内底部に顕名である。土口丑。
’’  

569 須恵紐底部片で外底部にX印のカマジルシ 町灰行色 やや良

がヘラ抽きされる。

570 壺•横瓶・文 571• 578は沿妖片で後むは、体窃中央部の 珀行色～灰色
I 円板充項郎分• 他は外面平行タタキ、内面は
580 伺心円ククキが応される• 中には外面にカキ

メロ笠が施されるものもある．須恵庄

581 円口坦輪 口は郡片．沿部は外方する．内外面共にヨ 明紅岱色 微砂を含む 良好

コナデロ笠．

I・-・ ―― 
582 口i長邸片．珀記は外方する・外面はタテハ

白っ'ぼ色f いケ;:JD:の後、ー記ヨコナデ~ 内面は糾方向の 褐色

荒いハケ~!lの後｀ヨコナデ仕上げを比す。 位岱,_  

583 口註証片．嬬証は外方せずに丸味をもって 白褐色

おわる・外面はクテハケロ笠の後、ヨコハケ

口立を応し、上燐はヨコナデ仕上げ• 内西は
ヨコハケロ笠を結し、上嬬はヨコナデ仕上げ。

・・---
584 口往部-~郡はやや外方しやや鋭く突出し 赤ほほ色

ておわも外面はタテハケヨ笠、上沼はヨコ I 

ナデ仕上げ、内面は臼かなヨコハケ曰舷｀上 白掲色

沿はヨコナテ仕上げ．
,-
585 口往郎．沿応はやや外方L悦くおわる・外 柑ほ色 やや杖R

面はヨコあるいは幻行ハケロ立、内西はやや

荒い勾行ハケロ笠を比す。上沼はいずれもヨ
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塁悶 辟 種
法 i.l(cm) 形態• 手法の特徴 色
口径底径若在

潤 胎 ± 焼 成 備 考

コナデ仕上げ。

586 円岱屈翰 n部片．外面は細かなタテハケ;;J:j''月の後、 淡団謁色 精良 良好

ョコハケコ笠で仕上げる。内面はナデ潤整． 微砂を含む

• ― 
587 m郎透孔部．外面は荒いタテハケ岡整の後、 明橙褐色 精良

ナデおよびヨコハケ関整で仕上げる。内而は

荒いタテハケ置整がナデによってすり消され

ている。近孔は円形で、鋭い工具でいっきに

切りとられている。

I -・ • • 一
588 口部透孔部。外面はタテおよび斜方向のハ くすんだ 微砂を含む やや軟買

ケ謂整を残す• 内面は下半にヨコハケ関整が 橙褐色

施される。

.' 
589 印部透孔邸。外面は細かなヨコハケ~!:::を 淡白褐色 普通

施す。内面は斜方向のナデ閲整が訊察される。

透孔部は円形で鋭いエ具でいっきに切りとら

れている。

I ・

590 r.4部，外面はタテハケ潤歴の後、しずかな 赤橙褐色 微・柑砂を含 良好

ヨコハケ閲整が伐察される。内面はタテハケ む

高梵およびナデ仕上げを施す。

1-一...— 
591 肛部片。外面はヨコハケ震笠、内面はナデ 微砂を含む

潤整で仕J:.げる．
● " 

592 粗部片。外面は荒いヨコ9ヽケ苫整、内面も 微：・祖砂を含 やや軟質

ほば同様な斜方向のハケ潤整を施すく む

9 ー，

593 印都片。外面は荒いタテハケ日整の後、ヨ 白褐色 微砂を含む

コハケ曰整｀内面は荒いカキメを思わす斜方

向およびヨコハケ苫整を施す。

・・・--

594 印部突帯郎分。突栢は断面形台形を呈する。 明赤岱褐色 微砂を含む 良好

残存部はすぺてヨコナデ仕上げ。内面はヨコ I ,:r良
ナデヨ笠を沌す。外面には丹彩を施す。 淡柑褐色

（内面）

,,. —• ●● 
595 日部突帯部分．突帯は断面形三角形を呈す 暗褐色 微砂を含む やや軟代

る。内外面共に磨減。

● "—--"" 
596 m部突帯郎分。突帯は断面形台形を呈する。 白掲色 行通

外面は、残存邸すぺてヨコナデ仕J:げ。内面

は細かなタテハケ曰笠を施す。

一597 日郭突帯部分。突帯は断面形台形を呈する。 淡焚臣褐色 微砂を含む 良好

外面はヨコハケ苫整およびヨコナデ仕上げ． ＂良

内面は斜行ハケ召整およびナデ曰整を施す。
~ 

598 口邪突帯岱分。突帝は断面形台形を示し、 淡日褐色土 伐砂を含む

やや下垂する。外面はタテハケ曰整を施し、

突帯貼付け前も同様の口整が施される。突帯

およびその上下はヨコナデ仕上げ。内面はヨ

コハケコ整を施す。
ド・ ,, __ -

599 m邸突帯郎分および透孔部分．突帯は断面 淡灰岱色 廿通

形台形を示し、やや下垂する．透孔は円形．

外面はクテハケロ笠の後、ヨコハケコ整を施

す。突笞部分はヨコナデ仕上げ。内面は改化

鉄が付沿して不明。

トー•一
600 口郡突帝郎分．突帯は剥落・外面はやや幻 E褐色 やや軟れ

行するクテハケZ笠｀内面も固団であるが~

ヨコナデコ笠も加わる．
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罪 器 種
法は (cm)

形態• 手法の特徴 色 潤 胎 土 焼成 伍i 考口径庄往西口

601 円3培は 刷記突帯・透~l部分．透孔はいびつな円膏J. 汲灰白団色 臼砂を含む 廿通

突栢は断面形台形を示す．外西はヨコハケ3
!l. 突帯岱分はヨコナテ仕上げを施す．内函

はヨコナデ;;r;iuを誨す．
,,_ ., .. 

602 田記突否区分．突帝は断面影台影を示す． 位褐色土 微砂を含む R好
外面はタテハケヨ位の後．ナデ閃口を加え、 MR 
突否記分はヨコナテ仕上げ．内面はタテハケ

ヨロにナデ・オサエヨEを施す．
, __ 
603 財E突栢記分．突帯は断正形台影を示す． 白掲色 徴砂を含む 廿迫

外団はタテ9ヽケヨ位の後．ヨコ 9ヽケ日笠を比

す．突帝の下にはタテハケヨ岱碩が残も内

面はやや荒いヨコハケ四笠を施す．

---
604 胴邸突帝応分．突帝は断面形台形を示す． 印灰赤褐色 やや良好

外面はヨコハケ日笠およびヨコナデ日竪虹を

残す．内面はヨコ 9ヽケ閃笠が施される．, ___ 
605 尉氾突帝 円孔部分．突帝は断面形台形を 明位褐色 徴砂を多く含

示す・外面はタテハケ閲益の後言ヨコおよび む

斜行ハケ~t::を柏す．内面はヨコ・名1行ハケ
口整の後．一部ナテで日笠を施す．

,, ... 

606 甚底部．外面はヨコハケ日笠、内面は糾行 祖岱色 微砂・粗砂を 良好

ハケ刃笠・タテ方向のナデ日笠を施す． 含む
, • .• 一・・—• 
607 基底部．外面はタテハケ四笠の後｀ヨコハ 灰掲色 微砂を多く含

ケ曰Eを泊し｀下端はナテ仕上iた内面はヨ む

コおよび斜行ハケ閃笠を施す．
, .• ―___ ,, 
608 基底部・外面は磨減｀内面は斜行ナデヨ笠 白褐色 微砂を含む やや飲”

を施す．

I " 

609 基底郡。外面は荒いヨコハケ閃竪、内面は

斜行、ヨコハケロ笠およびヨコナテT日笠を施す．

610 形象埴輪 該当器物は不明。外面は細かなヨコハケコ 白褐色 微砂を含む 良好

笠を姑し．その上から太目の綾杉文様がヘラ

品きされる．内面は粘土接合痕・ナデ関笠臼

を残す．
し，一....— 

611 表面には相代組を細目の稔刻ではかれる． 淡白阻掲色 伝砂を多く含 やや軟m
一方には付属物が刹落した頭跡を残す．内面 む

には帖土接合拭とナデロ笠我を残す。家形坦

綸の足根か．
し一

612 鱚状を呈する邸位で、鰭付円は地輪か店影 赤褐色

地輪の可能性がある・表面には細かなハケ苫 I 

笠の後、丹塗りが施されるが襄面には澁され 白褐色

ず、組かなヨコハケロ笠を残す．接合紅跡は

明煎に~取され、接合面に 9ヽケ閃竺荻を残す．

L, —• 一•
613 三角板革紐短甲前口部．ていわいなナテ仕 淡ほ褐色 f:1!1. 

上げの後、三角板や付属部品（装白的）をtiii

＜．また革級じ部分は巾 1.4cmの長方影帖土

を貼付けて表現する．衷面には極めて細かい

ヨコハケロ笠を花す．

・-
614 板状を呈する．嬬面はやや九味をもって共 赤ほ褐色 微砂を含む

り、表面には細かなクテハケロ笠をおL更に I 

丹彩が施される．裏面はクテ方向のナデ日笠 愚灰色

がほされる。

---
615 円岱状の部位・外面はタテ方向の極めて細 白祖褐色
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右岸用水路調査区

闘 器 種
法 :Lt(cm) 

形態• 手法の特徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考
ロ径底径器れ

かいハケ潤整を施す。内而は枯士の輪積み

接合痕が観衣される。

616 形象埴輪 家形地輪の晃恨、・破風部分か。正面観には 赤橙掲色 徴砂を含む 且好

組かなハケヨ整を施し、更に丹彩がみられる。 I 

衷面はナデ、帖土接合痕を残す。 白柑褐色

617 家形埴輪の吐か。表面にはタテハケ閃整を 赤橙褐色 やや軟代

施し｀更に丹彩が彩される。衷面はタテ方向 ！ 

のナデあるいはハケ関位を施す。 橙褐色

618 家形坦輪の屋根で、釣風の一部も残す。表 赤橙褐色 良好

衷共に細かなハケロ整を施L、全面に丹彩を

施す。また、屋根には押し繰状の線刻が描か

れる。
一,___ , __ 

619 家形埴綸の屋根で、破風の一部を残す。表 n褐色 ＇が良

面の大半は細かなハケ日笠が施される。民根

には618と同様押しほ状の線刻が描かれてい

る．且恨部分は紺方向のfl]雄面がみられ｀板
状の帖土の接合で屋根が形づくられたことが

わかる。

I , 

620 家形埴輪の壁部分で、・平側と妻側に 3条の 赤橙褐色

乎行沈線が届かれ横板造りの家であることを I 

示している。表面には極めて細かなハケ閲翌 白褐色

が施され 3条の沈線の直下から上半は丹彩が

施される。衷面はタテハケ調笠が施される。

,. 一'....

621 家形埴輪の下部で裾廻りの突帯部分と台部、 橙俣色 微砂を含む

壁の一部を残す。床下には半円形の透孔がみ

られる．ナデ調整による成形が内外面に観察

される。

I—·---
622 家形埴輪の下部、裾坦り部分。外面はタテ 白橙褐色 やや軟質

ハケ潤整、内面には丹彩の痕跡（流れこみ）

もみられる。

溝ー28(第139図）

623 甕 23.5 n部外面は縦方向平行タタキ後にカキメ 灰色 砂粒含 竪緻

「 25 自然釉散在

二626 蒼
16 守灰色

11. 7 灰色

~ 628 13 

9.8 微砂n粘土 良 屯存度不良

629 杯 暗灰行色 微砂含 良 内面赤灰色

630 高杯 ， 淡褐灰色 徴砂只枯土 良
, .•. 6—31 , _ 

11. 7 灰色 翌致

号63633 2 
杯 13.8 10.5 2.7 内外面とも丹彩。 橙赤色 徴砂若干 良

13 3 10 2.6' 微砂含 抒通

11.2 微砂若干 良

13.2 10 3.5 微砂含 音通

636 在杯 14.5 閂柱部はヘラケズリにより 9面の面取り． 微砂若千 良

外面と葬裾部内面に丹彩．

溝ー29(第140-142図）

637 I杯 14.0 口樟内外面ヨコナデ。底部内面ユピナデ。 I灰白色 細砂泣 ややあまい l 外面に黒斑
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百閻川当麻遺跡

罪 器 純
法位 (c111)

形迎•手法の特徴 色 可,..,. 胎 土 焼成 伍i 考口往 t.t!i:: む3

外団ヘラ切り区（左）．

臨 杯 13.8 9.0 4.0 底岱外近ヘラ切り（左）ののちわずかにユ 灰白色 杞砂拉 あまい 閉斑
ピナデ• 他はヨコナ元

—· 
639 13.6 9.8 3 8 638と同t

640 li 14.6 3.1 天井巴外面ヘラケズリ（左）．内面不鯰方;!,J 汲灰色 R好
のユピナデ．位はヨ：：：ナテ．

641 14.0 天井部外面ヘラケス•『)•他はヨコナデ． 淡行灰色

L —— 
642 13.9 天井郎外面ヘラケズ凡内面不E方向のユ 町灰色

ピナデ• 他はヨコナデ．
,—--
図3 14 0 内外ともヨコナデ． 行灰色，＿＿＿ 

644 18.4 天井部外面不整方向のユピナデ• 他はヨコ 汲灰色 ロ砂粒
ナデ．

・・-
645 18 8 天井節内外面不笠方向のユピナデ．他はヨ 打灰色 細砂粒

コナデ．
I• -

646 27 .0 640とfa]ヒ． 淡灰色
i—... 
647 JJ.4 内外ともヨコナデ。 灰色

•---
648 II 2 647と同t. 灰白色 口砂拉... ,_ 
649 

外面自然粕
I",  一
650 
'. , __ 
651 汲灰白色

652 杯 7 4 底部外面ヘラ切りののちわずかにユピナデ． 打灰色 細砂粒

他はヨコナデ．
• 一_,_
653 13.6 3 8 652と同じ． 灰白色 ややあまい,,, ____ 
654 14.0 3.3 底邸外面ヘラ切り• 他はヨコナデ． 殆ど砂粒を含

まない

＇一•一，

655 11.6 内外ともヨコナデ． 口砂粒 良好
し―-—

656 13 8 9.0 3.5 底都内面不笠方向のユピナデ．外面ヘラキ 汀灰色 紐砂拉

＇）（左）•他はヨコナデ．
トー • 

657 12.8 9.4 4.0 底郡内面ユピナデ．外面ヘラ切り（左）の 灰色 殆ど砂粒を含

のちユビナデ• 他はヨコナデ． まない
' .. 一一
658 12.4 8 0 3 9 (i57と「ii]t. 2-3,.. の砂

拉を含む, ____' 

659 15.2 11.0 6.3 底郎内面ヨコナデ・外面指頭押え• 他はヨ 印訂灰色 2-5=の砂
コナデ． 粒を含む•——... 

660 底郎内面不笠方向のユピナデ•他はヨコナデ． 淡↑灰色 曰砂粒 小片. ----
661 !0.0 底茫内臣不E方向のユピナデ・外面ヘラ切 円灰色 殆ど砂粒を含

リののち不豆方向のユピナテ•他はヨコナ元 まない
,_ .''  

662 胄灰色 伝砂粒． 小片
I , 

663 10 0 661と同じ．

-182-



右岸用水路調査区

闘 辟 種
法砒 (cm)

形態• 手法の特徴 色 図 胎 土 焼 成 俯 考
口径底佳器バ

664 杯 660と閲じ． 灰白色 細砂拉 良好 小片

l ・• • • • 一
665 9.2 661と同じ． 淡灰色 ややあまい

, .• —... 

666 10.l 内外ともヨコナデ． 行灰色 微砂粒 良好

-―. " 
667 13.2 656と同じ。 灰褐色 細砂粒

-_,  一

668 12.6 660と同じ。 暗灰色 微砂粒

-・ 一ー一

669 12 8 656と同じ。 i'r灰色 細砂粒

''一•

670 12 0 661と同じ。 徴砂粒

671 高杯 9.8 内外ともヨコナデ． 昭灰色

＇一• •一，

672 6.6 底部外面ヘラ切り。他はヨコナデ． 灰白色

'.. 一・
673 内外ともヨコナデ。 賠灰色

674 硯 淡汀灰色 小片

675 甕 22 4 口緑郎内外ともヨコナデ。 昭行灰色 外面自然釉

'"'—ー・．．．．

676 24 0 内外ともヨコナデ。 淡灰色

677 杯 底部外而不整方向のヘラケズリのちヘラミ にぶい柑色 徴砂粒 全面丹抱り

ガキ。 金雰母・黒ご母

•一・

678 底部外面不歴方向のヘラケズリか。他はヨ 灰白色 小片。全面

コナデ。 丹栓り。

679 13.6 3.0 底部内面不笠方向のユピナデ。外面ヘラケ 全面丹迩り

ズリ。

● ・---

680 12.8 内外ともヨコナデ。

681 皿 15.0 ヨコナデ。底部外面ヘラケズリか。

-・・ 
682 17.8 1.5 内外ともヨコナデ。

"'●  """一

683 19.0 9.4 4.3 底部内面指頭押えののちユピナデ．外面へ にぶい橙色

ラケズリ.t1i台はヨコナデ．

684 石杯

井戸ー7(第144図）

685 白磁碗 18.5 白磁碗．口ほ部は特有の記厚がみられる。 淡緑白色 精良 堅緻

粕而は光択を放つ．
____  ,_, ● 

686 7.4 白磁碗底部。断面影台影を呈し外方するケ 淡白灰色 底都完存．

ズリダシ在台をもつ。見こみ部分には横方向

の段があり、中央部はやや丑りあがる．見こ

み部分は乎沿で光沢がありていねいに仕上が

る．

687 阻 15.9 5.4 5.7 ±幻只土缶．外面は口ほ窃にはヨコナデコ 白岱色 抒通 良好 完形片。

笠が比され、掌圧霰を残す体部にはヨコ・斜

方向の昭文がみられる。内面は．ていねいな
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百間川当麻遺跡

罪 器 樟
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 ~ 胎 土 焼 成 位 考口径仄径己益

ナデ.:l!lの後、に文が比される• 内庄紐は特

にていねいな仕.l::lfがおされなめらかで｀ツ

ルツルしており重わ焼aも残す.n台は砧付
けで外方する．瓦荘駁作手法に似ふ

688 祖 14 5 土幻＂土 a.外白はヨコナデ；；庄、内面は i哀英岱白色 粗砂をわずが 良好

ナテロ口を5L、口往記には細かいミガキが に含む

比される．
,_  

689 6.4 ±口＂土呂. 688と同n、外西liヨコナテロ ＂良
笠．内底部は任江ナデZinを応す.jt1j台は在
く外方する．

',., 

690 5 8 689と同tt.内底郎はよく閉かれ、情らかで 白賀灰色

あるが黒色の煤状の炭化わが付芯している．

691 口~ 8.2 5 9 l 2 土幻ぉ．外庄郎はヘラオコシaを残す． 岱灰色 やや歓n

井戸ー8(第146図）

抗 6-7 内面は丁mなナデ。 灰白色 曰砂含 良
695に瓜焼

592--695 
さ印がある．,_  

696 6 底部外面には板目釘院． 淡褐灰色 砂拉含 兄ほ
,-.. 
697 16.5 内面は回転＋デ． 灰色 口砂含

698 Cl 9.3 内外面とも固転ナデ． 拉灰色 精製帖土．

699、701 小皿． 8-9 5.5-7 1.3-1.7 699は糸切底．

702 鉢 内外面とも回転ナデ． 行灰色 砂拉含

703 椀 内面と外面J:.半に巧文。 珀灰色 捻砂含

土墳ー29(第147図）

704 皿 9.3 約43 1.8 瓦器o.内面にはわずかに町文が珀され、 灰黙色 粗砂をかすか 良好 復元実幻。

内底部中心は中央の仔起をヘラ先で~~して I に含む

いる．外底部には指頭圧双を残す。 黙灰色

705 椀 15.3 5.2 6.4 瓦器椀．見込みには珀文をよく残す．外面 灰黒色 朽良 不良曇完全

体部J:.半はヨコナデロ立、下キにはオサェロ I にいぷし焼

笠を施L圧紅がみられる.it'i台は断面形三角 淡灰掲色 となってい

形を呈する． ない。
,,_, —• • • 

706 15.7 5 5.3 瓦器椀．見込みには珀文数条がおされる。 灰熟色 やや不良 完影片。

1 体部上半口tゑ部に近い部分はヨコナテ、下半
4.1 にかけては指頭オサエ紅をよく残す.jtJj台は

断面影三角形を呈する．

707 討 40.3 須恵m土諾．内外面共にヨコナデヨ笠をお 白っぼい灰色 微砂・粗砂を 軟R 復元突CJ.
す．内而には閉減• 使用衣がみられる.0ほ 多く含む

部はやや記口して紀る．

±墳ー30(第148図）

720 

1

2

 

•I. 8
9

 

J.01 土&,:So.紐にはいくつかのパターンが I白m褐色
1 あるが＂時 J'J!差を示すとは考えられない・ロ
1.7 径は 8cm前後を口るもの, S=印後を口るも

のに二大別される。体岱は訂誼的に外方する

ものとゆるやかに五を抽いて外方するものが

比較的『月良 I 軟れ 完形品およ

び正確な計口

伍の得られる、

完形品
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右岸用水路謡査区

闘 器 種
法 :tl(cm) 

形態• 手法の特徴 色 潤 胎 ± 焼 成 俯 考
ロ径底径器在

みられる．すべてろくろを使用して作られ、

回転方向は左右両方みられ、すぺてヘラオコ

シによって切りはなされる。更に、板状の圧

虹が観存される。糸切底はみられない。

721 皿 14.5 9.5 2.4 土師器皿で、やや大型である。諾壁はやや 明白橙褐色 精良 抒通 完形片。

I 耳手で口樟端部はやや尼印して丸くおさまる。

2.7 ヨコナデ．ナデロ整を主体とし、外底部はヘ

ラオコシ痕跡を残す。ろくろは左回転．

',,,_,, 

722 14.7 9.8 
22.7i5 5 

721と同様であるが、底部の形状がやや異な

る。外底部はヘラオコシ痕を残す．

＿＿＿． 

723 7.9 約5.6 1.6 瓦器lill・外面体部上半はヨコナデ、下半か 灰黒色 不良 良好 完形片。

ら底部にかけては指頭庄痕を多く残す。見こ I 

みには暗文は認められない。 黒灰色

—• 
724 8 8 瓦器IIIl、やや大ぶりで深い。外面はタテ方 白っぼい灰色 精良 ロほ部・体

向の任:tr.ナデ潤整が部分的にみられる他、不 i 部片復元実枇l。

講整、内面には恣ft的な暗文がみられ、口様 灰色• 黒色

部近くはヨコナデ囮整が施される。

•一，

725 9.1 約6.3 2.0 瓦器皿。体部外而上半はヨコナデ潤整、下 灰黒色 完形片。

半から底郎にかけては不調整である。見こみ

には10条の直線的な暗文が施され、全而はヨ

コ方向のミガキ・ナデがみられる。

726 杭 瓦器椀底部片。 726は在台の断面形は台形

I を示し、古い様相を示す。 727は出目状の暗

728 文が見こみ部分に施される。 728は見こみに3

条の細い暗文と、ヨコ方向の 2条の暗文がみ

られる。

＿．．．．．． 

729 14 瓦器椀。体部外面にはヨコナデ潤整の後． 灰黒色― 将通 復元実測。

横方向の暗文風のミガキがみられる。下半は 黒灰色

不閂整。内而は横方向のミガキに加え、恣汀

的な暗文が多くみられる。口緑部は肥序して

丸くおさまる。

，一"'

730 15.2 4.7 5.0 瓦器椀。体部外面口9言蔀近くはヨコナデ日 灰黙色 良好 完形片。

整、下半から底部にかけては指頭圧痕を多く

残す。見こみにはヨコ方向および直線的な暗

文を施す。

731 白磁皿 10.1 白磁。体部は屈曲し段状をなす。器表釉に 淡白灰色 灰白色 竪緻 口様邪片復

はn入がみられる。太宰府皿可類に比定され 元実i:1.

るものか。

732 白磁碗 6.75 白磁．底部は霞胎となっている．釉は光沢 淡白緑灰色 白灰色 底部完存。

あり｀見こみ部分には粕がかかっていない部

分があり、若干砂粒が付芍している。

733 椀 17.6 • 7 .3 5 5 須恵R土荏。体部外而はヨコナデコ整を施 昭灰色 粗砂• 微砂を やや良好 完形片．

し底部は糸切底。内面もヨコナデヨ整を施す。 I 多く含む

器壁は印手で、口緑郎は杞厚して丸味をもっ 淡灰色

ておわる。口樟因はには黒灰色を呈した、ペ

ルト状の重ね焼紅店がみられる。

734 鉢 33.6 10 須恵m土器。やや尼厚して段がつく口樟端 灰背色 砂粒を多く含 復元実刃。

部が観衣される。体部はヘラヶか）の後、ヨ I む

735 コナデロ笠で仕上げる。内面はヨコナデヨ竪 くすんだ

をおし、下半は使用印度を牝店る磨減がある． 行灰色

外氏部は糸切庄で、圧痘もみられる．同一臼

体の可能性が強いもので、こね鉢と考えられ

る．
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罪 筈 H! 
法址 {Cr;¥)

形態・手法の特徴 色 潤 胎 土 焼成 伯 考口往庄往 i.iCi

736 ” - mm呂．外口はやや大きnの格子目クタキ
を比し、その上からタテ方向のカキIヨEが
みられる．内西は主にヨコ方向のカキ/i:!:tl 
で&!:?.をととのえる．店己近くの体已下キ片

である．

±墳硲ー2(第150図）

ビ 巳 内外白ともヨコナデ． I灰色 Ia如 I !l好 重ね焼哀~1

中世柱穴（第151-153図）

738-746 n 16 11 3.3 土L引1土岳.;inはロクロ化用による回転 淡a灰色 粘製粘土 巴益なもの
I I I ナデであり｀回転方向は左右どちらもある． と、且好な
11.3 5.8 1.8 底茫外面に糸切りはみられず、板目伍切をも ものがある

つものが多い．

747-778 小口 9.2 7.2 1.9 ±幻只土翌．口笠はヨコナデであり、ロク

I I 1 ロ回転は左右どちらもある．糸切り底はみら

7.8 4 3 1 れず、粘土紐の広応を残すものがある．

779 虹輪 費は色 砂拉含 n好
7ぬ 784- むi 37,8 ヨ整は内外面ともハケメであり、外屈には 灰褐色 廿通

I 紅方向のハケメもみられる．

33.7 

785 壺 須恵荘・ロクロは左回転． 灰色 四

786 杯 10.5 須恵岳• ロクロは右回転． 町灰色 外面自然釉

767 五 須恵若． 淡＂灰色 紀砂含

788-790 梢 16 6 須恵灯土弄．口豆はロクロによるヨコナデ 印灰色

であり｀回転方向は左右どちらもある．口様

部は珀灰訂色を呈す．

791 皿 9 8 須恵口土賠。ヘラオコシによるか． 灰白色 白砂n枯土
792 枡i 8.8 4.5 2.7 須恵費土器．ロクロによる左回転のナデ口 訂灰色

竪を比し、糸切り底である．

793-795 小皿 8.2 6 1.5 須恵m土器．糸切り底． 淡内灰色

I I I 

7.5 5.2 1.1 疇

796 皿 7 須忠貨土翌• ロクロは左回転で糸切り底． 灰白色 砂粒含

797 こね鉢 32.5 須氾灯土器・ロクロは左回転． 汀灰色

798 a 丸山焼． 楼担灰色 紐砂含

799 鉢 須恵只土註• ロクロは右lfil('i:. 淡訂灰色

800 衷 屯山焼． 硲灰色 砂粒含

801~828 椀 16.5 7 5.2 従来「早B式土岳」とけばれる土白口土巴 灰白色 砂粒を若干含
I s I である• 口径で14ー1むゴの大影品と、 ]]cm莉 むけ製帖土

11 4.2 3.2 後の小影品にわかれ．必台径でも.6-7a:i 

の大影品と 4ci:ili'J後の•小影品にわかれる．応
台乃は 0.4--1 a=iのはをもち、断面形も、三

角影のものと、台形のものがある．
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闘 器 種
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 潤 胎 土 焼 成 俯 考
口怪底径器在

硲 8J8 椀 15.5 5.4 5.2 瓦若。外面下半は指頭によるオサエが残る 昭灰色 砂粒を若干含 胚扱

I l が．外面上半と内面はていねいなナデ仕上げ むM製粘土

14 3.2 がなされる。 P;'i文は内面のみである。

839 皿 10 7.5 1.5 瓦器。ロクロ回転は左である．

'"——• • 
840 8.8 6.8 1.8 

841 碗 18.Z 行磁。 淡緑灰色 駁密

,-— 
842・8-13 16.4 白磁。 乳白色

'"". 一
844 W磁。 淡緑灰色

8-15 ， 釉は暗灰は色を呈し｀光沢なく鈍い釉口を 行灰色 ＂良 良好

示す．施釉は全面にわたり、素地胎土はm元
烙焼成である.,fl部には簡略な耳が仰られる。

俗称「南蛮紺器」とされるものであろう。

S.16 椀 11.3 煕粕掬諾。いわゆる「天目茶碗Jo 灰貧色 ほ密 民緻

溝ー30(第156・157図）

847 ll!l 8.7 約65 1.5 土tili器皿。いずれも体部はヨコナデヨ整を 白橙褐土 比較的M良 款n 完形品。

I l 施し、内面はていねいなナデロ整で仕上げる。

糾9 9.3 1. 7 外底部はヘラオコシの痕跡を残し、更に圧痕

もみられる。

• 一，一
850 14 7 9 5 2.4 士師器llII.。やや大型で器璧もやや厚手であ 灰恨色～ 精良 普通 完形片。

る。体部内外面はヨコナデ調整を施し、外底 橙褐色

部はヘラオコシ後ナデ仕上げ。

-・-
851 14.8 9.4 2 6 850とほぽ同様。外底部はヘラオコシ後、圧 赤味を帯ぴた 完形片。

痘がみられる。ろくろは左回転。 祖褐色

852 杯か 5 須窓器．体部は内外面ヨコナデ関埜を施す。 灰行色 良好

外底部は糸切底。
_____ ,' 

853 10.5 淡白灰色 比較的＂良 軟m

854 椀 14.5 5.9 4:6 土師貨土器．体部外面は口仕部近くをヨコ 白黄褐色 精良 良好 完形片•完

I I I I ナデ閾笠、下半は不口笠とするもの多い。在 I 形品。

858 15.5 6 2 5 台はやや外方し、店〈内外面はヨコナデユ埜 黄白色

が施される。内面は任汀あるいは、ヨコナデ

口整で仕上げられ滑らかである。見こみに訊

ね焼寂跡を残すものもみられる。

--
859 12 7 4.3 4.~ 瓦器．体部上半はヨコナデ、下半は不口笠 黒灰色 復元実潤。

であふ内面にはヨコ方向の略文が施される。

和台は断面形鋭角三角形を呈する。

, — ・・
860 14.2 4.25 4.4 瓦器。体部外面は口ほ部周ほのみヨコナデ 灰黒色

口笠を施し、下半は不コ整。内面には上半郎

はヨコ方向、底部には針方向の直ね的な暗文

が施されふ石台は断面形逆台形を示す．

861 壺．椀 白磁 (861-864• 867) 、行磁 (865• 866), 

I 861は水圧と考えられる白磁の口類部片．ロ

867 ほ嬬面は元胎となっている．装仰的な把手状

の耳が一部残される.862は白磁応で光沢あ

るfj面がn察される．見こみ部分は社のかか
りにムラがあり凹凸がある，体部下半は芹胎

である.867は底部で見こみ部分には段があ
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訓器 枡
法試 (cm)

形態• 手法の特徴 色 両 胎 土 焼成 俯 考D径底径む凸

る．外底巳は元岳でケズリトリ紅Eをよく残
す．いずれも,.,aな索地.,~ をもっ．

臨 安か 釘虹笞• 体臼片で外己はい方白の乎行クタ 黙色―赤灰色 曰砂・阻砂を R好
キが泊され．内函はうコ方店のナデ;;;nを比 含む．

す．

869 土鱗 土幻n土若• いずれも:!A沸用丑として用い 赤口色

I られたことがわかる• 体部は荘本的にクテ、
872 t-1行ハケiJ.1t'iを祐し内ifillil交方向のカキメ

ヨCがみられる• 口樟庄内面では、カキメの

あるものとないものが口方みられる．出土且

は区めて多いが口片がそのほとんどを占める．

8i3 瓦 平瓦片で．粁格子のタタキが凸面に比され、 白灰色 tll砂を多く含
凹面には布目圧頭をよく残す． む．

874 匹 約35 25.5 22.5 土t.'!ittで前面に庇状の口はをもつ．その下 口掲色 砂位を多く含 完形片復元。

I I Eはタテ方向のハケロ位を桔す。炊き口は台 I む．

45,5 32 形状を呈し囚紐や内面にはほが付芍している． 灰褐色

に面上位にはこぶ状の突起がみられる• 内面

はヨコナデが主体である．

溝ー31(第158図）

875 俯 14 5 7 5.8 内面は丁本なナデ．「阜凸式土紐」• 灰白色 口砂含 1¥.tl 

876 鉢 外面はナデ．屯山焼． 印灰色

877 こわ体 21 伯煎焼。 印赤灰色 砂粒含

878 土邸n土器． 旧灰色 良好

879 土鱗支閃 租褐灰色

880 ば鉢 伍栴悦。 淡赤灰色 民緻

881 褐灰色 口砂含

溝ー32(第159図）

882-~ 図 ほ鉢 28 12 f.lij前悦． 灰赤色 砂粒含 宍扱

885 8.4 印赤灰色

臨 ・887 ~ 赤ほ色

I —-
臨 亀山梵． 灰色 良好

卜9 ●・ -

889•890 常沿梵． 拉岱色 頭

溝ー33(第160図）

891・892 棺 12會2 6.8 f !j!.! ふ式土器」と仔ばれる土栢灯土匹． 灰白色 砂位を含む 血

893 口 7.8 6.5 土幻灯土匹。 口灰色 精製粘士 良好

8匁 応 白磁。 乳白色 紐密 暉

895 椀 4.7 須屯只土荘。 fw灰色 口砂を含む
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溝ー36(第164図）

悶賢I器種
896 I椀

897 I ,J、Jill

溝ー37(第165図）

I 898 I抗 II 6・0 I 
落ち込み（第168図）

899 ほ鉢 32.0 

I 

900 

"一＿＿

901 

I•• —•• 

902 

" . 

903 
＿＿． 

904 

I — 
905 
, .... 
906 

I , , 

907 

908 衷

I• 一••一•

909 

910 宜-
,., 一•
911 9.6 

912 椀 11.2 4.2 

913 皿 11.2 6.6 

土墳ー33(第169図）

914 皿 14.3 3.8 

915 抗 4.4 

, ... , 

916 3.8 

．．＿＿． 

917 4.2 

918 小口 ， 6.5 
919 抗 5.2 

920 溢鉢

3.5 

2.5 

3 

1.3 

土墳ー34• 35 (第171図）

形態• 手法の特徴

底部内外面ユピナデ。

ロは外面に浅い凹採。

ロ粒外面に 2条の凹踪。

体部外面に波状文。

体部内外面に淡緑灰色のf恥削り出し在台。

ロほ部ヨコナデ。底部外面ヘラ切り、＇

糸切底。

削り出し在台、内外面施釉。

削り出し在台、内面施釉．

糸切底．

「早B式土器」と呼ばれる土邸れ土遥。

団粕焼．

f 921 Iほ鉢 134.21 I I a印焼．
-189-
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色 訊 胎 ± 焼 成 I1扁 考

乳白色 微砂粒 且好

にぶい団色 殆ど砂粒を含

まない

l灰白色 l微砂粒 Iややあまい I

赤褐色 細砂粒 空緻 内面窮減。

灰赤色

赤灰色 内面磨減。

にぶい赤侶色

赤褐色 微砂粒

にぷい赤褐色 細砂粒

赤褐色

昭赤灰色 微砂粒 内面磨減。

賠赤掲色

暗赤灰色 2-3ロコの砂

粒を含む

暗赤褐色 微砂粒

灰色

にぷい赤掲色

にぶい黄橙色 緻密 良好

沃賞色

賃籍灰色 精撰枯土 竪緻．

淡緑灰色

緑灰色

緑訂灰色

橙灰色 f~ 製帖土 良

灰白色 砂拉含 竪

赤灰色

I褐色 l砂粒含 I匹



百間川当麻遺跡

踪 器 種
法泣 (cm)

形ロ・手法の特徴 色 .;J 胎 土 焼成 伯 考口径店径匹S

922 ほ体 伝佑泣． ふ褐色 砂位含 匹

923 鉢 汲ぷ灰色

924 安 灰褐色

925 位屯lil 10.5 6 J.6 口灰褐色 tl密

926 

゜
10.5 6 1.6 m口岱色 良好

ト—.'―..

927 8 8 ±幻n土召．底口に板目UC'. 灰白色 砂粒含

928 土悶支に 土Qfl土~- ね灰色

929 淡位灰色

930 軒平瓦 須恵n. 灰色 紐砂拉 屯ほ

931 壺 10 内西は行泊波文をス・リケシている． 褐社色

932 u 48 16 庄面は祖いハケメ• 土幻m土tf. 掲灰色 砂拉含 良好

溝ー45(第174図）

933 鉢 29 a応外面に瓜ね焼紅l:F. 赤褐色 砂拉含 屯伍 臼前焼．

934 口~ 4.8 ヘラケズリによる荘去口笠後に記f.'.!. 淡U灰色 ＂后帖土
i―••一

935 5.4 mり出し応台．
,_  .. 

936 3 B 淡渇灰色
,___ー•• 
937 4 褐位灰色

溝ー46(第175図）

938 杭 15.5 7.2 6.2 い郎外面は回転ナデ• r早8式土諾」• 灰白色 微砂含 紐
ー・

939 16 6.8 5.1 左方向の回転ナデ． 「早ん式土西」• 砂拉含

940 13 佃前焼． 赤褐色

941 土じ C部外正上半はハケメ砧下半は多条凹~- 岱灰色 微砂含 良 ±岱日土器

942 樗鉢 12.6 外面は左方向の回転ナデ・旧前燒． 赤灰色 砂粒含 紐

943 椀 5.8 椀部内外面と在台外面に施柏． 灰白色 精撹帖土
l・・ ・・・

944 4.5 芦表面に!tifJ. xU灰色

包含層出土遺物（第176-179図）

945 製塩土苔 4 5 土幻岳．体部外面はヘラケズリヨ岱で岱体 赤位褐色 砂拉を多く含 軟口 1区岱灰色
が笠えられる• 内面は荒いハケメ痕を只す． む 包含層出土．
台郎は外方し｀丸昧をもって終る．

946 在杯 須史tS.詞記片、屈序的には奈良時代に比 灰色 微砂を含む 皿 2区灰賀色
定される。

砂只士出土。

947 杯 11.65 4.1 須巴器．立ちあが1)はやや内傾して丸くお U灰色―灰色 5区出士．
さまる．体部の一都1こは自然むがかかり、 U
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闘 器 種
法 fit(cm) 

形態• 手法の特徴 色 潤 胎 土 焼 成 伯 名
ロ径底径苔店

灰色を呈する。体部は丸味をもって成形、潤

梵される．

948 杯 11 7 6.5 4 須必熙。底面はヘラケズリによって平らに 淡灰色 徴紗を含む 公緻 2区淡灰択

成形される。 J/;本的にヨコナデ丑黙が施され 色砂打士出土．

丸味をもった口註嬬部に至る。

949 杯か 13 4.7 須患器。辺の可能性もある 0 i本部の内外面 淡粁灰色 l区沢揺灰

はヨコナデ岡整が施され、外底部にヘラケズ 色土出土。

リill跡を残す。口籍沿部は丸味をもってい

る。

950 低 約7cm 4cm 須忠醤。体部は甚本的にヨコナデ戯位が施 淡臼灰色 精良 良好 4-6区茶

以上 される。外底部ではていねいな横方向のヘラ 褐色含荘土層

ケズリ痕跡を残す．形態的に特異で、類例を 出土。

みない。

951 益 10.6 3 3 須恵器。天井部は横方向のカキメ関整が施 灰白色 祖砂をわずか 径緻

され、頂部には宝珠ツマミが付けられる。体 に含むがれ良

部はヨコナデ調整が施される。内面には断面

三角形を呈するカエリをもつ。

'"ー•• 

952 14.6 3.05 須忠辟。天井部はヘラケズリが施され、砧 くすんだ灰色 ti'l良 良好

平なツマミが付けられる。体時~部tにはヨコナデ
岡整が施される。ろくろは まわり。

I -

953 17 2.4 須恵器。天井部はヘラケズリが施され、や 灰色 民緻 1区出土。

や凹んだ中央部に届平なツマミが付けられる。

体部はヨコナデ潤笠を施す。

954 杯 9.2 須恵器。体郎は内外面共にヨコナデ汎整を 灰刊色 良好 4-6区茶

施す。外底部はヘラオコシ後、ナテ•閲整で仕 稿色含礫土層

上げる。高台は断面台形を呈する。ろくろは 出土。

左囮リ。

, — 
955 12.2 須恵9ふ体部および店台部分はヨコナテ謂 灰色 竪緻 2区淡灰黄

笠で仕上げる。底節は葬壁は厚く、下方に位 色砂竹土出土。

置する。

, .• 一・

956 15.6 IOA 5 須恵諾。体部の内外面はヨコナデヨ整を施 百灰色 祖砂含むも 良好 1区淡褐灰

す．内底怒は任迂ナデ潤笠で仕上げるが疇囮 精良 色砂灯土出土。

転凹凸瞑を残す。莉台はやや外方する。ろく

ろは時計回り。

957 li. 11.4 4.1 内外ともヨコナテ。 にぷいほ色 微砂粒 生焼け

ドー

958 12.6 ヨコナデか。 灰白色 細砂粒 あまい

I , —· 
959 13.2 957と同じ。 淡灰色 良好

ー●●
960 10.8 3.0 天井部ヘラ切りのち不笠方向のユピナデ． 背灰色 徴砂粒

ト••一

961 10.2 3.5 960と同じ。 暗行灰色

・・一

962 10.2 3.5 天井部ヘラ切り未コ笠。 淡行灰色 ややあまい

963 杯 9.4 3.2 底部内面不整方向のユピナデ・外面ヘラ切 行灰色 良好

り未苫監．

--—, 
964 10.2 3.6 底部内面ユピナデ。外面ヘラ切りのちユピ

-4.6 ナデ。

965 ll.B 淡↑灰色

966 石杯 12.6 8.0 14.0 ヨコナデ。 行灰色
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百間川当麻遺跡

闘 船 種
法紐 (cm)

形匹•手法の特徴 色 潤 胎 土 焼成 偏 考ロiを公径 ut:'i

部7 ~·f. ョコナ元 灰日色 CH>U R好

滋 ・969 li W灰色 口紗位
,,_  

970 天井印ヘラケズリカ..

I・- -

9il 11.6 ヨコナデ． 浜灰色 小片
1-

972 12.0 印灰色

i—·一·
973 13.9 灰白色

"—• ・・..一
974 15.4 印rt灰色

975 杯 14.6 JO鼻J 4.3 行灰色

976 14.6 灰色
1--

977 12.0 底邸内面ユピナテ．外面ヘラ切り． 灰白色
I・ り●, ＿ 
978 13.0 知砂位． 生焼It

一979 10.2 淡灰色 殆ど砂粒を含 R好 小片

まない

'・-
980 9.6 汀灰色 曰紗拉．

981 12 2 底部内外面不笠方向のユピナデ． 淡汀灰色

982 杯 14.2 褐灰色 小片

983 台付壺 9.2 灰色 細砂粒

984 平肛 刊灰色 微砂拉 図上復元
一^ ・一—..一
985 8.4 淡灰色

986 抗 6.8 削り出し高台． 淡U灰色 精製 民緻： 杜釉阻紐

987 壺 18.4 Jftff灰色 細砂拉 良好

9路 ~ 20.0 口絃部ヨコナデ． 胄灰色
l一．．．＿

989 20.8 口紐部ヨコナデ．体節外面平行タタキ。

990 椀 11.0 体邸内面に団文． 明赤褐色 徴砂粒 丹栓り

？母が目立つ

991 杯 1) .1 にぷいB色

し一一
992 ]l.3 

993 13.2 

994 J::I. 20.0 

, __ , —一·

995 11.6 底部外匝ヘラケズリカ・・

I•, """ 

996 13.6 
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右岸用水路調査区

罰 器 種
法址 (cm)

形態• 手法の特徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考
ロ径底径沿iOi

997 皿 13 0 にぷい棺色 微砂粒 良好 丹検り

雰見が目立つ

’’——•— 
998 13.6 底部外面不笠方向のユピナデ。

999 "Ji 18 0 

• 一•• ・ ・・

1000 19.2 

’―-
1001 21 0 

1002 杯 17.4 灰白色

1003 広杯 に・ぷい担色

1004 16 侃前焼。 赤褐色 砂粒含 平．緻

1005 襦体 赤灰色

一1006 17 3 俯前焼。ロクロ回転は右。 灰色

1007 鍋 須恵竹土器。 淡灰褐色 細砂含

1008 皿 9.3 約6 1 3 土師m土器。ヨコナデ。 淡橙灰色 朽製枯土 良好

1009 椀 瓦器。内面のみ暗文。 暗灰色

1010 1lll 14.5 白磁。 乳白色 緻密 堅緻

1011 瓦 平瓦片で凸面には菱形文に横線を交差した 白黄色 砂粒を多く含 良好 1区.'.¥¥灰色

タタキをもち「東大寺瓦」にみられる手法で む 砂打土出土。

ある。凹面は剥洛している。

1012 椀 14.5 6.3 4 従米「早島式土器」と呼ばれる土師質土諾 灰白色 砂粒を含む
I I I である。 精製粘土
1015 13 3 5.3 

1016 皿
)) 7.2 2:1 土師只土器。ロクロ回転は左右どちらもあ 淡黄位色 精製粘土

I I i I る。 1016• 1017は糸切り底である。 I 

1019 ， 6 LS 淡担灰色

1020 椀 11.6 4.1 3.3 体部内面ヘラミガキか。 乳白色 微砂粒 ほぼ完存。

トー

1021 6.5 体部外面ヘラミガキ．底茄外面ユピナデ。 細砂粒

''-— 
1022 6.6 

・--・ 
1023 8.4 体部外面細いヘラミガキ。 にぷい橙色 微砂粒

1024 杯 10.6 3.5 5 6 底祁外面糸切り痕．

• —· 
1025 14.0 3.1 底部内面ユピナデ。外面ユピナデのち板目 乳白色 細砂粒 ほぼ完存．

哀．

1026 小皿 6.5 1.3 底部内面ユピナテ・外面糸切りのち板目紅． 浅黄匝色 殆ど砂粒を含

まない
,_,_ 

1027 6.6 1.6 底邸内面ユピナデ・外面板目虹． 伝砂拉

,—_,,, 

1028 9.0 1.9 1027と同じ。
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百間川当麻遺跡

闘 器 種
法址 (a:,)

形態• 手法の特徴 色 ;'A 胎 ± 焼 成 幻 考
ロ径底径若応

1029 小コ 9 4 1027と同じ． 汲f/ira色 曰g砂拉 R好
．．，．，一—•

1030 9.1 底郎内面ユピナデ。外面ヘラ切りのち板目

釘．

1031 9.6 

1032 9.6 1.5 底記外面糸切り虹． 乳白色

1033 梃 5.6 淡汀灰色

"一.,,_

1034 15.8 体記内面口文・外面口文と指頭押ぇ． 灰黒色 瓦む．

—---· 
1035 6.4 1033と日じ． &j-J'I灰色

1036 鉢 29.6 灰白色 重わ~!i'."{防．

1037 鉛 32.8 口iゑ郡ヨコナデ．体郎内面粗いハケメ． 迅灰色 田砂位
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図版1
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1. 埠査区調査前全景 5. 溝ー2土層断面
2. 南骰IJ講査区弥生・古墳•奈良時代 6. 04区遺構検出状態
3. 溝ー4(左）.2 (右上）. 1 (右下） 7. 溝ー7全景
4. 溝ー2遺物出土状態 8. 溝ー7遺物出土状態
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図版2

2. 土墳ー2

3. 土墳ー3

7-G3区 土器溜りー 1遺物近影 8. G3区土器溜りー 1遺物近影
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1 . 土壌ー1 2. 2号住居址全景

5. 灰穴ー 1検出状態 3- 1号住居址全景（新）
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6 灰穴ー 1土暦断面 4. 1号住居址全景 （旧）



図版4
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1 井戸ー 1

2-井戸ー3 1段掘り

3. 井戸ー3 完掘

4 井戸-4 完掘

5. 井戸ー4 出土遺物近影

6. 井戸ー5 完掘

7-井戸ー6 完掘

8. 井戸ー6 出土遺物近影
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図版5

南側調査区 弥生・古墳・奈良時代遺構全景



図版6

2
 

5. 建物一3(上）・4(下）

6. 建物一5

7-建物一6

4-建物ー 2(上）・3(下）



図版7

1 . 建物ー8 4-建物一12(上）・13(下）

2. 建物一13・12・7・11・10(上方より） 5. 建物ー 12

、-―-. ~ 
_ _, ー／亀'Ir·---~
~ 

,;_.J~ 

叫rでふ
/' -. ~ . . . 

3. 建物一10・11・7(左より） 6. 建物一13



図版8

1 . 建物一15 2. 建物一 14(左）・ 16(右上）

3 建物一17 4 南側中世全景・
建物一18(左上）・19(中下）・20(中上）

5 柱穴(P-308)遺物出土状況 6. 柱穴一柱痕検出状況



固版9

1 土壌墓ー 1(中世） 3. 北側中世全景
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~'"'た) '~、,-.. ~ し-·~~-
2 土壌墓ー1出土遺物近影 4 石組み遺t彗 - 1 .0ー

6. 北側の近世土壌 5. 土墳ー 10半掘状態



図版10
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1. シスト状遺構検出状態

2-土墳ー41 検出状態（上層

3-土墳ー41 遺物,mi近影
4 土墳ー41 遺物出土状況（下層l

5. 溝ー 13その他掘り上げ状況（北側の近世）

6. 溝ー13北端咽石列

7. 溝ー13内閉塞石
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図版11

1 . 北側胴査区中世・近世全景

2. 南側調査区近世全景



図版12
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溝ー7 出土遺物



図版13

107 110 111 

112 114 116 

117 88 

124 I 
89 

溝ー7 出土遺物



固版14
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溝ー7・1・包含層出土遺物
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井戸ー 1・2・G3区土器溜り出土遺物

固版15
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図版16 

53(住居址）
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鹿角 ，柱穴）
住居址・柱穴・ 包含暦出土遺物
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図版18
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図版19

1. 右岸用水路調査区発掘調査篇手前の状況（北西から）

,;:.・ 
2. 1区西調査区土層断面壁 （東から）



図版20

1. 8区 土填ー25検出状況（南東から）

2. 7・8区 溝ー23検出状況（南東から）



図版21

1. 2区土壌ー27・ 溝―16検出状況 （北東から）

2. 1区 溝ー17・18・19 検出状況（東から ）



図版22

1. 4-6区 溝ー20遺物出土状況 （東から）

2. 4-6区 溝ー20検出状況 （北西から）



図版23

1 . 9・10区 土器溜りー2検出状況（東から）

2. 10・11区 溝ー29検出状況（西から）



図版24

1. 2区 溝ー26検出状況（北西から）

2. 3区 溝ー27検出状況 （北から）



図版25

1. 9区建物一21 検出状況 （西から）

2 9区建物ー21 柱ー4 検出状況（西から）



図版26

1 . 1区井戸ー7 井底検出状況（北東から）

2. 5区井戸ー8 井底検出状況（南西から）



図版27

1 . 1・2区 中世遺構群検出状況（南東から）

2. 2・3区 溝ー30検出状況（北東から）



図版28

1 . 2区土填ー29・30完掘状況 （南から）

2. 7・8区 中世遺構検出状況 （南東から）



図版29

1 . 9・10区土墳墓ー2 検出状況（北から）

2. 7区石組み遺構ー2 検出状況 （北から）



図版30

1. 11-15区 中世遺構検出状況 （東から）

2. 9区石組み遺構ー3 検出状況（北から）
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図版35

686 

井戸ー7 南東隅納組
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図版37

土墳墓ー2 副葬品出士状況
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溝ー30出土人骨

出土遺物 (7)
左拡大



図版38

951 952 

956 

D 
986 

C23 

805 

C25 

D 
C26 

811 C2? 
出土遺物 (8)



岡山県埋蔵文化財発掘調査報告52
旭川放水路（百間川）改修

工事に伴う発掘調査 W

百間川当麻遺跡 2

昭和57年11月印刷

昭和57年11月発行

編集岡山県教育委員会文化課

建設省岡山河川工事事務所
発行
岡山県教育委員会

印刷岡山県農協印刷株式会社


